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十二使徒評議員会補助

ジ ェー ム ズ ・Ａ ・カ リモ ア

少 し前に， １人の友人が仕事の上での興味ある経験を話 して くれた。その友入は

前に合衆国東部のある学校の校長を していた。ある日校内を巡回していると，ある

クラスで，教師が感謝を表わす絵を描かせていた。子供たちは皆一生懸命自分の作

品と取 り組んでいたが，その中に， １人だけ考えこんでいる女の子がいた。友人は

その子のそばに行き，何かわか らないところがあるのかたずねた。するとその子は

「はい，神さまはどう描いたらいいの」と言った。その子の絵には，山と木，それ

に木の下で感謝の祈 りをささげている男の子が上手に描かれていたが，彼女は神を

どう描いたらいいかがわか らなかったのである。私の友人はすぐさま，神は人間と

同じで，人間が神のかたちに創造されたことをその子に話した。

人はどこにあっても，神がいかなるものかについて迷っている。神に対する奇妙

な，理解 し難い概念が一見人を啓発するために教えられるが，そのあいまいさがま

すます人を迷いへ と導 くのである。

私は，我々の神に対する信仰，義の業，目的の誠実さ，これらはそのほとんどが

神に対する我４の概念や理解か ら定められた ものであることを心から信ずるもので

ある。その女の子が神を描 こうとした時のように，もしも私が神を心に描けず，ま

た本当によ く知 らなかったならば，私の信仰はいかに して強められるのだろうか。

知らないものにどうやって心か ら祈ることができるだろうか。

神を知 ることは正に 「永遠の命」（ヨハネ １７：３）である。神は個性を持ちたも

う御方であり，我々の霊の父であり，我々は神の子供であり，神は我々に関心をよ

せたもう。そして，神のみ前に再び帰 り，共に永遠の命を受けるための大切な計画

があるのである。
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『し か し て 教 え よ
』

年前， あるス テ、一キ部大 会で故

数
Ｊ・ル ーベ ン ・クラー ク ・Ｊｒ．副

管長 は，教師 にと つて は意味深長 な言

葉を， また若人には約束 を こめて次 の

ように述 べて いる。

「教会の若 人は主 の言葉 に飢 えてい

る。教 師であ るあなたがたは，必ず こ

の若人 に 「生命 のパ ン」，すな わち，

イエス ・キ リス トの教 えを与え るよ う

準備 せねばな らない。 もし若人が キ リ

ス トの教 えにそって生活す るな らば，

今 まで夢 見ていたよ りさ らに大 きな幸

福 を得 るであろ う。」

教 会内の組織 で教 えるよ う召 されて

い る数 多 くの人 々が，教育 に対 し正式

な訓練を少 しも受 けてお らず， また そ

のことを求 め られて もいないこ とを心

ハ ロ ル ド ・Ｂ ・ リー 副 管 長

に とめる時，、で は彼 らは，、どのよ うに ・

して教え るよう備え られたのであ ろう ・

か， ＿．．

教義 と聖約の啓 示の中で，主 は律法

を与 えてお られ る。・

「この 「みまは」 は
，借 仰 の祈 りに ・

よ りて汝 らに与 え らる。而 して汝 らも

し 「みたま」 を受 けざる時 は教 うべか

らず」 （教 義 と聖約 ４２：１４）教 師 はど

のよ うに してみた まを受 けるので あろ

うか。 ．、

「求 めよ
， 孕 うすれば，与え られ る婁

であろ う。捜せ，そ うす れば，見 いだす．．

であろ う。門をたた け，そ うすれば）

あけて もらえるで あろう。

す べて求 める者 は得，捜す者は 見い

だ し， 門をたた く者 はあけて も らえ る ，．

か らで ある。」．（マタイ．７，：７－ ８＞・

主 は教 えを受 けよ うとや って来た群

衆 に， このよ うに話 されたのであ る。ｒ

私 は過去 に多 くの教 師の影響 を受 け

た経験 があ り， その うちの数人 は，成

長期 の私 にジ また後 の教師の時代 にも

深 い印象を与 えて くれた。そ の １人で

あるハウ＝ ド・Ｒ ・∫．ドリ ツグズは，教

え子．たちに， あとあどまで続 く教えを

残 し，特 に，偉大な教師イエスの記 録

か ら良 き教え方の例を引用 した。イエ

ス は良 い教え方 につ いて原則 とな るも

のを碑 された。

１＼， イエスは神 と神の子供 らを心 か 、

ら愛 され、た。、

２， イエスは人類のために働 き，人

類 を救 ケ自．らの召 しに燃 え るような信

９７



念 を抱 いて お られた。

３， イエスは人間 に対 し， また人間

が必要 としてい る大切 な ものについて

明白で思いや りあ る理解 を示 された。

４，イエスはたえず熱 心な研究 の徒

であ った。イエスは 「律法 と予言者」

に通 じてお られた。イエスはその当時

の歴史 と社会情 勢に通 じてお られた。

５，イエ スは真理 を見分け ることが

で き，その真理 を支持 す ることに譲歩

されなか った。

６，イエスの単純 な言葉 は，あ らゆ

る階層， あ らゆ る状況の人々の心を捕

え，感動を与 えた。

７， イエスの創造力 は， いつ の時代

に も教 えを生 きた ものに している。
も

８，イエスは，人々を正義に飢え渇

く者 とされた。

９，イエスは，積極的な善を行なう

こと，すなわち，人を高揚するのに福

音を適用するよう励まされた。

１０，イエスは，生活によってご自分

の信仰を絶えず勇敢に示された。

さきに教義と聖約から引用した律法

の中で，主は建設者すなわち指導者，

教師，または宣教師となる者のために

３つの要点を明確に教えておられる。

「またわれ汝 らに告 ぐおよそ誰か権

威ある者より聖職に按手任命され，ま

たその者の権威を有てること乏，教会

の長たる者たちより正式の按手聖任を

受けたることとが教会員の知る所にあ

らざれば，何人といえどもわが福音を

宣べんために出で行 くこと，または教

会を創立することを許されざるべ し。」

「また当教会の長老祭司および教師

たちは聖書 と完全なる福音を載せたる

モルモン経 とに誌されたるわが福音の

原則を教 うべし。」

「また彼 らは誓約 と教会の信条 とを

９８

守りてこれを実行すべし。而 して彼 ら

は 『みたま』に導かるるまま以上のこ

とを以って教えとなすべし。」（教義 と

聖約４２：１１－１３）

このように，ここには教師となるた

勧 の主要な要素が示されている。すな

わち，第 １に，正 しい権能 により召さ

れ，聖任されることであり，第 ２に，

福音の原則を教えるよう命 じられてお

り，第 ３に，教えようとするすべての

人に対 して模範となる生活をすること

である。

次に最後の要素 としては，ただ霊に

よるほか教えることができないという

ことである。 これは， もし入が神の王

国の建設 にあたって教師になりたいと

思 う場合の重要な資格 となる。

「この 『みたま』は，信仰の祈 りに

よりて汝 らに与えらる。而 して汝 らも

し 『みたま』を受けざる時は教 うべか

らず。」（教義 と聖約４２：１４）

私は幸いにも自分の家庭で，永遠の

伴侶として ２人のすば らしい教師に恵

まれた。 ２人の妻が教え，模範を示す

のを見て，また私が教師として，教会

の指導者 として自分で経験 したことか

らい くつかの大事な教えを学んだ。

教えるように召されたこの ２人の妻

は，バプテスマの祈 りに慰め主，導 き

手として聖霊の賜を与え られた。 ２人

ともそれぞれ権能を持つ人か ら召され

た。

２人の妻は，頭の上に手を按かれて

１つの仕事に任命され，次のような祝

福を受けた。それはその職に召されて

いる間，忠実であり，主のみたまの導

きを求 あるな ら，必要に応じて導 きと

霊感，または識別の賜物を受けるとい

うものであった。その後この ２人の霊

感に満たされた教師が実際に生活で経

験 じた事柄は，忠 実な働 きによ って、
、

いかに神聖な祝福を受けるものである

か，また，みたまによって教える者の

努力が，いかに：尊い生命を作 り上げて

ゆ くものであるかを物語 って くれる。

皆さんの参考になればと思い，彼女 ら

の 「経験の書」か ら２つの例を取 り上

げてみたいと思 う。

その １つは，気高い血統に生を受け

た選ばれた娘が，若い時に霊感あふる

る祝福師の按手によって祝福を受け，

次のように勧められたのである。 「忠

実｝と学ぶよう，努めてあなたの心を用

いるように。熱心なる祈 りによって主

に求めるように。そうすれば，あなた

の心は，あなたが果たそうとする働き

により，喜びと満足で満たされる繋 あ
　

ろう。あなたは幼い子 らを教え，彼 ら
１が青年
，成人へ と成長するのを見守る

ことに木 いなる喜びを受け るで あ ろ

う。．あなたは彼 らの愛を勝ち得て，そ

れはあなたの働 きに充分に報いるもの

となろう。」

教師である １人の妻に宣言 さ麹たこ

の祝福は，後にうるわしく実現 し成就

したのであ．る。彼女は若 く，ヒ人生を愛

していた。誘惑が幾度 となく訪れた。

しか しいつも彼女の目の前には，．彼女

を信頼 している子供たちの顔が浮かん

だ。彼女はその信頼 に応えるために正

しく生活 しなければな らな い と悟 っ

た。

制服を身につけたある学生が，彼女

について 「最 もすばらしい教 師 で し

た。私を信頼 レて くれま一した。」 と語

って くれた。その朝は苦 し い朝、だ ら

た。そ．の若い教師はレ溜 ス、ン描・うま く

いったかどうか心配 して気落ちしなが

ち教室を出た。 １人の少年がその教室

か ら出てきて足早に彼女のかたわらに



歩 み寄 り， 「けさの レ ツスンは本 当に

曵か ったですね」 と言 って，彼女が持

っていた 「キ リス トの生涯」 とい う美 ．

しい表紙を した本 に うらやま しそ うな

目を向け， さらに こう言 った。 「もし

この本を持 っていた ら，質問 に も答 え

ることがで きたんだけ どなあ。」

「私 ので良か った ら持 ってい らっし

ゃい。」彼女 は そ う言 って その本 を差

し出 した。

「え っ
， いいんですか。あ りが とう

ございます 。」

彼 はまるで抱 くように して本を とっ

た。 その顔 には感謝以上 のものが あっ

た。彼女 はあ とになって， その少年が

家族 が多 く，本 もなければ壁 などには

絵 もかけていない家 か ら通 ってきてい

るのを知 った。少年 はその本 のよ うな

内容の ものに飢 えていたのであ る。少

年は次の 日曜 日，大切 にその本 を包 ん

で彼女 の ところへ返 しに来た。彼 はそ

の本を読み通 し，少 しも汚 した り傷 つ

けた りな ど していなか った 。そ う，彼女

はこの少年を信頼 して いたので ある。

私 のも う一人の良 き伴侶 は，若 い時

に予言 とも言 える召 しを受 けたが，彼

女 はその神聖 な祝福で次 のように約束

された。 「教 会で働 くよ う召 される時

は心 か ら謙遜 にそ れに応 え るよ うに。

その働 きによ って，神 の言葉 を知 り，

悟 るがゆえに，また神の言葉 を他人 に

教え る力を受 けるがゆえに，喜 びがあ

るで あろ う……あなた は，平 和の使者

とな り，多 くの家 に喜び と感謝 を もた

らす であろ う。 あなた は病 む人を慰 め

る人 とな る。 あな たは，罪 ある者の心

か ら重荷 を取 り去 る助 けをな し， あな

たの声は，疲 れて重荷 を負 う者 に慰 め

と希望 とを もた らもし， か くしてあな た

は彼 らを主イエス ・キ リス トへ と導 く

者 とな る。」

この もう １人 の偉 大な教師 は， あ る

少女が女性 として うるわ し く花咲 こう
｝

としている時に，教室を越えて品性の

大切さを教えた。彼女はこの少本にと

ってまさに悲劇に終 ろうとしていた人

生を，みごとに，花咲かせ た の で あ

る・微 は母親のないこの子噂 みを

導き・みな しご躾 しい少女嫁 長さ

せ，やがて交際のあり方を教え，神殿

結婚へと導いたのである。私はかつて

妻であるこの教師について次のように

書いた。

「彼女は多 くの子供の心を開 く鍵を

もっていた。 この秘密を教師に教える

才能をもっていた。彼女の子供 との対

話は聞 くにうるわしいものであった。

彼女のその巧みさと理解度は，生涯勉

強 した児童心理の知識とその応用か ら

生まれ出たものである。彼女は他人に

理解されない子供に絶えずその手を差

しのべたのである」

教育のすべてが教室でなされるので

はない。まことの教師は常にその人格

が問題となる。彼女はどこにあっても

生徒たちの教師であった。生徒たちの

目はいつも彼女の上にあった の で あ

る。

物事には必ずその反対がある。 「す

なわち，禁断の実に対 しては生命の木

があってこれ は甘 くかれは苦かった。

それであるか ら，主なる神は随意に行

なう自由を人間に許 したもうた。 しか

し人間はもしもあれに誘われこれに誘

われなければ随意に選び行なうことは

できないのである。」（皿ニーファイ２

１５－１６）

「わたしを愛するか……わたしの羊

を飼いなさい」これは，復活された主

がペテロに語 られた言葉である。主の

ノ

羊を飼うよう召されて，主から権能を

受けた者により按手任命 され る教師

は，なんと素晴らしい特権を与えられ

ていることだろうか。 クラーク副管長

が 「教師であるあなたは教え子 らの愛

を勝ち得て，それはあなたの働 きに充

分に報いるものとなろう」 と言われた

ように，教師の生活はなんと祝福され

ることだろうか。

そう，この ２人の教師は，この言葉

が真実であると証することができるの

である。小さな教室で始まった触れ合

いが，年を経て教師 と生徒 という間柄

以上の友情へ と成長 したのである。 こ

の友情は，相互の愛 と理解，また初め

て彼 らをひきあわせたイエス ・キ リス

トのすば らしい福音を通 じて 育 ま れ

た。 「しかして教えよ」というチャレ

ンジを受け入れる者にもた らさ れ る

「あふるる報い」 とはこのようなもの

なのである。

最近のある講演で，全国的に知 られ

ているある講演者が，しめ くくりに次

の ３点を表明 し，教師の働 きを強調 し

た。

「教師とは，生 きている粘土で人間

を作 り上げる彫刻家である」

「若い人は特に順応性があり
，正 し

い教育によって，正 しい原則を教える

ことができる」

「もし，あなたは今の世界の様相を

変えたいと思 うのなら，人の心を変え

ねばならない。」（カール ・Ｓ・ウイン

ターズ博士，ソル トレーク ・トリビュ

ーン紙 １９７１年 ３月２４日付）

私はすべての教師が， 自己の召しの

大切さのみを感 じるのではな く，人の

心と魂 を向上 させる偉大な機会にあず１

かっていることを悟 るよう祈 るもので

ある。
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良き教師は

大切な存在である

よ く知 られている福音の原則を簡潔に教 え るの

に，最近の出来事をとりあげる余地などはないと信

じている教師がいるのではないだろうか。私は，こ

の二者にはかかわりあいがあると信 じている。教師

として，我々は成長を続け，絶えず目を覚まして我

々のまわりの世界で何が起きているかを敏感に察知

してゆ く責任がある。

知識を絶えず伸ば していくのは，福音の教師にと

って肝要なことである。

新聞や良書には，我々が知る必要のある最新の実

例や教訓が掲載されている。もしそれが良い本であ

ち

十二使徒評議員会補助

マ リオ ン ・Ｄ ・ハ ンク ス

れば，そ こに述 べ られてい る原則 は，人生 に対 し新

しい展 望を開いて くれ，我 々が教 え る原理，原則を

補 強 し，強調 し，強化 して くれ る。

いつの時に もそ うであったよ うに，教師 は大切な

存 在であ る。およそ １００年程前， エマソン１は有名

な次の言葉 を残 した。 「昔 は木製 の聖餐杯 に金 の祭

司であ ったが，今 は，金製 の聖餐杯 に木製 の祭司で

あ る。」 エマソンはこ の言葉 にある意味を持た せて

いたに違 いないが， しか しこの比喩 は多 くのことに

応 用で きる。 もちろん，教育 について も あ て は ま

る。 もし我 々が金製 の教 師であ りたいと望 み，熱心
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に勉学 し，喜んで代価を支払 うな ら，金製 の教師 と

なることがで きるので ある。

教師の間 には違 いが ある。幾 世紀 も前 に， あ る人

が次の ように言 つてい る。 「キケ ロ２が語 る時， 入

は 「なん と雄弁 なのだろう」と言 い， デモステ ネス３

が語 る時，人 は 「さあ，行進 しよ う」 とい うのであ

る。」教師 は重要 である。

我 々は教え る者 に手 をさ しのべ，友人 とな つて愛

す る責任 があ る。 ラスキ ン４は言 ってい る。 「教育

とは，その人 が知 らない ことを教 え るこ と で は な

い。それ はその人 が実践 していない ことを実践す る

よう教え ることなのであ る。若者 に文字 の形 や数字

の トリックを教え るだけで，彼 らが数学 をいたず ら

の道 具に，また文学 を肉欲 へか りたて るものに変 え

て しまうのを放置 してお くのが，若者 に対す る教育

で はない。それ とは反対 に，完全 に実行 できるよ う

に， また肉体 と魂 の節 制を図れ るよ うに若者 を訓練

す るのが，教育なので ある。親切 に見守 って，訓戒

を与え，教訓，賞 讃お よび模範 によ つて教 え ること

は，容易 なることではな く，その上繰 り返 しや らね

ばな らないことで ある。

デ ビ ド・０ ・マ ッケイ大管長 は次のよ うに書 いて

いる。

「では
，真 の教育 とは何か。 それ は真理に対す る

愛 と，義務 に対す る正 しい感覚を 目覚め させ，その

入生 の偉大 な 目的 と終 わ りにつ いて魂の 目を開かせ

ることである。 それは自己 のた めに善を愛す るよう

教 え ることではな く，心 にそう感 じるがゆえ に良 き

行 ないをす るよ う， また恐れか らで はな く，その完

全な人格 を喜 ぶゆえに至高 の神 を愛 し，仕え るよう

教 え ることなのである。」（インス トラクター，１９６１

年 ８月 Ｐ．２５３）

非 常に変遷 の多い世 の中 に直面 して，真理を教 え

我 々の持 つ文化 の中で，洗練 されたす ば らしい魂 を

高揚 させて くれ るものを伝 えるのは我 々の義務で あ

る。 これを果 たすには，我 々は学 び続 けねばな らな

い。

続 けて学べ

１度 も良 い機会匹 恵 まれなか った と言 いは ってい

た， ある紡 ぎ女 の次 の話 は， 自分の関心を どこに見

出 し， どのよ うに適切な情報を集 めた ら良 いかを説

明 して くれ る。 この女性 は， ロン ドンでの講 演を終

えた著 名な博物学者， ル イ ・アガシ５博士 に， 自分

の不遇 を訴 えた。博士 は， この女性の不平 に答えて

言 った。 「１度 も良 い機会 に恵 まれなか ったのです

か。今，何 を して いるのですか 。」

「私 は独身で
，兄 のや つて いる下宿屋を手 伝 って

います 。」

彼 はまた 「そ こで何を して いますか」 と尋ねた。

「じ やが い もの皮 をむ いた り
，玉ね ぎを切 った り

してます 。」

そこで彼 は尋 ねた。 「それ は地味な仕事ですが結

構 お もしろいで しょう。 さて， あなた はその仕事を

何 にす わ つてや つていますか」

「台所 の ところの階段 の一番下 にすわ
ってや って

ます 。」

「ど こに足 を置 いていますか
。」

「化粧 レンガの上 です
。」

「化粧 レンガって何 んですか
。」

「さあ
， わか りませ ん。」

彼 は 「どの位， そ こへ かけているのですか」 と尋

ねた。

彼女 は 「１５年 です」 と答 えた。

アガ シ博 士は 「ここに私 の名刺 があ ります。 その

化粧 レンガの性 質について，手紙 を書 いて送 って く

れ ませんか」 と言 った。

彼女 はその言葉 をま じめに受け取 り，家 へ帰 って

か ら辞 書を調べた。彼女 は レンガが粘土 を焼 いた も

ので あることに気づ いた。 この定 義は， アガ シ博士

に出す返事 に しては余 りに簡 単す ぎるように思 われ

た ので，皿洗 いが終 つた あと図書 館へ行 って百科辞

典を調べた。百科辞典 には，化粧 レンガとは， カオ

リン （高陵土） と含水 アル ミニウ ム硅 酸塩を陶化 し

た ものであると しる して あった。彼女 はその意味が

わか らなか ったが，興味 をおぼえ調べてみ ようと思

った。彼女 は陶化 という言葉を と りあげて，それ に

つ いて捜 し出せ るものを全部読んだ。次 に博物館を

訪 れた彼女 は，地下室 の生活か ら脱 け出 して， 「陶

化」 とい う言葉 の翼 に乗 つて新 しい世界へ と飛び立

った。 「含水 の」 という言葉か ら始 まって，地質学

１０１
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を勉 強 し，その研究 は，神 が この世 を創造 され，土

壌をすえ られた時代にまでさかのぼった。 ある 日の

午後 の こと，彼女 は レンガの仕事場 へ行 き， そ こで

１２０種類 以上 の レンガやタイル の歴史を発見 し， な

ぜそんなに多 くの種類 が あるのか もわか った。 そ こ

で彼女 は机 に向かい，化粧 レンガ とタイ．ルを題材 に

３６ページ書 き上 げた。

アガ シ博士 か らそれに対 し返事が寄せ られた。 こ

の主題 で書 かれた ものでは，私 の知 るか ぎ り，最良

の記事 です。 もし星 印をつ ける ３つ の言葉を変 え ら

れれば，私 は これを出版 してお金 をあげま し よう」

間 もな く，２５０ ドル を 受 けとるよ う手紙が来 て，

その手紙 の末尾 に次 のよ うな質問が鉛筆書 き して あ

った。 「レンガの下 には何 がいますか 。」 時間の 貴

さを知 った彼女 は，一言 「蟻」 と返事を出 した。博

士 は 「蟻 について話 して下 さい」 と書 いてきた。

彼女 は蟻 の研究 を始 めた。蟻 は１，８００か ら２，５ＱＯ種

位 あるのがわか った。 １本 の ピンの上 に，３匹 を，頭

をつ きあわせ ておいても， まだ も う一匹が立 つ事が

できる余裕が ある位小 さな蟻， ２．５センチメー トル

もあって， １、６キ ロメー トル に も広が って， ビッシ

リと軍隊 のよ うに列 をな して進 み，前 に横た わるも

のはなんで もけち らして しま う蟻 また目に見 えな

いほど小 さい蟻，昼 に翼が はえたと思 うと死んで し

ま う蟻，女 の人 の銀 の指 ぬきでおおって しまえるほ

ど小 さい蟻つか をこ しらえる蟻，牛 に乳を出 させ，

新鮮 な牛乳 を近 くの貴族蟻 の部屋へ運ぶ百姓蟻な ど

のいる ことが わか った。

広範囲 にわたって本 を調べ，詳細 にわたる研究 の

あと， この紡 ぎ女 はアガシ博士 あて に蟻 を主題 に し

た論文 を ３６０ページも書 き上げた。博士 はそれを本

と して出版 し，彼女 にお金 を送 って きた。彼女 は仕

事で得た お金で，今まで夢見て いた土地 を くまな く

訪ね歩 いたので ある。

さて皆 さん はこの話を聞いて，我 々だれで も下 に

蟻の いる陶化 した カオ リンと含 水 アル ミニウム硅酸

塩 のかた ま りの上 に足 をお いて腰 か けてい るとい う

ことを強 く感 じないだ ろうか。 チ ェスター トン６卿

はこう答 えてい る。 「世 の中に興味 のない ものはな

く， ただ興味 を持 たない人 がい るだ けである」 と。

学 び続け よ うではないか。

なぜ学 び続 けるのか。 その答 えは，教育 の哲学が

それを求 め，人生 と永遠 に関す る哲学が それを求 め

．るか らである。．

我 々の教育 に対す る哲学 はどのよ うな ものか。私

は自分 が理解 しているままに聖蝉 ）ら ま と め てみ

た。 それは， 「神が命 じられ たこと」 とい う言葉で

始 ま って， 「真理 は正 しい考え と良 き行 いに己 を現

わす」 とい う言葉で終 わ つて いる。

なぜ学ぶ のか。 なぜ な ら，世界 は移 り変 わ り，我

々．は時勢 に遅 れないよ うにす る必要が あるか らで あ

る。私 のい う世界 とは，有益 で生産的知識 を生 み出

す世界 である。 １６００年代か ら１９００年代 にか けて の過

去 ３世 紀間にあ っては，科学 とは技術 の応用 によ り

入 の生活 のあ り方，仕事 のあ り方が， そ れ 以 前 の

６，０００年 よ りもはるか に 大 きな変化 を生み 出 した。

これか らの３０ない し３５年問 は，人 の生 き方，行動を

今 までの歴史以上 に大 き く変 えるで あろう。現 在 は

１９００年代 に可能 であった ことよ り百倍 もの知識が あ

る。２０００年代 まで には，記録 し，鑑別 し，蓄積 し，

探求 し，教 え， そ して識別力 を もって効果的 に使用

す るあ らゆ る知識が現在 の千倍 も越え るようにな ろ

う。最近，科学技術 に関す る定期刊行物だ けで も，

世界３６力国で約７５，０００種 も発行 された。それに は，

毎年約 ２００万 に及ぶ記事が掲載 され，科学 技術 に関

し，約 ３，０００項 目に要約 して分類 されて いる。 これ

は皆 さん にアイデ アを提供 して くれ るであ ろう。

ジ ョセフ ・Ｆ ・ス ミス大管長は言 ってい る。 「福

音 の真理を装 っていつわ りの教 義を末 日聖徒 の間で

説 く人 は， ２種類の人々か ら出てお り，実際には こ

れ以外か ら出ていな い。それは，

，第 １は絶対的 に無知な人。 自 らの怠惰のために英

知 に欠 け，読書や勉強に よって 自己を進歩 させ るた

めにほとん ど努力 しない人，大病 をわず らい不治 の

病 いすなわ ち怠惰 に陥 った人で ある。

第 ２は， 自分の うぬぼれた考 えに照 らして読 み，

自分の考えた法 則で解釈 し， 自らが律法 になろ うと

し， 自分 こそが 自分 の行 為を裁 く唯一 の人 とい うふ

りを した誇 り高 い人 であ る。 こうい う人 は第 １の人

以上 に危 険な無知 な人 である。

怠惰 な者 と誇 り高 ぶ った者 に気 をつ けな さい。彼

らの影 響は伝染 す る。清 く，影響 を受 けていない者

が守 られ るよ うに，警告 の検疫旗 を彼 らにか ざ した

方 が，彼 らに とって もすべて の人 に とって も良 い。

（「福音 の教義 ２」 Ｐ．１１６）

ジ ェファーソ ン７は言 って いる。 「人 とは無知で

自由な者だ と信 じて いる人は，決 してそ うではない

と悟 るよ うにな る」なぜ学ぶ のか。それは明 らかに

い くつか の良 い理 由が あるか らで ある。

４



どのよ うに学ぶか。私 は，生活か ら学んだ ５つの

言葉 をあげたい。幸 いなことに，私 の経験か ら学 ん

だその ことが，古 い祈 りに関す る英語 の本の 口絵 に

印刷 してあ った。 この ５つ の言葉 は学習 のた めの段

階 と呼ばれてい る。（１）読 むこ と，（２）聞 くこと，（３）記

録 す ること。私 に とって記録す る ということは， コ

ピーす る， クリップで とめる，集 める といったこと

もさす。す ぐに行 なお うではないか。 明日になると

読 んだ個所がおぼろげにな り， すっか り忘 れて しま

うか も しれない。子供 がひきちぎ るかポスターカ ラ

ーで塗 りつぶ して しま うか もしれない
。記録 しよ う

と思 ってい る本が どこかへい って しま うか，忘 れて

しま うか も しれない。記録 す るとは，記録 しよ うと

考えてい る最 中にす ることであ る。 ｛４組 織化 す る。

（考えて，物事を １つにす る。結合 し，首尾一貫 し

た ものにす る。変 更はあ とか らで もで きるので， と

にか く組み立て ることで あ る。） ㈲消化 す る （私 が

理 解 してい るのでは， この言葉 は血流 に力を与 え，

かすを吐 き出 し，エ ネルギーを得 て働 くことを意味

してい る。）

何 を学ぶのか。我 々が続 けて増 し加えなければな

らない知識 の ４つの分野を あげ る。

第 １に，世事 についての知識一 いわゆる，世 の中

の出来事 に対 す る知識 である。 つま り，教義 と聖約

６３，８８，９０，章で歴 史，国外の こと，外 国語， その他

について聖句で語 られてい ることであ る。他 の無益

で非建設 的な ことをす るかわ りに，む しろ世事 を学

ぶ のが良 いのではなか ろうか。

第 ２は，人間関係であ る。我 々は， 自己の福祉 に

関心を持つだけではな く，他人 や社 会に も全体 とし

て関心を払わねばな らない。 アルバー ト ・シュバイ

ツ ァー８は 伝記 の中で次の ような興 味あ る例 を話 し

て いる。

「未開人 は
，他人 と団結す るのに非常に制約があ

る。 まず 自分 と血縁 の者，次に， 自分の代表 とな っ

て くれ る大 きな家族 のような種族に限 られ る。私 の

病院 にはそのような未開人 がい る。歩行 できる患者

に，病床 に横たわ っていなければな らない患者 のた

めに小 さな仕事を して くれ るようもし頼 んだ とす る

と， その寝 たき りめ患者が同 じ種族 の者 である時 に

限 って働いて くれ る。 も しそ うでない場 合は，無邪

気で大 きな 目を して一 「私の兄弟 じ やないよ」 と

答 えて くる。 どんな報酬 もお どしも全 く効 き目が な
も コ

い。 しか し，人間は自己を反省 し，他人 との関係を

考えるようになるや，違 った種族の者 も自分と同 じ

であり，隣人なのだと気づき始める。漸進的な進歩

の過程で，人間は自己の責任の輪が広がってゆくの

を悟 り，つ いに は，ｉ関係 す るすべての人 に及 ぶので

ある。」

我々はた姓 帥 て生 きている鮒 では・ 自国に

生 まれ育って，自国のあ らゆることを知るほどに，

あるいは，福音のある中に生まれ育 って，福音を知

るほどには，人聞関係のすべてはわからない。われ

われが教師であるという事実だけで，人間関係にあ

って専門家にはなれない。

あるりっぱな知人が， ２人の子供を連れて外出し

た。彼 らは楽 しい時間を過ごし，いろんな物を食べ

すべてのことが楽 しく思われた。帰る途中で，小さ

い方の子は寝ついて しまった。父親はその子を車の

後席に寝かせ，自分のコー トを上か らか け て や っ

た。車を運転 しなが ら，子供たちにとってすば らし

い教師である父親は，その日の経験を子供がいつま

でもおぼえておくように，年上の子供に こ う尋 ね

た。 「何が一番良かったかね。ええと一 」そして

父親は，その日の出来事を １つ １つあげた。その子

は父親が尋ねるすべてのことに，ただ忠実に， 「う

ん」 と答えるだけであった。

そして最後にこう言った。 「お父さんもし僕も寝

たらお父さんのコー トをかけて くれる？」この会話

のすべてがすなわち学習であった。わずかの時間を

さいて，人を知ることである。聞 くこと一 時折 り

口をはさんでも良いが一聞 くことである。

第 ３の知識は，福音の律法とその歴史，すなわち

生命の救いと主要な真理を知るこ とで あ る。我々

は， 「詩 と音楽の予言者」の語る言葉を学び，偉大

な科学者が習得 した事柄を学ぶ時，さらに至高のも

のを治める知識の分野があるのである。なぜな ら，

神 と神の主要な創造物である人類とに関する知識は

他のあらゆるものの中心となるか らである。それが

また福音のすべてである。我々はこの知識を教える

必要があり，かつこの知識を学ぶ必然性を教える必

要がある。

ジ ョン ・Ａ ・ウィッツォー９長老は 次のように書

いている。「私は，他の科学と同様に，福音を注意深

く学んだ。教会の書物を手に入れ，毎日余暇をさい

て読んだ。福音に対する知識は増 した。私は学んだ

ことを毎 日の生活で実行 したが，決 して不充分であ

るとは思わなかった。」 さらに彼は， 自分の探求が

どのように詳細なものであったかを語っている。ウ

ィッツォー長老は科学の品位を落とさず，む しろ，

１Ｑ３
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福音がさらに大切なものであると考えた。

我々が学び，成長 し続ける必要のある第 ４の分野

は，若人が強 く霊感を受け，励まされて，真理の偉

大な原則を，適用できるよう助けてやる力を養 うこ

とである。

英国で伝道 している折，私は早晩，どの地方部の

宣教師にも独自の仕事を与えねばと思った。宣教師

たちは，励ましや霊感，指導や勧告，あるいは面接

を受けに伝道本部へやって来た。我々は集会を持 っ

たが，集会の間に，改宗率が減少 してきた話になる

と，私は時々次のように言った。 「じや，兄弟，１０

時１０分をまわっています。組になって街頭へでかけ

なさい。違 う同僚 と出かけて行って働 きなさい。街

角にある博物館へ行って もいいし，家の前に立 って

いてもいいし，あるいは通 りをずっと歩いて行 って

もいいです。 しか し，今から３０分後に，ア聖書か ら説明

できるよう，人生についそ何か学んで戻 りなさい。」

このことは私の生潭で最もすば らしい経験の １つと

なった。私は， この生き生きした目をもち，機敏な

すばらしい若者たちか ら学んだすべてを皆様にお伝

えすることはできない。

伝道本部で私は，道の向こう側に建設中の建物を

見，絶えずジャックハンマーの うな りを聞いてい

た。それは新 しい大学の建物 らしかったが窓か ら眺

めるたびに驚かされた。騒音は数年も続き，私 は多

くの人に．亡 う語 ったのである。 「英国の建物 が １００

年 ももつのはちっとも不思議ではありませんね。建

てるのにごんなに 時間がかかるのですから。」 この

工事はそれからもず っと進められた。 ところである

日のこと，私は，街角にある非常に有名な由緒ある

赤 レンガ造りの建物が取 りこわされるの を 目 に し

た。この建物は，かつて，非常に著名な科学者たち

が，ある偉大な発見をするのに常時使用していたも

ので，その， １つ １つレシガが解体されていたので

ある。 ・ ．

私が不平を言うめを聞いた １人の若 い宣教師があ

る日やって来た。彼は学んだことを応用 したのであ

る。目を見張 って言 った。．「ハンクス伝道部長，１・最近

ハイ ドパーク教会堂の上に上がって道の向こう側を

ご覧になりましたか。］１私は いやと答えたふ彼は，

．「行 ってごらんなさダ・」と言った。そしてその宣教

師は，．皆が良 く知 っている，外側は白く塗って内側

は不潔な，あの偽善な律法学者の教訓を引用 した。

「私は，私たちが建物の正面をながめる時に，「判断

を誤つてしまうととがあるものだということを主が

教えておかれるように思うのでずき部長がそこへ行

かれてみれば，私の言 うことがおわかりになるでし

ょう。建てるのに非常に手間がかかっていると部長

が考えておられるあの小さな建物の陰は，全体がブ

ロック造 りなのです。建物の外装で隠されているの

です。」

最近私が学んだ とて もすばらしいことの １つをお

話 したいと思 う。 フレホフという人が次 の よ うに

書いている。 「数年前までむしろ私は才気ある人を

好んだ。考えていることをいちはや く言葉に表わ し

さまざまのアイデアを新 しい方法で表現する人を見

るのは喜ばしいものであった。 しか し現在，私の好

みが変わったことを悟 った。言葉の花火はしば しば

私をうんざりさせ る。それは，自己主張や自己表現

から出て くると思われるか らである。今や私は，別

のたぐいの人，つまり他人のことを考え理解 しよう

とする人，他人の自尊心を傷つけないよう注意する

人をむしろ好む。今 日私が好む人は，常に他人の必

要 とするものに気づき，他人の苦 しみや，恐れ，ゴ不

幸，自尊心を求める気持に気づ く人なのである。私

はかつて才気ある入を好んだが，今私は善良な入を

好むのである。」

福音を教え，忍耐強 くあり，学び続けよ。家庭で

あれ，教室であれ，この福音を教えるという仕事は

この地上にあって最 も重大な仕事である。 これは神

のみわざであり，我々がもし努力するなら神は助け

て くださるのである。

１． ラル フ ・ウル ドー ・エ マ ソ ン （１８０３－ １８８２） ア メ リ

カの 随 筆 家 ， 詩 人 。

２． マ ル ク ス ・チ ュ リウ ス ・キ ケ ロ （Ｂ。Ｃ」 ０６－ ４３）

ロー マ の政 治 家 ， 演 説 家 。・

３． デ モ ス テ ネ ス （Ｂ．Ｃ．３８４？一 ３２２） ギ リシ ャの 演 説

家 ， 政 治 指 導 者 。

４。 ジ ョ ン ・ラス キ ン （１８１９－ １９００） 英 国の 著 述 家 評

論 家 ， 社 会学 者 ， 博 愛 主 義 者 。

５． ジ ョ ン ・ル イ （ロ ドル フ） ・ア ガ シ （１８０７－ １８７３）

ス イス生 ま れ の ア メ リカ人 で ， 博 物 学 者 ， 作 家 ， 教 育

者 。

６． ギ ル バ ー ト・ケ イ ス ・チ ェ ス タ ー トン （１８７４－ １９３６）

英 国 の ジ ャー ナ リス ト，小 説 家 ，詩 人 ，批 評 家６

７． トー マ ス ・ジ ェ フ ァー ソ ン （１７４３－ １８２６） ア メ リカ

の 第 ３代 大 統 領 （１８０１－ １８０９）

８． アル バ ー ト ・シュ バ イ ツア ー （１８７５一 ユ９６５） フ ラ ン

スの 哲 学者 ，音 楽 家 ， ノー ベ ル平 和 賞 受賞 （１９５２）

９． ジ ョン ・Ａ ・ウ ィ ッ ツ ォー （１８７２－ １９５２） ノ ル ウ ェ

ー 生 まれ ， １９２１年 使徒 に 聖任 さる。
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無 知

数年前私が軍隊 にあって家を離れて

い る問に，家 の近所 で，良 く働 くある

農夫 が死 んだ。私 は家へ帰 った お り，

いとこと， その死んだ農夫の財産に つ

いて話 し合い，だれ もが言 うよ うにこ

う尋ねた。 「どの位残 して い っ た か

ね。」す るといとこは 「全部残 してい

ったよ。 あの世へ はちっとも持 ってい

かなか った」 と答えた。

このことは， ほん とうにわず かの人

しか悟 り得な い偉大な真理 と して私 の

心 を打 ったのである。確か に我 々多 く

の者 は， この世 を去 る時 に， あたか も

すべ ての ものを携 えて ゆけるものと思

ってふ るまっている。 しか しもちろん

そ うではないので ある。我 々は，物質

的 な ものはすべ てこの世へ残 してゆ く

ので ある。パ ウロが テモテへ あてた手

紙 の中で 「わた したち は，何 ひ とつ持

たな いで この世 にきた。 また，何 ひ と

つ持 たな いで この世を去 って ゆ く。」

と しる している。《１テモテ ６１８）

さて，我 々が この世を去 る時，一緒

に携 えてゆけ る何 か良 い物 はないのだ

ろうか。予言者 ジョセ ブ ・ス ミスは，

この世 で得 た知識 と英知 は， この世 を

去 る時に携 えてゆけ るものであ ると教

えてい る。

「されば もしあ る人 あ りて
，精 励従

順 によ りこの世 に於 て他 の人 よりも一

層勝れた る知識 と英 智 とを得 ば，未来

の世に於てそれだけ利を得 べ し。

そもそも創世 の以前 よ り天 に於て定

め ら れ た る一つ の変 らざる律法 あ り

て， あ らゆ る祝福 はこれ に基 くな り。

すな わち， われ ら何 にて も神 よ り祝

福 を受 くる時 は， この祝福 の基 く律法

に従 うによ りて然 るな り。」（教義 と聖

約 １３０：１９－２１）

この ことが真実で あるとす る と， 目

標 の選 択にあた って，光 と真理 ， また

は英知の追求 を最上位 におかねばな ら

な いよ うに思われ る。なぜな ら，我々

は，それ らの ものを永遠 に所有 で きる

か らで ある。我 々は，知 力を追 い求 め

ねばな らな い。 「神 の栄光 は 英 知 な

り」（教義 と聖約９３：３６）であるか ら，

もし我 々が天 父のよ うにあ りたい と望

むな ら，我 々の とるべ き道 は決 ま るの

で ある。

無知 は高 くつ く。事実，我 々が知 っ

て いるもので最 も不経済な 商 品 で あ

る。確か に，無知か ら多 くの誤 りを犯

す。 もし，受 けたことのな い神の律法

を破 り，知 らないでい るとすれば，主 は

我 々を罪 の中 にはおきた まわな い。

「……人 が
，なすべき善 を知 りなが ら

行 なわなければ， それは彼 にとって罪

であ る」（ヤコブ ４ ：１７） またパウ ロ

の言葉 には， 「…律法 のない ところに

は違反 な るものはない」 （ローマ ４ ：

１５） とあ る。 しか し，た とえ無知 なる

がゆえに罪 に定 め られ ることがな くと

も， その律法 に従」頂精励でな ければ，

律法 に従順 で あることに基づ く祝 福を

受 けるこ とはで きな いので ある。っ ま

り，我 々は， 自 らの無知 により祝福を

拒んだ ことにな るわ けであ る。 もし知

らな いために交通規 則を破 った として

１０５



「のちの世に携えることのできるものは愛のみである」

も，課せ られ る罰金 は，知 って いて破

った者 とま った く同額 の ものである。

また・も し覇 のソケ・ト！噸 を突ρ

こんだ とした ら，電気 に関ず る知識 ＩＤ

あ るな しにかか わ り な く， 同 じよ う

に ショ ック を う け る。特 に，主 の次

のみ言葉 に より，その真 実性 を理解 す

ることがで きる。 「人 は無知 に して救

わ るること不可能 な り。」 （教義 と聖 約

１３！：６）人 は主を知 らな いか ぎ り真に

啓発 されな いということは 真 実 で あ

る。

学 び，光 を受 けるのをなぜ躊躇 して

い るのだろ うか。主 が語 られ るのが遅

いか らであ ろうか， あ るいは，わず ら

わ された くないか らであ ろうか。 ヤコ

ブの言葉 によればそ ラで ｝ヰな い。．「と

が ⑱もせず に惜 しみな くすべての人に

与 え る神 ……」 とある。 （ヤコブ 恥：・

５）

結局，問題 は我 々．が光 を受 けようと

しないと ころにある。 「……而 して，

ここに人 の罪 を受 く る 所以 あ り。」主

は言われ る 「なん となれば最初 より在

りしところの ものは人 々に明 白な り。

然 るに，人 はその光明を受 け入れ ざれ

ばな り。

すべて，光明を受 け入れざ る霊 を有

つ人々 は罪を受 く。」 （教義 と聖約９３：

３１－３２）、

．しか し， どうして我々 は光 を受け入

れな いので あろうか。主 は聖典 の中で

い．くた穿 とな くその理 由を示 してお ら

れ る。端的 に言 って，我 々が学 ぼ うと

しない理 由 は，学 ぼ うとい う良 い状態

にないか らであ る。光 を受け入 れ る状

態 にな いＱ は，喜 んでそれを受 けよ う、

としな いか らで ある。率 直にい って，

１Ｑ６

人々はただそれを望んでいないのであ

る。さて，私は，多くの人が この言明

に激 しく反対するであろうと思 う。 も

ちろん我々は天父なる神からの光 と教

えを求めている。それでもなお，・主の

み言葉は真実である。死者の中からよ

みがえるが，栄光を受けることのない

人々について主は言われる。

「而 して，残れる者たちもまた生 く

べ しといえども，彼 らはまた再び自ら

の場所に帰 り，その受 くべか りしもの

を進んで受けざりしにより自ら選んで

受 くるところのものを受 くべし。．

およそ，人贈物を与えらるるにこれ

を受けずば何の益あらんや。見よ，彼

は贈 ら砂たζも⑱を喜ばず，また贈 り

し人をも喜ばざるなり。」（教義と聖約
ξ ．

８８章３２－３３節）

次 に，シ ェイ クス ピアの ジュリアス・

シーザーの中で， カシアス１が ブル ー

タスに言 っている言葉 は，等 しく我 々

に も適用 され る。 「親愛 なるブルータ

ス２。 あやまちは 我 々の運勢 にあるの

ではな く，我 々自身 の中 にあ り，我 々

は， その手下 にな って い るのだよ。」

我 ：々は，無知 であるがゆえ に自分 自身

をみつめねばな らな い。

我 々は，主 が我 々をお待 ちになる，す

なわち我 々が，必死 に追 い求めてい る

光明 を主か らいただ けるような状態に

自 らをお くまで主が待 ちた もうた時，

逆 に光明 と真理 とをお授 けにな るのを

我 々が待 って いる と思 いが ちで ある。

主 は我 々の有様 をよ く語 って お られ

る。 「そのさばきとい うのは，光が こ

の世 にきたのに，人 々はそのお こな い

が悪 いために，光 よ りもやみの方を愛

した ことで ある。」（ヨハ ネ ３ ：１９）繰
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り返 して言お う。 「人 々はそのお こな

いが悪い ため」な ので ある。

啓示，光明， または知識 は聖霊の力

によ りもた らされ る。主 のみ言葉 は，

「ヨハネによ る福音書」 の中 に記 され

てい るとお り意味深 い もので ある。

「しか し
，助 け主，す なわち，父が わ

た しの名によ ってつか わされ る聖霊 は

あなたがたにすべ ての ことを教 え， ま

たわた しが話 しておいた ことを， こと

ごと く思 い起 させ るであろ う。」（ヨノ、

ネ１４：２６） また再 び 「……聖霊 はあな

たがたをあ らゆ る真理 に導 いて くれ る

で あろう…… きた るべ き事 をあなたが

たに知 らせるであ ろう。」（ヨハネ１６：

１３参照） 事実我 々は聖霊 な くして福音

の真 理を教え ることも，学 ぶ こともで

きな い。今 日，主 は この偉大 な真理 を

次の ように確 認 してお られ る。

「この故に真理 の 『みたま」 によ り

て言 を受 けた る者 は， また真理 の 「み

たま」 によ りて教 え らるるままにこれ

を受 くることを汝 ら知 りて覚 り得 ざる



は何ぞ。 ・

この故 に，教ゆ る者 も受 くる者 も互

いに相悟 り，両 者共 に徳 に導 かれて共

に悦ぶな り。

人を徳に導か ざるもの は，神に よら

ず暗黒な り。

神に よるもの は光 明な り。その光 明

を受けて神に従 うことい よいよ久 しき．

者 は，その受 くる光 明いよいよ明 らか

な り。 その光 明いよいよ明 らか とな り

てついには完 き昼 とな るべ し。」

「この故 に， この者 はすべての もの

の所有者 な り。 それ天 に於 て も地 に於

て も，御 父の御 旨によ りてその子 イエ

ス ・キ リス トを通 じて遣 わさ るる生命

も光 明 も， 『みたま」 も能力 も，すべ

ての もの彼 の支配 となれ ばな り。

され ど，人 は潔 くせ られてすべての

罪 より潔 め らるるにあ らざれ ば，すべ

ての ものの所有者 にあ らず。

．汝 らも しすべての罪 を洗 われて潔 く

せ らるるな らば，、イエスの名によ りて

何 事にまれ欲 す るところを願 え， さ ら

ば皆与 え られん 。」（教義 と聖綿５０：２１

－２４，２７－２９）

モルモン経中の偉大な予言者アルマ

は，きよきみたまの力をうけて従順に

ついて偉大な説教をした後，そρよケ

蜘 識と力をどのようにして受嘩 か
．

を語 ・ている・ 「これ は神の雪い 『み

たま』が私 に示 した も うたので ある。

私 は自分が これ を知 るた めに長 い間断

食 を して祈 った。 そこで主な る神が そ

の聖 い 「みたま」 によって これ を私 に

示 した もうたので，私 は自分 でこれが

真理 であることを知 って いる。 この聖

い 『みたま』 とはす なわち私 の中 にあ

る啓示 の 『みたま』 である。」 （アル マ

５ ：４６）

、ある会員は，問潭が生 じた時，断食

と祈 りが解決に必要なすべてであると

感 じているように思われる。数年前あ

る若い女性が私の事務所 に や って来

１た
。彼女は，ある若い男性が自分と結

婚 して くれるかどうか知りたいと思っ

て ２日間断食 して祈 ったところ，望み

どおり自分と結婚 して くれるという答

えを受けたと感 じた。「ところがそれか 』

ら間もなくして，その若い男性は別の

女性 と婚約してしまった。そこで彼女

億 私の事務所へやってきたのである。

彼女は私に 「これはどうしたごとでし

ょう。私は，彼が結婚 して くれるとい

う答えを受けたぽずですあに」と質問

してきた。

さらに面接を続けると，彼女ははっ

きりと知 っていながら多 くの戒めを守

って硫ないζと炉明 らかになρ元。断

食 と祈 り以上に大切なことがあるので

ある。我々は再出発 しなければならな

い。悔 い改 め，す なわ ち，罪を認 めて

捨 て去 らなけれ ばな らな い。聖典を研

究 し，聖典 よ り捜 し求 めなけれ ばな ら

ない。神 の戒 めを守 り， それ も正 しく

； 「 、
守ら鮒 れ幽 ら帥 ・．鮮 なら戒め
を守 ることによ り，我 々の状態 は良 く

な り，天 父よ りの交 わ りである光明 と

真理 を受 け ることができるよ うにな る

か らであ る。 また この光明 と真理 は，

我 々に とってかけがえのな い もので あ

って， この世 を去 る時 に携 えてゆ くこ

とのでき るただ １つ の ものだか らで あ

る。 ｒ一一

兄弟姉妹 の皆 さん，皆 さんが この大

会 で耳 に してお られる ことが，主 の精

神，主 のみ こころであ り，特 に この危

急 の時代 にあ って聖徒 らの救 いのた め

の主 のみ言葉 である ことを証 し申 し上

げ る。 なぜな ら今 日で も主 は生 きた ま

い， しもべ に語 りた もうか らで ある。

我 々は主 のみ言葉 に心を傾 けね ばな ら

ない。戒 めを守 り，主 のみ言葉 に心を

とめ，主 の前 に恐 れおののいて （ピリ

ピ２・：１２）救 いを達成す る ことが きわ

めて大切 である。 そ うできるよ う， ま

た，世 を去 る時 に 「彼 は，清 い， 自由

な，啓発 され た幸 いな心を携えてい っ

た。仲間 に対 し，、良心の とがめな くこ

の世を去 った」 と言われ るように しよ

１うで はないか
。皆 さんが このよ うな幸

『

福を享受で きるよ うイエス ・キ リス ト

のみ名によ り祈 りたてまつ る。 アーメ

ン ｏ 「 ‘ ｒ

１．ゲ イア ス ・．カ シ アス （Ｂ．Ｃ，４２死 す）

ロー マ の将 軍 ， 陰謀 人 。

２．ユ ニ アス ．・、マＴ カス ・ブル ター ス （８５

了一 Ｂ．Ｃ．４の ロー マ の政 治 お よ び軍

∫事 指 導 者。・’

証０字



見分ける力

十二使徒評議員会補助

ウ ィ リ ア ム ・Ｈ ・ベ ネ ッ ト離
第 ２次世界大戦の従軍中に，私は石原式色盲検査

を受けるように命 じられた。それは色，図案および

数字を用いたいろいろな種類の色盲の診断をするた

めの検査である。 この検査では，ある種の色盲の人

々は容易に同じ色調の色を区別す ることができる。

しかし，色の混交する陰の部分が問題である。色盲

の人は正しい識別ができない。いくら努力 しても，

彼 らは正常な人にはわかる色の相異が区別できない

のである。

この石原式色盲検査で，私はある大切な事柄を学

んだ。それは我々の生活に広 く適用されるものであ

る。

自分は真理を求めており，真理に関する強い証を

得ようと努めていると公言 し璽が ら，進んで主のみ

前にへ りくだらず，信 じていることを実践せず，ま

た福音に従って生活 しようとしなし｝教会員がいる。

今述べた色盲の状態 とこのような教会員の状態との

間に類似点はないであろうか。 これらの事柄を実践

しない人は，怠惰の罪によりすべての真理の偉大な

源である天の御父に対 して門戸を閉じているのであ

る。その結果，彼は誤 ってものを見ることになる。

生涯の旅をなす問に，我々一人一人は日陰や夕暮

れに出会い，また真暗な道を歩むことさえある。そ

の時に，我々はより大きな力で助け られない限り，

はっき り見 きわ め，正 しく解釈 し，賢明な結 論に達

す ることはで きな い。 これ ら陰 の部分の幾分かは物

質界 に見出 され， ある もの は知識の世界に，また あ

る ものは霊 の王国 に見出 され る。 ここで主にかかわ

るすべて の事柄 は霊 にかかわ るもので あると主が言

われ たこ とを心 に留 めよう。

「この故 に
，われ誠 に汝 らに告 ぐ。われにかかわ

るす べては霊 のこ とな り。 われ は何時た りとも，い

まだ嘗 て俗世 の事 にかかわ る律法を与えた ることな

し。如何な る人 に も，人 の子 らに も， わが造 りし汝

らの先祖 アダ ムに も与 えた るこ とな し。見 よ，われ

はアダ ムに 自ら自由意志 を行 うことを許 した り。 わ

れは彼 に誠命 を与 え しが，俗世 にかかわ る誠命を与

えた ることな し。 わが誠命 は霊 に関 わる ものなれ ば

な り。わが誠 命は肉体 の ものに も俗世 の ものに もあ

らず， また肉欲の ものに も情欲 の ものに もあ らず」

（教義 と聖約２９：３４－３５）

我 々一人一人 には，現在 あるが ままの事柄 を理解

す る時 にある限界が ある。我々 はは るかかなたを見

る ことが できる。 そこで は，天 と地 が １つにな って

い る。 しか し我 々はその先を見 ることがで きないが

そ こには何 かがある。 これ を知 るた めに物質界で我

々がなすべ きことは， ビル や山に登 った り， あるい

は飛 行機 に乗 った りしてかなたを見 られ るようにす

ユＱδ



ることである。

我々は物質的分野のみならず知的，霊的な分野に

おいても生活全般をより良いものに改善する必要が

ある。これを行なおうとする時には，いかなる場合

にも数々の事実があり，数々の見解があることを心

に留めておかなければな らない。また，困難には原

因があり，それか ら起こるきざしもある。事実と原

因をつかみ，またそれ らの関係をはっきり理解する

時に，我々は正 しく解釈 し，賢明な結論に達するの

に良い立場にいると言える。 しか し，我々が数々の

見解 ときざしを無視 して暮 らす時には，困難な問題

を持ち続け，永遠の満たされた解決を見出す時間を

持てずにいるのである。

また我々が心に留めなければならない大切なこと

聴 鍾騨繰

灘灘
確難

が ある。それは，我々が い くら知的であ って も，い

くら一生懸命に働いて も，我々の教 師がい くら良 く

て も，学習 のためのその他 の状 況がい くら好 ま し く

とも，我 々は地上の限 られた期間ではすべての知識

の うちのほんの少 しの部分 しか習得 で きない。我 々

が習得す るのは通常ほんの狭い専門的な分野 に関す

るものだけであ る。そのよ うに，我 々には限 界があ

る。我 々が考え る事柄 は しば しば非 常に分節的 な も

のであ り，そのために誤 って判 断を下 す こ と が あ

る。そ こで，次の ソロモ ンの勧告 に進 んで心 を留 め

るべ きではないだろ うか。

「心をつ くして主 に信頼せ よ， 自分 の知識 にたよ

ってはな らない。 すべての道 で主 を認 めよ， そ うす

れば，主 はあなだの道 をまっす ぐにされ る。」（箴言

３ ：５－ ６）

神の導きがなければ，我々は人生の日陰で困難を

味わうであろうｄ我々は一人で歩 くには及ばないの

である。天の御父とその御子イエス ・キリス トとあ

らゆる時代の予言者たちが，この生涯の旅の進むべ

き道を我々に示 してこられた。我々は喜び と幸福を

絶
・鮒 藤 磯

｝

見 出 し， もし道標 に気を付 け，与 え られた指示 に従

うな らば，それだけで無 事に目的地 に着 くことがで

きるのであ る。』

これ らの道標 と指示 は何 であろ うか。 それ らは聖

典 と現 代の予言者 たちの霊感 された言葉 に記 されて

い る。 その幾 つかをあげよ う。主 ご自身が語 られ，

ヨハ ネが記録 したみ言葉 を福音書 の第 ７章 １６，１７節

か ら初 めに引用 したい。

「そ こでイエスは彼 らに答 えて言 われた， 「わた

しの教 はわた し自身 の教 ではな く， わた しをつかわ

されたかたの教 である。神 のみこころを行 おうと思

う者 であれば， だれ で も， わた しの語 って いるこの

教 が神 か らの ものか， それ とも， わた し自身か ら出

た ものか， わか るで あろ う。』」 ・

ローマ人 へのパウ ロの手紙 の第 工章１６，１７節を読

もう。

「わた しは福音を恥 と しな い。 それ は，コーダ ヤ人

をは じめ， ギ リシャ人 にも，すべて信 じる者 に救を

得 させ る神 の力で ある。神の義 は， その福音の中 に

啓示 され，信仰 に始 ま り信仰 に至 らせ る。 これ は，

『信仰 による義人 は生 きる』 と書 いて あるとお りで

あ る。」

１０９
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懸
コ リン ト人へ の第二 の手紙，第 ５章 ７節 には 「わ

た した ちは，見 えるものによ らな いで，信仰に よっ

て歩 いて いるので ある」 と書かれて いる。

モル モ ン経の アル マ書第２６章２２節は， アンモンの

語 った言葉で ある。 「悔 い改 めて信仰を あ らわ し，

善 い ことを行 ってたえず祈 る者 は，神 の奥義を悟 る

能力 を授か り， まだ示 されて いな いことを明 らか に

示 す権能 を与 え られ……」

教義 と聖約第８８章６３節 には このよ うに記 され てい

る。 「われに近 づけ，さ らばわれ汝 らに近 づか ん。

熱 心にわれを求 めよ。さ らば，汝 らわれ を 見 出 さ

ん。求 め よ，さ らば与え られ，叩けよ，さ らば開か

るることを得 ん。」

次 に，第１２１章４５，４６節 を読 もう。

「すべての人に対 して
， また信 仰あ る家族 に対 し

て汝 の腹中を慈愛 にあふれ しむべ し。絶えず徳 を以

て汝 の想を飾 るべ し。然 る時 は，汝の 自 ら信ず るこ

と神 の前 に強 くな りて，神権の教理は天 より下 る露

の如 くに汝を うるおさん。聖霊 は常 に汝の伴侶 とな

り，汝 の笏 は真理 と正義の変 ることな き笏 とな り，

汝 の支配 は永遠 の支配 とな りて強 い らるることな く

永遠 に汝 に流 れ込 まん。」

聖霊 の力によって我 々は一切 の事柄が真実か ど う

か知 ることがで きると，モルモ ン経 のモ ロナィ書第

１０章 ５節 で主 は我 々に告 げてお られ る。何 とす ば ら

しい約束 であ ろうか。我 々すべ ての教会員 は これを

知 ることがで きる。なぜな ら，パプ テスマ後 の確認

で頭 に手 が按 かれ，権能 を有す る人が我 々に聖霊 の

、

賜を授けたか らである。 もし我々が歩むべき道に従

って生活するなら，聖霊が我々の生活にいかに大き

な力と恵みをもたらしたもうかを我々は経験できる

のである。それによって視界が広められ，人生の日

陰の中でも，事実あらゆる所において物事を一層は

っきりと理解することができるように光が投げかけ

られるのである。

多 くの人々は， 自分 自身を信ずるほどには聖典や

現代の予言者たちの教えを信 じなくなりつつあるよ

うに思われる。もし人々が不信に対 して払 う努力を

信ずることに向け，謙遜になり，信 じていることを

実践 し，勤勉に学ぶなら，聖霊は助けたもうであろ

うと，私 は今まで心に思ってきた。そうすることに

より，人々は今信 じられないと思っている多くの事

柄を信 じるようになるであろう。

聖霊は，入は神の子であるという確信を我々に与

えたもう。概 して，聖霊の助けなしに神 と人の関係

を理解 しようとすると，肉眼のみを通 して物事をな

がめ，この世的な状態のみを考慮 しがちである。 し

か し，この世は初めではなく，また終 りでもない。

神に対する人の関係を理解するために，我々は聖霊

の助けを得て視野を広め，前存の状態と死後の生活

を思いあぐらさなければな らない。

聖霊ははっきりしない点を一層明 らかに理解させ

たもう。 しか し，それが我々の生活にあって本来あ

るべき力となるために，我々は心に正 しい事を行な

わねばならない。我々は心からへ りくだ り，良き業

に従 って強い信仰を示 し，いつも心から祈 り，断食

と祈 りをな し，勤勉に福音を学ばなけれ ば な らな

い。また，福音に従って生活し，教会で活発であり

無私の奉仕をなし，地上に神の王国を確立するため

に働かなければな らない。

私はクラスで，戦場で，教会の責任で，また日常

生活で聖霊の力を感 じてきた。私が主のみ前にへり

くだ り，また信 じていることを実践 し，一生懸命に

学び，福音に従って生活 し，断食と祈 りをなすこと

によって自らを備える時，ほとんど聖霊の力が与え

られてきた。

私は神が生きたまい，福音が真実であり，この教

会はイエス ・キリス トの真の教会であり，神の真の

予言者が今 日我々を導いてお られることを証する。

イエス ・キリス トのみにより，アーメン。
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主の民は

啓示を受ける

七十人最高評議員会会員

ブル ー ス ・Ｒ ・マ ッコ ンキ ー

かつてオ ース トラ リアの伝道部長 で

あった頃のあ る日， タスマニ アで伝道

してい る宣教 師に 「あす ウエ リン トン

山に登 り，頂上 で宣教 師大 会 を 開 こ

う。 そ こで，主 との交 わ りを求 め，主

のみたまにあずか ろ うではないか」 と

語 った ことがあ る。

山に登 り，頂 にいる間にテ レビ放送

局 を訪 れた。一人 の若 い快活 な男性が

私 が今 まで耳 に した こともない単語 と

とて も理解 できない原理 を使 って， テ

レビの音 と画面が どのよ うに谷間へ放

送 され るのか を説 明 して くれ た。

その晩 ホーバー㌦ト市 に もどった私 と

２人 の息子 はテ レビの前 にすわ り，適

当にチャネルをまわ した。すると先ほ

ど言葉で説明されたことが実際に画面

を通 して現われた。

さて，私はこのことが，啓示を受け

示現を見ることについて完全に説明し

て くれると考える。我々は過去の記録

か ら示現や啓示について読むことがで

き，当時完全な福音にあずかっていた

人々の霊感に満ちた書物を研究するこ

とができる。 しかし，我々自身が見聞

きし経験するまでは，そこに含まれて

いることを理解することはできない。

今， このタバナクルには言葉や音楽

があふれている。ヘンデルのメサイア

が歌われ，世界の政治家たちが国民に

所信表明を行なっている。 しか し我々

は何 も聞こえない。

このタバナクルにはベ トナムやワシ

ン トンか らの画面が充満 している。人

が月の表面を歩いている姿さえある。

しか し我々はそれ らのものを目にはし

ていない。けれども，ラジオを適切な

同波数に合わせ，テレビを適切なチャ

ンネルにまわすな ら，まったく未知の

ままで過ごしてしまうものを即座に見

聞きし，経験するのであ．る。

永遠なるもの の啓示や示現 もまたそ

の通りである。啓示や示現は常に我々

を取 り巻いている。 このタバナグルは

聖典に記録 されていることで，またそ
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れ以上のことで満ち満 ちている。我々

の前には，栄光の各段階が放映されて

いるが，聖霊の出 した もう周波に心を

合わせていないため，それを見聞きし

経験 していないのである。 ／

鵡

を与え，教え，また立証するよう委任

されている。そこで慰め主は，救いに

つけるあらゆる真理，神に関するすべ

ての知識 と知恵を常に無限の空間に向

けて放っておいでになる。 ／

描

蓼

ジ ョセブ 。ス ミスは言 ってい る。

「聖霊 は啓示を与え
．るお 方 で あ る」

「人 はだれ も啓示を受 けずに聖霊 を受

け るごとは できな い」 と。（「予言者 ジ

ョセブ 』・ス ミスの教 え」 Ｐ．３２８英文）

モ ロゴナイは言 っている。 「……聖霊

の力によ って一切 の事 の真実 であるか

どうかがあなたたちに解 る。」（モ ロナ

イ１０章 ５節 ） 、

慰．め主 は，すべての ことを知 りた も

う。慰 め主 は天父 と御子を証 し，．啓示

轟
轟

どの ようにこの ことがな されてい る

か を我 々は知 らな い。神御 自身につい

．て
， あるいは神が宇宙を治 められ るそ

の法則 にっ いて我々 は理解す ることが

できない。 しか し， こ こソル トレーク

の谷で，永遠 の存在者 に心 を合 わせ る

時，我 々は神の事柄 を見 聞き し経験す

るので，確 かに聖霊 の働 きがあ ること

を知 る。

ラジオや テレビを支配 してい る法則

はアダムの時か ら現在 に至 るまで存在

してきたが，ただ現代にな って，人は

この不思議 な物を見聞 き し体験 してい

るに過 ぎない。 また人が示現を見，神

のみ声 を聞 き， みたまにあずか る こと

ので きる法則 が常 に存在 して きた。 し

か し，魂 の中に主 の啓示 を植 えつ ける

律 法に従わないために，いた るところ

にいる数え きれない多 くの人 々が神の

良 き言葉を味わ うことな しに生 き，死

んで い く。

そ こで私 は，真 の宗教を得 る唯一の

道 は，主 か らそれを受 けることで ある

と申 し上げた い。真の宗教は啓示

を受 ける宗教で あ り，人の考え
轄

で造 り出される も の で は な

く，神 か らもた らされる もの

である。

人 は神 を創造 したのではな

い し， また 自らを救 うと芝 も

で きない。 だれ も自ら復活 し

嚇 た り， あるいは， 自ら天 の王

国 に住 居を割 り当て ることは

で きな い。神のみ言 葉に よれ

晦 ば，救 いは神か ら来 た もので

あ り，救 いを得 るた めにな さ

ねばな らな いことは，啓示に

磯 よ
ってのみ知 ることがで きるの

で ある。

神 は絶 えず我 々に啓示 を 与 え た も

う。 さ もなけれ ば神 は永遠 に未知 の存

在 とな る。 また神 につけることは，神

のみたまによ って しか， またみたまを

通 して しか知 ることができない。

真 の宗教 は霊 的事柄 を扱 う。知性，

研究 あるいは理 性によ っては神 と神 の

律法 につ ける知識 に到達 しない。私 は

普通 の心 の持 ち主であ り，普 通の人よ

りも特 にす ぐれて も劣 って もいない。

．知性 の面 では，私 は大学の学位を持 っ

てい る。 その活動分野で は，教育 と知

性 が熱心 に求 め られる。

しか し，霊的賜物 と比較す ると， そ

れ らの ものは取 るにた らな い，つか の

間め もの にすぎない。永遠 の観点か ら

見れば，我々各 自演必 要 とす るところ
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のものは，信仰 と正義に基づく高い学

位である。我々に永遠に寄与するもの

は，理性の力ではな く，啓示を受ける

力である。研究により学び得た真理で

はな く，信仰により得た知識である。

この世に関する知識ではな く，神 とそ

の律法に関する知識なのである。

ジョセブ ・ス ミスは，宗教を主題に

書いたどんな本を読むよりも，人は５

分間，天国をながめる方が一層神の事

柄を学ぶことができると語った。宗教

は体験 されねばならないものである。

私は，宗教についてとめどなく語る

ことができるにもかかわらず，決 して

宗教的体験をしたことのない人を知っ

ている。私は，宗教について多 くの本

を書いているにもかかわ らず，行動の

ない霊性 しか持ち合わせない人を知 っ

ている。彼 らが福音の教義に興味をい

だ くのは，主 が そ の 中で何を考えて

おられるのかを見出すためではな く，

む しろ，自分自身の思索的な見解を守

るためなのである。そ れ らの人々の

語 ることや書 くことは理性 と知性の分

野でのこ とで あ る。神のみたまはそ

の人々の心にふれられていない。それ

らの人々は再び生まれ変わり，聖霊に

よって新 しく生かされる者になっては

いない。啓示を受けていな い の で あ

る。

この啓示を受け，みたまの賜を享焔

することは，全教会員の特権であり，

権利である。

我々は教会の会員に確認される際，

聖霊の賜を受ける。 これは，ｒ信仰に基

づいて，神会の一員であられる聖霊が

絶えずともにいてくださるという権利

である。 この賜を実際に享受できるか

否かは，個人にかかっている。 「神は

その聖 き 「みたま」により，すなわち

聖霊の言い尽 し難き賜によりて，世の

始めより今 日に至るまで嘗て表 したま

いしことなき知識を汝 らに与えたまわ

ん。」（教義 と聖細 ２１：２６） と聖 徒 ら

に対 し啓示は述べている。

ニーファイは父親 が受けた啓示 につ

いて語 ってい る。 「父はま ことに偉大

な ことを多 く兄弟たちに語 ったが，そ

れは人が主に尋 ねなければ解 りに くい

ことで あった …… 。」

同 じ啓示について レーマ ンとレ ミュ

エル は言 った。「……父 は話を したが，

その言 葉は何 の ことだか解 らない。」

ニ ーファイは尋 ねた。 「あなたがた

は主に尋ねたのですか。」

彼 らは答 えた。 「主 に尋 ねてはいな

い。主 は こんな ことをわれわれに知 ら

せないか らである。」

そ こでニー ファ・イは次 のよ うなすば

らしい言 明を している 「あな たがたが

主 の言 いつ けを守 らないのは何故 で あ

るか。 あな たた ちの心をかた くな に し

て亡びを招 くの は何故で あるか。

主が これ までに仰せにな った ことを

憶 えていないのか。主 は 「もし汝 らそ

の心 をかた くなにせ ず，答 を受 くと信

じ，固 き信仰 を持 ち， わが誠命を勤勉

に守 りてわれ に願 わば必ず これ らのこ

とを汝 らに示 さるべ し』 と仰せにな っ

た 。」 （１ニーファイ．１５：３，７－１１参照）

啓 示を受 けることは教 会の会員 の特

権 であ る。 ジョセ ブ ・ス ミスは言 って

い る。 「……神 は ジ ョセ ブに啓示 なさ

った ことを，十二使徒 らに もお知 らせ

にな るであろ う し， またいと小 さい聖

徒 でさえ も，受 け入 れる ことが できる

よ うになればす ぐにで もすべ ての こと

をお知 らせ にな るであろ う……」（「予

言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスの教 え」英文）

また次 のよ うに言 っている。 「神 の

ことについて語 るのは，すべ ての長老

の特権 であ る。 また我 々は皆，完 き信

仰 の うちに １つの心， １つの精神を い

だいて共 に集 ま り，今 日と同様，次週

も否 いつ もとば りを開 けて もらうこと

ができ るであろ うか ………」 （「同上」

Ｐ．９英文）

宗教 は感 じ，体験 されね ば な ら な

い。復活 され た主が ニーファイ人の問

で伝道 され た記録 の中 に次の ような物

語が見 られ る。 「イエスは地 にひざま

ず いて御父に祈 りた もうた。その祈 り

は書 くことがで きないが群集 の中で こ

れを聞 いた者 たち は次のよ うに証 を立

てた。

私た ちが見た り聞いた り したイエス

の御父 に対す るお祈 りは，人 の 目がま

だ見ず，耳が まだ聞かないほ ど偉 大で

驚嘆すべ きもので ある。

これを 口で言いあ らわせ る 者 も な

く，筆で書 きあらわせ る者 もな く， ま

た人 間の心 で想像 で きぬほ ど偉大 で驚

嘆すべ きものであ る。 イエスが，私 た

ちのために御 父に祈 って居 りた もうの

を聞いた とき，私 たちの心 に満 ちた喜

びは人 間の想像 ができない も の で あ

る。」（皿ニーフ ァイ１７：１５－１７参照）

続 いて の祈 りにつ いて聖典 は次 のよ

うに言 って いる。 「イ エス の祈 りの言

葉 は人の 口で言い表せず， また人 の筆

で書 き記せない ものであ った。

しか も群衆 は実際に これを聞 きまた

その証 を した。 かれ らはその心が開か

れて光 に照 らされたか ら， イエスの祈

りの言葉を心で理解 した。

この言葉 は人間の言葉 で言 い表せず

書 き記せな いほ ど偉大で また驚嘆すべ

きもので あった 。」 （皿ニーファイ１９：

３２－３４）

宗教 は啓 示に よって神 か らもた らさ

れ るものであ り，霊 的事柄 を扱 うもの

で ある。従 って人 は啓示 を受 けない限

り，宗教 を受けてい るとは言 えない。

また天 父の王 国につけ る救 いへ導 く道

の上 にあ るとは言 えないのである。 「

私 は，啓示 を受 けてきたのでイエス

・キ リス トが神 の御子 であ り
， ジ ョセ

フ ・ス ミスが予言者 であって，彼を通

してキ リス トと救 いに関す る知識が今

日回復 された こと， また末 日聖徒 イエ

ス ・キ リス ト教会 は文字通 りこの地上

におけ る神 の王 国であ る こ と を証す

る。主 イエス ・キ リス トの み 名 によ、

り，以上 の ことを心か ら証す る。 アー

メ ンＱ
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富裕の律法
十二使徒評議員会補助

フ ラ ン ク リン・Ｄ・リチ ャー ズ

愛す る兄弟姉妹，私 は この霊感 あふ

れ る大会 に出席で きることを特権 であ

ると同時に祝福であ ると感 じてい る。

私 はまた我 々の指導者の話 の中に，今

日ある多 くの問題 への答 えを見いだす

ことがで きると思 ってい る。

今 日，世の中には財政 的困難が見受

け られ るとはいえ， 我々は一国民 とし

て この世の財源に豊 かに恵 まれて きた

ことを思 い起 こさねばな らない。 さら

にまた，我 々の所有物はすべて主 の も

ので あり，主は我々が どのよ うに利用

す るかを見 るた めに，それ らの ものを

与えた もうたのであ る。

私 はこ う言え るので は な い か と思

う。すな わち，人生 は神 が人 間に与 えた

もうた最大 の贈 り物 であ り，我 々がそ

の人生 でな した ことが我 々か ら神 への

贈 り物 とな ると。

我々の人生 を神への贈 り物 とす るこ

とにつ いて，ブ リガ ム ・ヤ ング大管長

は この ように言 われた。 「我 々の宗教

は我 々に とってすべてであ る。 そのた

めで あれば，我 々は喜んで 自 分 の 時

間，才 能，手段 ，エ ネルギー，生活 を

ささげ ることがで きる。」 （「説教集」

１１：１１９）

さ らに続 けて， 「もし我 々が善 をな

せば，我 々の才能 ，力，知性， この世

の富は今後 永遠 に増 し加え られてい く

だ ろう。」 （「説教集」 １：１１０）

「我 々に結び固め られたいかな る祝

福 も，我々がそれにふさわ しく生活 し

な ければ何 の役 に も立たない。」 （「説

・鉢

１響 １鐵

㍉１蟻

翻

教 集」１１：１１７）

他 の聖典 に も見 られ るよ うに， こ こ

で福音の原 則に従 った生活 をする人 々

に豊かな才能，富 が約束 され，神 の王

国建設のためにそれを用 い るよ うに と

勧 め られてい るのは興味深 い ことであ

る。 しか しなが ら富を得 たために，ま

たそれが不正な 目的で使 われたために

もた らされ る誘 惑に関 して，聖典 のい

た る所で警 告がなされてい る。

偉大な使徒パ ウロは，愛 す る同僚テ

モテに書簡を送 り， こう述 べている。

「金 銭を愛す ることは， すべての悪 の

根で ある」また 「この世 で富 んでい る

者 たちに，命 じなさい。高慢 にな らず

幾

議
セ

翻 騰 臨

難
・総

たよ りにな らない富 に望み をおかず，

む しろ， わた したちにすべ ての物を豊

かに備えて楽 しませ て下 さ る神 に， の

ぞみをお くよ うに，また，良 い行 ないを

し，良いわざに富 み，惜 しみな く施 し，

人 に分け与 え ることを喜び ……」 （１

テモテ ６ ：１０， ！７－ １８）

教 会の歴史 を通 じて，指導者 たちは

働 くこと，勤勉 ，倹約 の原則 の大切 さ

を教えて きた。 そ してそれ らを実践 し

て きたために，教 会員 はあ らゆ る方 面

で成 功を収 めてい るのであ る。 また，

教 会員 は経済的 に独立 するよ うに勧 め

られ，雇 用を生 み出す産業 の建設が奨

励 されて きた。
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これ らの教えを実行するために，財

産のある人はみな自分自身にとり，ま

た家族や友人，神の王国にとって，最

も価値あるものを生みだす最良の方法

でその財産を利用するよう，賢明な生

き方をすべきであろう。

もう一度ヤング大管長の言葉を引用

したい。 「民が神の王国建設のために

この世の富をじ ようずに利用しよラと、

する時，神は我々に喜んでそれを恵ん

で下さるのである。人が勤勉，思慮深

さ， じようずなや り繰 り，倹約のゆえ

に金銭的に恵まれ，それを地上の神の

王国建設のためにささげる姿を見るの

は喜びにたえない。」 （「説教集」 ２ ：

人間の真の試 しは， この世の富にどう対処するかということである。
！

１１４－１１５）

アン ドリュー ・カーネギーは，富に

自分がどう対処するかを次のように述

べている。 「財産家には，第一に見せ

かけや浪費を避けて慎みある質素な生

活の模範を垂れること，自分を頼 りに

している人々の必要を適度に満たすこ

と，そして信託基金 として自分に管理

のまかされる余分なお金を考慮し，社

会に最大の利益をもたらす最：良方法で

管理するという厳しい責任が与えられ

ているのである一 このようにして財

産家は貧 しい同胞の受託者，代弁者 と

な り，す ぐれた知恵，経験，管理能力

を生か して彼 らに奉仕 し，彼 らが独力

でする以上の良い効果をあげるために

努力するのである。」（「富の福音」）

富に関する私の哲学を，人はこう言

い換えるかもしれない， 「他の人々の

ために何かを しているかどうかによっ

てその価値が決まる」と。

多 くの点で，人間の真の試 しはこの

世の富にどう対処するかということで

ある。

この考えに従 うと，我々の仕事は神

の王国を建設するためのものでなけれ

ばな らない。我々の多 くは非利己的な

思いか ら次のような言葉を口にする。

「お金さえあれば，美 しい教会堂を建

てた り，恵まれない子供たちのために

学校を建て，必要な所には病院を建て

てあげ られるのに……」

おそらくこれ らのことを独力ででき

るほどの財産を持 っている人はほとん

どいないだろう。 しか し，我々にそう

したいという望みがある限 り，什分の

一やその他の献金を含む寄付によって

我々のだれもがそのようなすば らしい

計画に参加できるのである。

何代にもわたり，主はご自分の民に

貧 しい人々のことを常に心に留めるよ

うに，そして王国建設のために什分の

一や他のささげ物を納めるようにと戒

められてきた。

この神権時代に，主は我々に次のよ

うな啓示を与 え られ た。 「誠に 『今

日』は犠牲の日，わ が 民 の ｒ什分の

一』を捧 ぐる日な り」 （教義と聖約６４

：２３）今日相当数の人々が正直にこの

戒めに従っていることを覚えていただ

きたい。 しか し同時に什分の一やその

他のささげ物を怠 っている人々も多 く

いるのである。

主は言われた， 「人 は神の物を盗む

ことをするだろうか。 しか しあなたが

たは，わたしの物を盗んでいる。あな

たがたはまた 『どうしてわれわれは，

あなたの物を盗んで い るの か』と言

う。什分の一 と，ささげ物をもってで

ある……什分の一全部をわたしの倉に

携えてきなさい。 これをもってわたし

を試み，わたしが天の窓を開いて，あ

ふるる恵みを，あなたがたに注 ぐか否

かを見なさいと，万軍の主 は 言 わ れ

る。」（マラキ３ ：８－１０）

什分の一は神聖なものである。主は

この神権時代に啓示を通して 言 わ れ

た。 「誠にか くの如 く主は言 う。わが

教会の大管長会，監督その評議会……

によりて，構成する会議により，什分の

一たる財産を処理すべき時は至れり。

また，これは彼 らに告 ぐるわが声によ

りて為さるべきなり……」 （教義と聖

約１２０：１）
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世界中の教会の急速な発展に伴い，

教会堂，学校，セ ミナリー，神殿 病

院，伝道本部，訪問者センターなど，’

ますます多くの建物や設備が必要とさ

れてきている。

そしてこれら新 しい教会堂や設備の

建築費用にだけでなく，それ らの建物

を運営 し，維持 していくためにも相当

の経済的責任を負わなければな らない

のである。

教会では死者，生者を問わずすべて

の教会員の霊的，物質的必要に気を配

るように’している。教 育， 伝 道，編

祉，補助組織，社会奉仕，系図などめ

プログラムがそれに含まれる，世界的

な規模で行なわれているこれらのプロ

グラムも同様に，多大め経済的援助を

必要 としている。

我々は百年以上 もの間今 日のこの時

代に目を向けてきた。そして今我々は

主め戒めを守るな らば，主は我々が自

分自身の責任はもちろんのこと，教会

の成長と発展にともなう経済的な義務

をも果たせる道を備えて下 さるという

確信を得ている。

使徒パウロは， コリントにいる聖徒

たちに手紙を送り， こう述べている。

．「少 ししかまかない者は
，少 ししか刈

り取 ら一ず，豊かにまく者は，豊かに刈

り取ることになる。各自は惜しむ心か

らでなく，また， しいられてでもな く

自ら心で．決めたとおりにす妓 きで あ

る。神は喜んで施す人を愛して下さる

のである。」（ｌｒ頴リント９：６－ ７）

この神権時代に主はこのように言わ

れた， 「「汝の持つ財産を貧ることなく

して……惜しむことな く汝の財産を頒

つべし。」（教義 と聖約１９：２６）

我々が神の子供たちの幸福を思 う財
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産の受託者であるとするなら，価値の

大小にかかわらず財産を崇拝するよう

なことはすべきではない。財産を崇拝

「「している人があれば，悔改あをし，自

分自身の価値を正す必要があろう。

我々はよ く神の王国建設のために犠

牲を払 うと言 うが，私にはそれが誤っ

て聞こえる。王国の建設に携わること

ができるのは大 きな特権であり祝福で

あると思 うからである。

最近私は美 しい小さな教会堂を献堂

したが，その時私は， ワー ド部に割当

てられた建築費用 ５千 ドル（１５４万円）

をまかなうために；．’監督がワー ド部の

全会員にク リスマスプレゼントを小さ

な子供たちだけに限り，余 った分のお

金を寄付 してくれるように頼み，それ

で資金がまかなえたということを聞い

た。会員たちはそれが犠牲ではなく祝

福を受ける機会であると考えて快 く従

ったのである。そして献堂式の日，多

くの入々がその祝福を証 した の で あ

る。

入が主に忠実である限り，払 う額は

重要ではない。未亡人や子供たちのわ

ずかなささげ物も裕福な人々のそれと

同様に重要であり，受け入れられるべ

きである。男性，女性，そして子供た

ちがみな神に正直であり，什分の一と

ささげ物 とをおさめるならば，主は彼

らに知恵を与え，それにより彼 らは主

に正直でなければ得 られない祝福を受

けつづ余生を送ることができるのであ

る。彼 らは物質的にだけでな く霊的，

肉体的，精神的にもいろいろな方法を

通 じそ何度も祝福を受け，栄えるので

ある。私 はこれ らのことが真実である

と証する。またあなた方の中にもその

ような証を持 っておられる方が大ぜい

、

い ることと思 う。

主 イエスが言われた ことを思い出 し

て頂 きた い。主 は 「受け るよ りは与 え

る方が， さいわ いで ある」 （使徒２０：

３５） と言われたので ある。

で は何のために富があ る の だ ろ う

か。それは善をなすためであ る。 それ

な らば我々の富を神 の王 国建設 のため

に ささげ ようではないか。 き ようこの

日を主 に正直に什分の一 とさ さげ物 を

ささげ る決 心をす る日に しよ うではな

いか。

私 は神が生 きてお られ，イエスがキ

リス トで あ り我々の救 い主，瞭 い主 で

あることを知 ってい る。そ して これは

この世の富 よりは るかに重要 なのであ

る。

私 は また，予言者 ジ ョセ フ ・ス ミス

を通 じて この神権 時代 に完全 な福音 が

回復 された こと，今 日教会 の頭 と して

生 け る予言者 ジ ョセ ブ ・フィール デ ィ

ング ・ス ミス大管長が いることを証す

る。 これ も同様 に， この世の いかな る

富 にもまさる尊 いもので ある。

しか しなが ら，証だけで我々は救 わ

れない。神の戒めを守 ること， すなわ

ち真の末 日聖徒 としての生 き方 をす る

ことによ って救われ るのであ る。福音

を完 全に理解 し力を受 け るには，福音

に従 うことの重要性 を心 に留 めなけれ

ばな らない。

兄 弟姉妹，我 々よ りも恵 まれ ない人

々の生活 を豊 かにす るために， また神

の王 国建設 のために主が我 々に与え た

も うた富 を使 お うではないか。 そ うす

ることによ って我 々の人生 を神へ のす

ば らしい贈 り物 とす ることができるよ

うに，イエ ス ・キ リス トのみ名によ り

祈 り奉 るＱ アーメンＱ
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ベ ノツィーは窓の外に目をやり，

かきねの上にまるて大きなマシュ

マロのようにつもっている雪をな

がめました。「西部へ行 くには，今

は寒すぎるわね，こねこちゃん。」

ベ ッツ ィーは ６才 で した。 これまでベ ソツ ィーはノー ヴー

でお父 さん とお母 さん と トミー兄 さん と， しあわせな生活 を

して いま した。で も最近彼女 は何 か気 にな ることかあ りま し

た。 ほとん ど毎 日，だれかが彼女 に 「私 たちは，草が芽 を出

し，雪が とけるころに は西部へ行 くのよ」 とい うことを言 う

か らで した。彼女 は何 の ことを言 われてい るのかよ くわか り

ませんて した。 けれ どもそれは， もうじき彼 らが ノー ヴーに

ある大 き くて きれいな家をはなれて行 って しま うとい うこと

なんだ と考 えていま した。 で もベ ノツ ィーは どこへ も行 きた

くな いと思い ま した。

彼女 はかべにかか ってい る時計 を見上 げ， ふ りこが ゆれ て

いるのを見つめていま した。時計 もい っしょに行 くの か し

ら。そ して大 きなせ もたれのついたいす もい っしょに行 くの

か しら。 台所 ではお母 さんが夕食 の準備 を していま した。 ス

トーブ も， テーブル も，いす もみんな持 って行 くのか しら。

みんななにに入 れて運 ぶのか しら。 きの う彼女 は， お父 さ

ん とい っしょにか じ屋 さんに，西部 へい くために注文 して お

いた荷 馬車 を見に行 きま した。彼女 は， その荷馬車 は全部 も

ってい くのには，小 さいのではないか と思 われま した。

ベ ノツ ィーの こね こか彼女 を見上 げてにゃあと な き ま し

た。彼女 はか がんで こね こをだ きあけ， だん ろの火 の前 に こ

しをおろ しま した。ベ ソツ ィーは窓 の外 に目をや り，か きね

の上 にま るで大 きなマシ ュマ ロのよ うにつ もって いる雪を な

がめま した。 「西部へ行 くには，今 は寒す ぎるわね， こね こ

ち ゃん。 たぶん もっと暖か くな るまで待 つん だと思 う わ。」

それに答 えて， こね こはひざを まるめ， まげ た前足 に小 さい

鼻 をお しつけて， ねむ って しまいま した。かべ にかか って い

る時計 は， 「おやすみベ ッツ ィー。 おやすみベ ッツ ィー」 と
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言 って いるかの ようて した。そ してま もな くべ ノツ ィー もね

む って しまいま した。

彼女 が 目をさま した とき， みんなか話 を しているよ うで し

た。 トミーは，年 とった小羊 のネルの首 につなをまきつけて

い ました。お母 さんは， 小麦粉 を地下室 か らもって こなけれ

はな らな いとい って いま した。またお父さんは， カバーのか

か った荷馬車 に何かを運びなが ら， ドアを出た り入 った りし

ていそが しそ うで した。

「どこに行 くの」 とべ ソツ ィーはききま した。で もだれ も

答 えて くれませんて した。彼女 は寒か ったので コ ー トを 着

て， じっと立 っていま した。彼女 はお父 さんの近 くに立 って

いま したか，その ときお父さんは， トミーにいいま した。

「おまえ のかわいが ってい る小羊 を連 れて行 くことはできな

いんだ よ。 も し私たちが，春 まで待つ ことができ るな らば，

話 はまたちが って いたか も しれないがね。春 には， た くさん

の草 や，水が あるが，今 は，地面は凍 ってい るし，草 や水 も

ほ とんどないんだか らね。牛の世話をす るためにえ さがた く

さんいるんだよ。

「で もなせ今行 かな けれ ばな らな いの。なせ春まで待 つ こ

とができないの」 と トミーはい いま した。

「それはね。 ここにいるのは安全でな いか らなんだ よ」 と

お父 さんは答 えま した。 「昨晩仲間 のひとりがゆ うかいされ
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て， ひとい目に会 ったんだ よ。私 たちには，彼か生 きている

のか ど うか， それ さえ もわか らないんだよ。 それ に ３週間前

には， ２家族か とて も寒 い中を 自分たちの家 か ら 追 い 出 さ

れ，彼 らの家かす っか り焼 かれて しま ったんだ。」

「けさ
， ブ リガ ム ・ヤング大管長 は，神権者全部 と話 し合

い，多 くのつ らいことか らのかれ るために， す ぐに ここをた

つ ことを決 めたんだ よ。だか ら今か ら出発す るんだよ。 わか

るだろ う。」

「もちろん食糧 はた りな くな るだ ろう
。そ して家畜 の分 も

た りな くな るだろ う， しか しヤ ング大管長 は，すべての人 々

に手を上 けさせて，だれが何 を持 ってい くか，そ の割 りあて

を決 めたんだ よ。そ して 自分 の所有 している物が な くな って

しまった ときには，主 はわれわれを祝福 され， よ り多 くの も

のを与えて くだ さるで あろうといわれたんだよ。 だか ら トミ

ー， おまえの小羊 につ いて もだれかか小羊を見つけてかって

くれるよ。」

ベ ッツイーは， トミーか手を顔の方に上 げ ようとしてい る

のを見 ま した。 それは彼か涙をぬ ぐい去 ろうとしてい るかの

よ うで した。 「今 は ８才 の男の子か，お となのよ うにふ るま

わなけれはな らな い時なんだ よ。」

「で も， ほ くは何か ほ くのものとして持 ってい くことかで

きるものがあった らいいな」 と トミーは言いま した。



お父 さんは，しは らくだまっていま したが こう言 いま した。

「だれ も自分 だけの ものを もって いける人はいないんだよ。

私 たちか持 っている ものはすへて， みん なの ものなんだか ら

ね。て も私 た ちのために して もらいたい ことがあ るよ 。それ は

たんすの一番上 の引き出 しの中 に入 って いる古 い旗だ よ。 お

まえのお じい さんが，独立戦争で，自由のために戦 った ときの

旗 だ よ。さあそれ を持 って おいで。そ してよ く世話 を してお く

れ。私 はその旗 かいつか私 たちに必要 にな ると思 うんだよ。」

ベ ノツ ィーはどこに行 こうとしてい るのか今 わ か り ま し

た。彼女 はこね こをだ いて，お父 さんが こね こを連 れてい っ

て くれないと思 って いま した。 ぎ ゅっとだ き しめたので， こ

ね こはに ゃあ となき，肩 につめを立て ま した。で もベ ノィ ィ

ーは
， こね こをにか しませ んて した。 お母 さんは，ベ ソツ ィ

ーが涙を うかべて， こね この背 中をおさえつけてい るのを見

て 「ど うした の」 と言 いました。

「この こねこをいっ しょにつれて行 きた いの， いいで しょ

う」 とべ ノツ ィーはいいま した。 お母 さんはこまったよ うす

て した。 ベ ソツ ィーは，窓 の外 にい る牛 を見 ，そ して ドアの

む こうにお いて ある荷 馬車を見ま した。それか ら，荷 馬車 の

はるかむ こ うをなか めま した。 「わか るわね，ベ ノツ ィー」

お母さんはついに答 えま した。 「私た ちは牛を連れて行 くの

よ， もしも家族 だけが そ こに行 くな らは， あな たの こね こに

も ミル クをた くさんあげ られ ると思 うわ。 で もね，牛を もっ

ていない家の子 どもたち も私 たち とい っしょにた くさん行 く

の よ．そ してその子 どもたちに も ミル クが必要 なの。 あなた

が こね こをい っしょに連 れて行 くために， お腹 のす く子 ど も

たちがでて くるなんて，いやて し ょう。」

ベ ノツ ィーは， 目を見開いて 「私 は西部 になんか行 きた く

な いわ。私 はこね こや，時計 や， ベ ノドとい っしょに ここに

いたいわ」 といいなか ら，大 きなせ もたれのついたいす に こ

しをお ろしま した。 そのいす は，赤 ん坊 の ころ， よ くお母 さ

んにだかれてすわ った もので した。 ベ ソツ ィーはい っしょう

けんめ い泣 くのをか まん しま した。

見 あげ ると，お母 さんが涙 をい っぱいに うかべた 目でベ ッ

ツ ィーの方を見てい ました。 ベ ソツ ィーは，お母 さん もまた

この家を はなれて西部に行 くことを うれ し く思 っていない こ

とがわか りま した。 そ して まるで赤ん坊の ようにだだを こね

た ことをす まな いと思 いま した。ベ ノツ ィーは， もう ６才 に

な っているのだか ら，今 はおとな のよ うにふるまうべ きだ と

思 いま した。 馬

すはや くべ ノツ ィーはいすか ら立ち上が り， むねをはって

言 いま した。 「私 はお母 さんの手伝 いをす るわ。西部 へ行 く

準備をす るのに私ので きることはないか し ら。」

お母 さん はに っこ りしてベ ノツ ィーをだ きしめ， こう言 い

ま した。 「あなたは， このせ っけんを箱の中に入れ ることが

で きるわね。石 けんを作れ るよ うにな るまでだ いぶ間が ある

で しょうか ら。」

出か け季準備がで きま した。お父 さん とお母 さん は荷馬車

に こしかけ，ベ ソツ ィー と トミーは，羽根ぶ とん の上 にこ し

をおろ しま した。 そ してその羽根ぶ とん は，荷馬車 の底 につ

まれた食糧 をおお っていま した。年 とった小羊 のネル は棒 に

つながれ，牛がいた ところにひ とりでいる ことを引 き受 けた

かの ように見えま した。

自分 の住みなれた家をふ り返 って見 ると羊 はまだ牧場 にい

ま した。か わいが って いる小羊 はず っと門の近 くに立 ってい

ま した。 ベ ソツ ィーは彼女 のかわいが っていたねこを見 るこ

とがで きませんで したが，暖 かい家の中にいてほ しい と思 い

ま した。通 りに面 した人たち は皆 ，友 だちや，近 所の人 に手

をふ っていま した。 その人 たち もまた持 ち物を荷造 り，凍 っ

た ミシシ ノピー川 の水 の上 に反射 した夕 やけがきえない うち

に荷馬車を進 めようとしてい るのて した。
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エルサレムという大きな＿ リ

の騒 ぎや うわさ話 でわ きかえ って い

ま した。 それ はユ ダヤ王ぜデ キヤの

治世 の １年 目のことで した。すべてが うま くい ってい るよ う

にみえま した。で も予言者 エ レ ミヤは， もし人 々が 自分 の罪

を悔 い改めないな ら，エルサ レムはほろぼされるであろ うと

人 々に言 っていま した。

リーハイは この予言 について知 っていま した。人 々が その

ことを話 しているのを聞 いた のです。彼 のいちばん上の息子

の レーマ ンは， 「そんなことが おこるはずがな い」 と言 い，

また ２番 目の息子 レミュエル も 「まった くお ころうはずがな

い」 と言 いま した。で もニーファイ とサ ームは何 も言わずに

父親 の リーハイの言 うことに従い ま レた。

リーハイ と妻 のサ ライ ア，それに ４人の息子 たちはず っと

エルサ レムに住んで いました。 リーハイはたいへんなお金持

ちで した。 また彼は商入 で， ぶ どうやオ リーブやいち じくを

裁培 した りはちみつを とった りす ることによ く熟練 した人で

あ った と言 われています。彼 は学 問のあ る人で ユダヤ人 の言

葉 とエ ジプ ト人 の言葉 をよ く知 っていま した。

それで リーハイは出て行 って， 自分 の国の人 々のために主

に祈 りま した。す る と主 は リーハ イに， これか ら何がお ころ

うとしてい るか を示 され ま した。 このことを聞 いた り見た り

した リーハイは，た いへ んおそれ おののいてエルサ レムにあ

る自分 の家 に帰 って行 きま した。ふたたび主は リーハイに，

もし人 々が悔 い改 めな いな らばエルサ レムはほ ろぼ され るで

あろ うといわれ ま した。 リーハイ はそ のことを警告 しま した

が， ユダヤ入た ちはそれ に耳をかたむ けようとはせず，反対

にばか げた ことを言 うな と リーハ イを あざ笑い，彼 を殺そ う

とまで しま した。

主 は リーハ イに彼 の家族をつれて，荒 野 にのがれ るように

と言 われ ま した。 そこで リーハイ は，持 っていた金銀財 宝を 、

残 して，大急 ぎでエルサ レムにある自分の家を は な れ ま し

た。彼 は自分 の家族 と食糧 とテン トだ けを もって荒 野へ旅立

ちま した。

彼 らは ３日間荒野を旅 しま した。それか らリーハイは大 き

な谷間 の川 のそばにテン トを はって， そこに石 で １つの祭壇

をつ くり主 に感謝を ささげま した。

しか し上 の ２人 の息子 の レーマンと レミュエルは感謝 をす

るど ころか、「エル サ レムはほろぼ され ません。お と うさんた

タ■圏■ ノ 、
たちはあんなにすば らしいエルサ レ

ムの家をすてて， この荒野 に出て く

るなんて， ばかげています」 と父親

の リーハイにはむか って言 いま した。

り一ハイは息子 たちに，私 はエル サ レムに何が おこるのか

知 っているのだと話 してきかせ ま した。彼 はみた まにみた さ

れて，力強 く話 した ので，息子 たちは身をふ るわせ，心を和

らげて父親 に従 って行 きま した。

主 は リーハ イに，荒 野の奥深 くはい る前 に，息子 たちをエ

ルサ レムに行 かせて，彼 の民の神聖 な記録 と，家族 の系 図が

かかれてい る真 ち ゅう版 を もって くるよ うに言 われま した。

息子 たちは しば らくの間エルサ レムに真 ち ゅう版 をと りに も

どりま した。 その間，母 のサ ライアは彼 らが死んで しまわ な

いか と，心配 していま した。彼 らが無事 にもどっ て き た と

き， サ ラィアは言 いま した。 「私 は今，た しかに主は私た ち

を導 き，守 って くだ さることがわか りま した 。」

ふ たたび主 は リーハ イに息子たちをエルサ レムに送 りかえ

して，・イシメル とその家族をエルサ レムか らつれだ して くる

ように言われ ま した。彼 らは言われ るとお りに しま した。 の

ちに， リーハイの息子 たち は，イ シメルの娘 たち と結婚 しま

した。

今や， リーハ・ｆは，命 じ られたすべての ことをはた しま し

た。その夜主 は り一ハイに話 しかけ られ， よ く日荒野 の旅 を

っづけ るように と言 われま した。次 の 日の朝， リーハイがテ

ン トか ら出た とき，彼 はたいへんお どろきま した。』それは地

上 に しんち ゅうで作 られためず らしい細工 の玉 があ ったか ら

です。

その玉 の中には ２つのは りがあ って， １つのは りは彼 らが

進むべ き方向を示 していま した。 リーハイは これ を導 き手 ど

か， らしん盤 とか， リアホナ とかよんでいま し た。 そ れ ’は

「導 きは主 の もの」 とい う意味 なのです
。 リアホナは，荒野

の中で土地 の最 も肥 えた ところへ導 いていって くれ ま した。

家族 に食物 が必要 にな った ときには， リーハイは主 に求 め，

玉 に示 された方 向によ って，食物 のあ りかを見つ ける ことが

で きま した。 リアホナは，彼 らに導 きを与 え，多 くの ことを

命 じま．した。 とい うの も，彼 らはけんそんで，主 に対 して強

い信仰 を もっでいたか らです６ このよ うに して， リーハ イは

約束 の地 へ と，彼 らの家族 を導 いて行 ったので した。

イ
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、

ダ リンはよ うふ くをか かえて，マ

かいだんをお り， お母 さんが朝

ごはんをよ うい してい る台所 へい きま

した。 お母 さんはマダ リンをみておは

ようといいま したが， マダ リンのかお

が青 くてげん きのないのをみて， 「ど

うしたの。 ぐあいで もわ るいの」 とき

きました。

マダ リンは 「ううん」 とこたえま し

た。で もそれ きり，なに もいわな いで

いす にこ しか け， うつむ いて，ゆかば

か りみて いま した。 マダ リンは， さっ

きみたおか しなゆめの ことをど うい っ

た らいいか，そ してお母 さんはゆめの

はな しを きいて どう思 うだ ろうか，わ

か らなか った のです。

ゆ めのなかで， マダ リンはおねえ さ

んにな って， ブ ドウ畑 のそばの ほそな

が いまきばにすわ って いま した。や ぎ

がブ ドウの木 のほ うへ いってブ ドウを

たべ ないよ うにみは りを しなが ら， ひ

ざに 日よ う学校 の本を ひろげて よん で

いたのです。 マダ リンがかおをあげる

と， び っ くりした ことに， みた ことの

な い男の人が ３人 た っていま した。

マダ リンはゆ めのなかで こわか った

ことを お もいだ して， も ういち ど，み

ぶ るい しま した。で もす ぐに，ゆ めの

なか とおな じく， あん しん しま した。

ゆめのなかにでて きたひ とりの男 の人

は こうい ったので した。 「おそれては

いけない。 わた しはず っととおい所 か

ら， あなたにほん とうの永遠 の福音 を

お しえにや って きたのです。」

それか らその人 は，ひ とりの天使 が

ある少年 に，土のなかに うめ られてい
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る大 せつな金 の本 をほ りだす よ うに，

めいれい した とい うことをお しえて く

れ ま した。その男の人たちは， マダ リ

ンもいつかその本を よめ るよ うにな っ

て， あるあた ら しい教 会にはい り， た

くさんの くる しい ことに もまけないで

がんば るよ うにな ります， といいま し

た。

あたたか く，おい しいにおいのただ

よ う台所で， マダ リンは じぶんのみた

ゆ めを もういちどお もいかえ していま

した。 マダ リンのかおい うがまた青 く

４

な って， ぶ るぶ るふ るえは じめたのを

や ぎのちぢ しぼ りか らか えってきたお

父 さんがみつけて， お母 さん とおな じ

に 「どうしたんだい。 ぐあいがわ るい

のか。」 とき きま した。

マダ リンはただ首 をふ る だ け で し

た。お父 さんは マダ リンのわ きに しず

か にこ しか けて，マ ダ リンの くつ下 を

ひ ろい，な にもいわずにマダ リンがよ

うふ くを きるのをてつだいは じめま し

た。そ して それがすむ と，マ ダ リンを

ひざの上にだ きあげて，やさ し くいい

ま した。 「マダ リンはパパになにかい

いたいん じゃないかな。」

マダ リンは こ くん と首 を ふ り ま し

た。なにか らい った らよいのかわか り

ませんで した。 はな したいあま り， こ

とば とことばが ごちゃごちゃになって

るみたいで した。

お母 さんは， イチジ クとじゃが いも

とやぎの ミル クのか んた んな朝 ごはん

の した くをおえて， マダ リ ン の みた

ふ しぎなゆめのおはな し を き き ま し

た。 お父 さんは， まるで マダ リンよ り

もっとた くさん のことを しって いるみ

た いに， ときどきうん， うん と首をふ

りなが ら，耳をかたむ けて き き ま し

た。

そのばん，かぞ くのみんな は， よる

のおいの りをす るた めに あつ まりま し

た。お父 さん は，かぞ くが どう して北

イ タ リア ・アル プス の上にあ るこの小

さな村 にすんで いるか ということを，

も ういちどはな して くれま した。何 年

も前に，お じい さん，おばあ さんは，

この 山のふ もとの きれいな村 にいえを

たててすんで いま した。そ こでは，人

び とは，キ リス トの ときにいた使徒 た

ちのお しえをま もって，たの しい しあ

わせな 日をす ご していま した。 バ ウ ド

の人た ち （アル プスの谷 にすむ人 たち

といういみ）は，お しえをお しえ るせ

ん き ょうしを， ２人 ずつお くっていま

した。 ほかの国々か らも大ぜ い教会 に

はい る人 がでま した。

その ことがやがて ローマに もつたわ

って，バ ウ ドの谷に，あなたたちは じ

ぶんたちの教会 をやめて， ローマの大

きな教会のい うことをま もりな さい と

いうてがみが とどきま した。人び とは

それ にいいえ とこたえま した。バ ウ ド

の人た ちは，それ よりも新約 せい しょ

の お しえの ほうを， しん じていたので

す。

イノセン ト７世教皇 は，それにお こ

り，バ ウ ド派教会の人をや っつけ る十

字 軍を お くることに きめ ま した。 やが

てバ ウ ドの人た ちのへいわな村 は， か

な しみ の村 にかわ りま した。おちてい

る石ひ とつ にも死のかげが さして，生

きの こった人 たちはいえをおわれま し

た。人 び とはけわ しい山を，上 へ上 へ

とにげてい きま した。

それか ら， しん じられないほどの く

るしみをなん年 もうけて，バ ウ ド派 の

入 で生 きの こったのはわずか ３００人 ほ

どにな って しまいま した。 その人 たち

は， アル プスの ピ ドモン トの谷 の高 い

所 にす みつ きま した。 その村 は山のし

ゃめん に しがみ ついているようにみえ

ま した。 まわ りはだれ も近づ くことの

できないいわやぜ っぺ きにか こまれた

村 で した。

せ いかつ は らくで はあ りませんで し

た。 まい年春 になると，女の人や こど

もたちはけわ しい山を お りて，冬 のあ

らしで だんだん畑か らけず り取 られた

土 をか ごに入れて上 までは こばなけれ

ば な りませんで した。で も， そ こはけ

わ しい山の中で，だれ も来ない ような

と ころなので，人々 はえん り ょす るこ

とな く，お じい さん，おばあ さんたち

とおな じように，空 にむか って りょう

手を あげ， いえやかみ さまへの しん こ

うを しぬまでま もるとかた くちかいま

した。
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マダ リンのかぞ くは， このおはな し

をなん どもきいていま した。 けれ どい

つ きいて もあ きないので した。 いちば

ん小 さな こどもたちさえ， りっぱでつ

よ くてゆ うかんだ ったお じいさん， お

ばあ さんのおはな しを きいて， むね を

わ くわ くさせ ま した。大 きな こど もた

ちは 「光 はやみのなかにかがやいてい

る」 とい うあい ことばをい って， じぶ

んのいえや教 会の ことをかん しゃしま

した。

ほかのみんながね しずま ったそのば

ん，おそ くな ってか ら，マダ リンはお

父 さん， お母 さんのはな しごえを耳 に

しま した。ねむ って しま うまえのおぼ

えている さい この ことばは， 「で も，

わた したちはま ことの福音 を もうもっ

ています。 マダ リンのはな しにと くべ

つな いみな どあ りませ んわ。」 とい い

は るお母 さんの こえで した。

マダ リンはお父 さんのへ ん じが きけ

ませんで したが， それ か らなん年か た

つ うちに も， お父 さんは ときどきあの

ゆめについて， マダ リンにたず ねま し

た。 マダ リンが こまかい ことをず いぶ

んわすれて しま って も， お父さんはち

ゃん とおぼえていま した。

マダ リンがゆめをみてか ら８年 ほど

すぎ，サル ジニ アの王 さまは， イギ リ

スな どの国か らピ ドモ ン トのプ ロテス

１２４

タン トをは くがいす るのはやめなさい

といわれて， バ ウ ド派 の人 に， しん こ

うの じゆ うをゆ るしま した。 ８００年 に

Ｅもわた るおそ・う しいたたかいは
， １８４８

年 ２月に ようや くおわ りま した。

そのち ょうどよ く年， あ とで教会 の

５代 目大管長にな った ロレンゾ ・ス ノ

ーが，イ タ リアに伝道 をは じめ るよ う

めされ ま した。で も，ス ノー長 老 とあ

とふた りのせん きょうしは， はな しを

きいて くれそ うな人をみつ けることが

で きませんで した。が っか り したス ノ

ー長老 は 「わた しは
， も くて きをはた

すた めのほ うほうをみつ けられそ うに

ない。すべて はやみで ある」 とか きま

した。

１８５０年 ９月１８日に， ロレンゾ ・ス ノ

ーとふ た りのど うりょうは
，北 イタ リ

アのたか い山にのぼ り，大 きなつ きで

たいわの上 で，か みさまのみちび きを

ねが い， ねっ しんにいの りま した。 そ

の とき， ３人 はれ いか んを うけて， そ

の国を福音 のお しえ られる国と して，

ほ うけん しま した。 そ して， ３人 のた

っていたいわを 「よげんのいわ」 とな

づけま した。

せ ん きょうしたちは， 山をお りるま

えに， 「は くがい じだいのバウ ドとざ

ん しゃのさんびか」 を うたいま した。

その うたは， は くが いされ た人 たちの

か くれたほ らあなやいわのさけめか ら

い くど もなが れてきて は，谷 まにきえ

てい った うたで した。 バウ ドの人 たち

が，ぶ きを とって山みちをま もった と

きに うた った うたで した。 そ して教会

のれいはいでかん しゃ しなが らうたっ

た うたで した。その うたを， いま ３人

のせん きょう しがよげんのいわにたっ

て うた ってい るので した。

山のつよ さのため わが神たた う

∫主 は山の地 にて 子 らを きたえぬ

そのす ぐあ との土 よ う日の こご， マ

ダ リンのお父さんは， とな りのいえの

、

えん とつ こうじをおえて，はやめにい

えへかえ りま した。お父 さんはかぞ く

に， ３人のがい こ く人 が， 大せつな こ

とをお しえにや って きた ことをはな し

ま した。そ して 「わた しはいちばんい

い ようふ くを きて，かれ らをむかえよ

う」 といい ま した。

お父 さんは 日よ う日のあさ， さが し

て いたその人たちをみつけ， じぶんの

い えへつれてかえ りま した。みんなは

くね くね とまが った山みちをのぼ り，

きけんなほ そいみちを とお ってや って

きま した。 その とち ゅう， マダ リンの

お父 さん は，なん年 もまえに マダ リン

が みた ゆめのことを， はな して きかせ

ま した。

みん なが小 さな石でて きた いえ につ

いた とき， マダ リンは， ブ ドウ畑 のそ

ばの小 さなまきばにす わっ て い ま し

た。 マダ リンは 日よ う学校 の本を よん

でいて， 目をあげる と， ３人 の男 の人

のかおが 目にはい りま した。男 の人 た

ちはマダ リンに， じぶんたちは，土 に

うめ られていたすば らしい金 の本 にか

いてあ るお しえをつたえにや ってきま

した といい， います ぐ， その本を よめ

ます といいま した。

そのばん， マダ リンの とな りの人た

ちも，が いこ く人 にあいにや って きて，

お しえをきま した。 そのはな しはふ し

ぎでめず ら しいので， その末 日聖徒 イ

エ ス ・「キ リス ト教会 のせ んき ょうしの

お しえ るあた ら しい しん りについて，

よるじ ゅうかか って も， もっとしりた

い とい う人 た ちもいま した。

１８５０年の１０月 に， い くつか のバ プテ

ス マがお こなわれま した。 そ してあわ

せて２０のかぞ くの人 た ちが福音 を うけ

いれ，その ように して， マダ リンのみ

たゆめ は， ほん とうにな りま した。 バ

ウ ドの人た ちのすむ ところは， 「やみ

のなか にかがや いてい る光」 とな った

ので した。



聖霊 はいか に して

あなた を助 けるか

七十人最高評議員会会員

Ｓ．デル ワー ス ・ヤ ン グ

今 までの生涯 を振 り返 る時，私 は もう少 しで死ぬ ところを

危機一髪 で助 かったい くつか の経験を思 い出す。その ような

経験 は小 さい時か ら始 まって いた。

私が１１才 のある朝，兄 と従 兄 と私 と４番 目の男 の子 は， ソ

ル トレーク市 の ク リー ク峡谷 のふちへ行 った。

４番 目の子 は通信販売 の２２口径 ピス トル を持 って いて，バ

ッファロー ・ビルは銃 を高 くあげてか らゆ っくりさげ，水平

に なった ら引金 を引 くな どと，私 たちに説 明 していた。突然

私 は自分の左 手が しびれ るのを感 じた。見 ると，左腕 の二頭

蒋 筋の あた りで白い袖に赤 いす じが しみていた。赤 いす じは

み るみ る大 き くふ くらんで きた。私 は 「うたれ たん だ」 と叫

び，家 へ走 った。 ・

弾丸 は腕 を貫通 したが，骨 に も動脈 に もさわ らなか った。

私 はみんなの中 で左端 にお り，銃 を持 った子 は右端 にいた。

弾丸 は私 の心臓 のあた りの前 をかす めていった のだ った。そ

うでなければ，私 の左腕 に命中 は しなか った はずで ある。 も

し銃が ４分 の １インチで も左 に寄 って．いた ら，私は今 ここに

いなか った ことであろ う。

私 はそれか らず ２と，私の身を守 って くれた ものが何 であ

ったかを考 えて きた。私 は自．分が守護 され るにふさわ しい者

で あると言 うものではないが，あの時， 自分 は守 られた と信

じてい るのであ る。

２番 目の出来事 は，２９才 の時 のこ とで ある。 ９月の ある晴

れた 日，私は仲間 と共に コロラ ドの ロング・ピークに登 った。

ロング ・ピー クは標高４，７５０メー トルで あ った。そ の高度で

は， ３， ４歩登 ると足 の感 覚が まひす るので， ３， ４分休 ん

で力を回復 してか ら次の ３， ４歩を登 るのだ った。

私 たちが頂上 へ着いたのは午後 おそ くであ った。私 はそ こ

に立 って，数百 メー トル下 か ら始 ま ってい る尾根 を 見 お ろ

し，下 りの時間を半分 に切 り詰 め， 同僚 の警告 もさほど気 に

とめず に， 山の北側 を降 り始 めた。 そ うしておよそ １８０メー

トルほど行 くと，急 に昨夜 の嵐 でで きた氷原 にいる自分 に気

づいた。

私 は左手 のへ りにそい，何百 メー トル も落下 して ようや く

がけの所 で とまった。 その苦境か ら抜 け出す には，頂 上へ戻

るしか なか った。 そこか らはいあが る危険性 につ いてお話 し

す るつ もりはないが，私 はその日早 いうちにかな り楽 な道ま

で ２時間 でた ど りつ いた。 それか らは休みな しに足 もまひせ

ず３０分で帰 って来 たので ある。 その力は どこか ら湧いたのだ

ろ うか。 ア ドレナ リンのせ いだ ろうか。 ある人はそ う考 え る

であろ う。 しか し，それ はまった く違 う力で あった。私 自身

を越 えた力で あった。



その午後，私 は もう １つ別 の ことを学 んだ。私 は登 ってい

る時，仲間の ！入 が吹 く笛の音 を聞いた。頂上 へ着 いてみる

と， そ こにはゴール デ ン ・キルバ ーンが立 つて いた。他 の仲

間たちはあの道 を下 ってい ったが，彼 は自分自身危険 をおか

して，私 を見 つけるまではそ こを離 れないつ もりで待 ってい

たのであ る。

私 たち ２人 はい つしょに山を下 り，雪 のない安全 な場所 に

たど りついた。 もし時間 が遅れ ていた ら， ２人 と も３千５００か

ら４千 メー トルの高 さでコー トもな しに夜 を迎 えて いた こと

であ ろう。 しば しば思 うのだが， こごえるの とが けか ら３千

フィー ト落 ちるの と， どち らが いやで あろ うか。 また， まっ

た く知 らない所 を３０分 とい うわずか の時間で到着で きた力 に

驚 くこと もたびたび である。

３番 目の出来事 は，１９４６年か ら翌年 にか けて の冬 に起 き訳

ことで ある。私 は４９才 であった。 ヤ ング姉妹 と私 は， メキシ

コで彼女 の兄弟 の葬式 に行 く途中で あった。私 たち は夜の ９

時半 に， コロラ ド州 コル テスを出立 して ニューメキシコ州ギ

ャ ップに向か っていた。 ひど く寒 い夜 であ った。気温 はその

晩氷点下１０度に まで下が った。

横 な ぐりの風 が吹 き，地面 に猛 吹雪 がたたきつけ，道 は見

えず，進行 困難 にな った。車 に ヒーターはな く，私 たちは蒲
雪，

団 にす っぽ り くるま った。時速８０キ ロの速 さだ った と思 う。

突然 暗やみ と嵐 の中か ら，右か ら左ヘ ハイウエイを横 断 し

てい る２頭 の馬 の姿が浮かび あが った。 ２頭 は道を左の車線

へ向か って横 ぎ り始 めたばか りの ところであ った，私 は反射

的 に， とい うの も考 える時間 はなか ったのだが，ハ ン ドルを

左 に切 っていた。 そ して次 の瞬 乱 車 は左 に行 きす ぎて，左

車輪が路肩 にの りあげて しま った。車 がギギー ッとい う問に

先頭の馬は頭をのけぞ らせ，鼻先 すれすれに無 葺であった。

次 の瞬閻， 私たちの車 は もとの車線 に戻 った。馬 をひか ず，

しか も車が道路 のわ きに落 ちて しまわないだ けハン ドル をま

わ した のだが， それ は無意識 であ った。私 は運転 したのが 自

１２６

分 でなか った ことを知 ってい る。

他 に もそのよ うなことが しば しばあ った。確 かに，あ る人

々 にとって は， みな理由 のつ け られ ることで ある。表だ って

はっき り奇跡 とわか ることは何 １つない。 しか しどの場合に

も，神 の助 けがなか ったな らば，私 は助か ってはいなか ったの

であ る。 私 はこれまで，人 々があの声を聞 き，それに従 うの

を聞いた り読んだ り して きた。語 りかけ る声を現 実に聞いて

は いないが， あの経験 を信 じてい る。 あ る時モルモ ン経 を読

んでいて， レーマ ンとレ ミュエルがニー ファイを殺 そ うとし

た ところにゆ きあた った。 ニ ーファイが彼 らをけん責 した言

葉 をあなた も覚えてい るに違 いない。

「あなたたちは
， これまでに一人 の天使 を見，天使 はまた

あなたたちに言葉 をかけた。 ま ことにあなたたちはその御声

を時々聞いてい る。 その時 それは静 な細 い声 で話 したも うた

が， あなたたちはなん らの感 じもなか ったのでその御声 を感

ず ることができなか った。 それ でそれ は雷 のよ うな声で あな

たたちに語 りたまい， その声 はあたか も引 き裂か んばか りに

大地 をゆ り動か した」 （１ニーファイ１７：４５）

私 はこれ までにこの聖句 を幾度 も読んで いたが，いつ も，

それ は反逆す る兄 たちに，かつ て与 え られた証を思 い起 こさ

せ る言葉だ とばか り考 えて いた。

しか しその時，私 の心 は照 らされた。輝 く光が さ し込 んで

きた。私 は，ニ ーファイが，聖 霊は どの ように して私 たちに

霊感を与えた もうか とい う方法 について説 明 していた と理解

で きたのであ る。 「静 かな細い声」，「なん らの感 じもなか っ

た」，「御声を感ず ることがで きなか った」一 これがそれで

ある。 あなたが霊感を受け る時，心 には ある確認 の感情 が伴

う。あなたは聖霊が証す るのを理解 し，認識 す るのであ る。聖

霊 は，常 に言葉 とは限 らないが，静 かな細 い声 で語 りた もう。

私 は十代の頃，主のみ声 を聞 くのは どんな感 じだろ うか と

考えた ものであ る。 モーセ，イザヤ， バプテスマの ヨハ ネ，

そ して ことに ジ ョセブ ・ス ミス は，特 別に愛 された人 たちだ

と思 い， 自分 もみ声が聞けた らと考 えたのであ った。 冒 とく

の気持 はな く，それは正直 な願 いであ った。私 はみ声 を聞 く

特 別の召 しが与え られ なければ，主 は 自分 に注意 を向けて く

だ さらない と，よ く知 っていた。天 よ りの声 は，記録 され た

歴史 にはまれであ る。

この願 いに対 す る答 えは，ニー ファイ と兄 たちに関 して向

けた答：え と同 じよ うに，私 に とってはま った く劇 的 で あ っ

た。 工０年 ほど前 のある 日（私 は６４才で あった），私 は教義 と聖

約 の１８章を読 んでいた。 そ こには このよ うに記 されて いた。

「これ らの言 は世 の人 々よ り出で しに もあ らず また人聞 の

言 に もあ らず， われよ り出 で し言 な り。 この故に汝 らはこの

言 がわれよ り出で し言 に して，人間 よ り出で しに あ らざるこ

とを証すべ し。この言 を汝 らに語 れるはわが声 な り。そはわが

「みたま」によ りて汝 らに与 え られ，わが能力によ りて互いに

これ を読むを得 るな り。され どもしわが能力 によ らざれば，汝

らこれを有つ こと能わ ざ らん 。これ を以 て，汝 らわが声 を聞 き

わが言を知 るを証す るを得 べ し。」 （教義 と聖 約１８：３４－３６）



ここで主 は，定員会が組織 され る ５年前 ，十二使徒 に向か

い，主 のみ言葉を読む時には，主のみ声 を聞いてい るのだ と

告 げてお られ る。 それ はあたか も天 が開かれて，過去 に記録

を残 した予言者たちに与 え られたす べての啓示 を自分 に知 ら

され ることで ある。 その時か ら，教義 と聖約 は私 にとって新

しい意味を持 つ もの とな った，読 む と同時 に聞 き，主 のみ声

はは っき りと私 の心 に響 きわた るのである。私 は この人を高

め る偉大 な書物 を読 む ことを楽 しみに して きた。今，私は畏

敬 と驚嘆 の心 を もって この書物 を読んで いる。

私 はそれを どうして１７才 の時 に感 じなか ったのだ ろうか。

あなたは７０才 にな るまで理解す る日を待 って いて は な ら な

い。真心 か ら願 うこと と聖霊 の助 けによ り，啓示を得 る時に

はいつ も，主 のみ声 を聞 く力が与え られ得 るのであ る。

私 はず いぶ んあとになって， もうひとつ大切な原則を学ん

だ。 あなたにとって何 らか の参老 になることを願 い，それを

述べ よ うと思 う。 それ は５３年前 の１９１８年，私 が第 １次世界大

戦 に軍人 となっていた時 に始 まった。休戦の あと，私たちの

連隊 は帰 国の順番待 ちの間 にフ ッ トボールのチー ムを編制 し

た。私 はチームのメンバ ーだ ったた め，訓練や下仕事や一般

規則 を免除 された。 メ ンバ ーだ けは，いつで も一番近 い町で

あるボル ドーへ行 けることに もな っていた。

そ こで私 は，そ の町を訪れた際に，大会堂 に掛 け られてい

る好 きな絵画を鑑賞 した。それ はラザ ロを生 きかえ らせてい

るキ リス トを描いた ものであ った。ひ ど く大 きな絵 で，縦横

１５フィー ト， ８フィー トほ どの傑作 であ った。 そのあ とＹＷ

ＣＡに行 って手紙を書 き，最 後に，キ ャンプへ帰 る トラック

が待 ってい るはずの広場 へ行 った。

建物 のかげに立 っている と， チームのメ ンバーが やって く

るのが見 えた。彼 は薄 明るい街燈 の下 に立 って トラックを待

った。 す るとま もな くフ ランス人 の女性が近づ いて きて彼 に

声 をか けた。彼 はフランス語 が話せなか ったが，そ の女 性が

使 った言葉 は万 国共通 のもので あった。彼 はまわ りを見回 し

てだれ もいないのを確 か めた あと，その女性 とい っ しょにそ

の場を立 ち去 った。

それか らしば ら くして除隊 にな り，私 たちは ソル トレー ク

市 へ帰 った。 １人の婦人 が出迎えていたが， それはあの男性

の妻 であ った。彼女 は彼 にか けよ り，赤 ん坊 を腕 に 抱 か せ

た。私 はそ こに立 ちつ くして，彼 が自分 の子供 に見入 る姿を

見 ていたが，彼 の胸中 はどのよ うなものか と思 った。私 は今

もその気持 がわか らない。

それ は１９１９年 の １月，５２年 も以前の ことであ った。私 は こ

の話 を ５年 ほど前 に も 「罪の支払 う報 酬は死」，少な くとも

霊 の死で あるという道徳を強調 して，話 した ことがある。

私が話 して いる時，急 にある考 えが心 にひ らめいた。 もし

私 が建物のかげにな ってい るところか ら出て，彼 の ところへ

行 った な ら，あ るいは彼 に声 をかけ るか， とにか く私が そこ

にい ることを知 らせ ていたな ら，彼 はあの女性 につ いて行か

なか ったか も しれないとい うことであ る。簡単 な １つ の行動

に よって，私 は彼を救えたか も しなれか った。 しか し，私 はそ

の時それがで きなか ったのである。 その考 えが湧 いて以来，

私 は 自分 自身 もいけなか った と思い続 けてきた。

私 の生 涯で幾度 ， １つの言葉，動 作， 外見 で， だれか の道

を変え，正 しい道 に導 くことがで きたはずだった で あ ろ う

か。 あなたはどれだけ人 を助 けたことが あったで あろ うか。

キ リス トの教会 に属 す る者 はみな，罪が この人生や永遠 の

生 活に とってどんな役 刮を果 たすかを知 っている。そのた め

私 たちは自分 の罪 を心配す るのである。 しか し，私た ちが声

をか けてあげた ら防げ たか もしれな い他人の罪については ど

うであろ うか。

若 い男女のみな さん，あなた方は聖霊 を感 知す るために，

何が しか の試 しを免れ ることはで きない。 しか しこの ことを

覚 えていてほ しい。 あなたがふ さわ しい生活 をす るな らば聖

霊 の力に より守 られ，正 しい道 へ と導か れるので ある。

一 瞬の差 で守 られ るに しろ
， み言葉を心 に感 じるに しろ，

書物 の中 にみ声 を聞 くに しろ， それ は神か ら来 る。それ らは

みな，バ プテスマの時 に聖霊を受け，聖 霊の影響 を受 けよ う

と心 して いる人 に授 け られ るみたまの賜 なのであ る。

あなた は， まわ りの人を どのよ うに導 き，警告 しているか

につ いて も試 み られてい る。警告 もせず に，迷 ってい く人 を

放 ってお くのは良 くない ことである。 もちろん，故意 に他人

を迷 わせ るのは， さらに悪 い ことである。

世界 は広 く， あなたの発見すべ きことは多 くある。 しか し

主 のみ声 を感 じ， み言葉を聞 くことを知 らな ければ，達 成す

るものはご くわずか しかな いで あろう。聖典を読 みな さい。

あなたの魂が感動す る時 には，それ らの約束を経験 してい る

ので ある。年若い成長す る時代に，心 で感 じる賜 を経験 し，

学んで，第 １の大 きな戒め と，それ と同様 の第 ２の戒 め （神

と人 とを愛す ること） を実践 す ることを身 につけるな らば，

あなた は偉大な希望 と永遠 の報酬 を受 け るであろ う。 そ して

人生 は， あなたに とって常に美 しい もの とな るであろ う。

１２７
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現代の社会問題

ウ ィ リ ア ム ・Ｅ ・ベ レ ッ ト

少 し以前 に，あ る日曜学校教師 が，前年度か ら受 け持 って

いるクラスの生徒 か ら手紙 を受 け取 った。 その青年 は家を離

れて大 学で学 んでいた。彼 の書 いてきた問題 とい うのは，形

は変わ って も，教 会の教 師全員 に出され る問題 である。

学生 は改 宗者 であ った。 とにか く３年 ほ ど前 にバ プテスマ

を受けて，教 会員にな ったのだ った。 しか し彼 は，教会員 は

キ リス トへの信 仰や隣人 に対 す る愛 を言 い表 わ しはす るが，

それ らの信 念が行 動にな っていない と思 うよ うになった。

彼 は特 に，教 会の財産 を失業者数 の緩和 や低所得者や戦争

被 害者 のために役立 てない ことについて書 いて いた。

確 かに， イエス ・キ リス ト教会 は １つ １つ の社会問題 に関

心 を持 たね ばな らず， この青 年の考え は立 派であ る。彼 の精

神 は軽ん じられ るべ きで はな く，見習 うべ きものであ る。

我々の大部分 はこれ と同 じような問題 に関心 があ り，教会

指導者 とて少 なか らぬ関心を抱 いている。 それ はともか くと

して，世 の社会状態 は我 々の望む状態ではな く，問題 の本当

の重要点は， それに対 して何 をなすべ きか とい う こ と に あ

る。 もっとは っきり言 って，末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会

はそれに対 して何 をなすべ きであろ うか。

この質 問に答 えるために， イエスはこの地上 に お ら れ た

間， このよ うな問題 に対 して何 をな されたか，また現代 に何

をなせ と予言者 に教え られたかを， もう １度考 えてみ るとよ

い。

現 代の社 会問題 は珍 しい ものではない。 イエスは重大 な社

会問題をは らむ世 に生 まれた もうた。 パ レスチナでは金持 と

貧乏人 との間に大 きな隔た りが あ り， あ らゆ る町や村 に乞食

が見 られ，病 気は蔓延 していた。パ レスチナ住民 は ローマの

下 に しいたげ られていた。盗 みは 日常茶飯事 で， １人旅 の旅

行者 をお そう。あの良 きサマ リヤ人 の話 は， 実際によ く起 き

る出来 事か らとられたのであ った。武器 を持 たず に夜戸外 へ



出る人はいなかった。主の使徒たちでさえ，ゲ ッセマネの場

の記述でわかるように時々武器を身につけていたのである。

事態を正常化 し，平等を実現 し，奴隷の身をのがれ，飢え

る人を救おうという政治的な運動も行なわれていた。そのよ

うなグループの １つは好戦的で，「革命を起 こすことにより自

分たちの目的を実現 しようとしていた。そのぜロットという

グループ （ユダヤ教の熱狂的信者）は，キ リス トを自分たち

が求めていた指導者だと老えた。彼 らはイエスに主冠を捧げ

たと記録されている。イエスは人民の間で最 も人 気 が あ っ

た。 しカ・し，イエスが社会悪を是正しようとす る運動を拒ん

だ時，群衆はイエスから遠ざかっていった。イエスは十二使

徒 に 「あなたがたも去 ろうとするのか」と言わ航 た。それに

対するペテロの答えは御存知のとおりである。ペテロは 「主

よ，わたしたちは，だれのところに行 きましょう。永遠の命

の言をもっているのはあなたです」と答えた。 （ヨハネ６：

６７－６８）

イエスは飢える者を満腹にする力を持ってお られた。そし・

てみ言葉を求めてイエスの近 くガリラヤの湖のまわ りに集ま

ってきた ５千人の人々に食物を与えられた。 しか しその答え

はパンでも着物でも家でもない。答えは人の心の中にあるの

であ る。

人々の隣 り人に対する冷酷な仕打ちに心を痛め，最も卑し

い人のために時間を とられたイエスは，人が，その人の持つ

思いや人生哲学，人生の目的についての理解の程度，全能者

に対す る態度以上に高められることはないと知って お られ

た。それらは人の状態を決定する事柄である。

それゆえ，イエスは真理の福音を教えることと，バプテス

マを施すために使徒や七十人たちと共に教会を建設すること

に御 自身を捧げられた。イエスは，個人が変わることにより

社会が変わること，個人の変化はその人の精神が変わること

によって生 じること，そして精神の変化は神とその戒めを受

入れ ることからもサこらされることを知っておられた。

結果は何であっただろうか，人が試みた社会運動 政治運

動はすべて失敗に終わったのである。 しかしイエス ・キリス

トの福音は，それを受ける人々を変えた。我々は教会につい

てこう記 してあるのを読む。

「信 じた者の群れは，心を一つにし思いを一つにして，だ

れひとりその持ち物を自分のものだと主張する者がな く，い

っさいの物を共有にしていた。使徒たちは主イエスの復活に

ついて，非常に力強 くあか しをした。そ して大きなめぐみが

彼 ら一同に注がれた。彼 らの中に乏 しい者は，ひとりもいな

かった。地所や家屋を持っ．ている人たちは，それを売 り，売

った物の代金をもってきて，使徒たちの足もとに置いた。そ

してそれぞれの必要に応じて，だれにでも分け与えられた。」

（使徒 ４：３２－３５）

福音の一部分 しか受けていなかった人々の間にさえその変

化があったことは，西暦第 ２世紀に生 きていたジャスティン

・マルティルが述べている。

「ひとたび肉欲の奴隷であつた我々が，今や清い道徳の中

にのみ喜びを見出している。かつて魔法の術を行なっていた

我々が，永遠 と善の神に一身を捧げている。かつて何にもま

して利得を尊んだ我々が，自分の持てる物さえ公共の使用に

供 し，乏 しい者に分け与えている。かつて互いに憎み殺 しあ

った我々が，習慣が違 うために異国人と炉端を囲 もうとしな

かった我々が，今やキリス トの出現 により，彼 らと共に生活 し

敵のために祈 り，理由なく我々を憎む者を，キリス トの栄光

の教義に従 って生 き，神なるすべての主か ら我々が受けると

同様の祝福を受けるとの喜ばしい望みを得 られるよう，説得

しようとつとめるのである」（オーガスタ ・ニーンダｒ，「キ

リ：スト教 と教会の歴史」ジョセブ ・トレイ訳，第１１版第 １巻

Ｐ２５０）

モルモン経には，救い主の福音が人々の病いをいやすため

の何よりの力であることを示す例がある。

アルマは自分が長 となっている政府が，法律や勅令では民

．の間の罪や不平等をな くすことができないのを知 り，大判事

・という指導者の地位を人に譲 り渡 して，個人個人に接触する

１２９



伝道活動により民を変えようと宣教に出た。 「神の道を宣べ

伝えるのは民に正 しいことを行なわせるのに非常に効があっ

て，剣やそのほかこれまでに用いたことのあるすべての方法

よりも強 く人の心を感化するから，アルマは神の道の力を用

いる必要があると思った。」（アルマ３１：５）

神の道を宣べ伝えることは確かに力があった。民は次々と

義 しく変わっていった。キリス トがアメリカ大陸に現われた

のちの黄金時代に，福音の教えは次の よ う な影響を及ぼ し

た。

「そればか りでなく，一同は一切の所有物を共有 したので

富んでいる者と貧 しい者との区別もなく，自由な者と奴隷 と

の区別もな くて，誰 もかれも自由となり天の賜を 授 け、られ

た。」「また，嫉妬，争闘，暴動，みだ らな行い，虚言，人殺 し

および何 らみだりがわしい行いがなかったか ら，まことに神

が造 りたもうたすべての民の中でこの民ほど幸福な民がある

はずがなかった」 （Ｗニーファイ ３，１６）

現代に；教会は，社会悪をいやすものは教会のプログラム

とそこで教えられる原則の中に存在すると宣言している。人

類に対する関心が欠けているのではな く，むしろより高い関

心を寄せるものであるｇ次の言葉に示される福音の精神に注

意 しなさい。

「汝 ら，人の値は神の前に大いなる ことを憶えよ。見よ｝：

そは汝らの贈い主なる主は肉体にて死を受けたればなり。 こ

れを以て彼はすべての人々の悔い改めて彼に来 らんために，

すべての人々の苦を受けた り。彼はすべての入々悔い改むる

な らば彼に連れ行かんために，死人の中より再びよみがえれ

り。而して，悔い改むる人を見て彼 の悦びは如何に大いなる

か。これを以て，汝 らは今の世の人々に悔い改めを叫ばんた
　

めに召さるるなり。而 して汝 らもし生涯今の世の人々に向い

て悔改めを叫ぶことに力を尽 し，唯一入の人たりともわれに

導かば，わが御父の国に於て彼 と共に汝ちの悦び如何ばかり

そや。．１ざて・わが御父の国にわれの許に導き孝る唯』人の人

につきて汝 らの悦び大いな らば，汝 らもし多 くの人費導 き来

１＄Ｑ

、

らばその悦びは果 して如何ばかりそや」 （教義と聖約１８：１０

－１６）

教会は財産奉献，共同制度，什分の一，断食献金，福祉計

画などのさまざまな経済活動により，教会員の物的援助を行

なっている。信仰厚 く勤勉な教会員は，飢えや欠乏か ら必ず

守 られるのである。

教会外の人々への食物や衣料の援助も，行なわれていない

わけではない。教会は地震や火事や洪水の被災者には，率先

して救援を行なってきた。その援助は表だって発表はしない

が，相当な量であり，被災 した人々に大きな助けとなってき

た。 これはだれにも受け入れ られるこの世的な援助である。

しか し，あなたが，ある人に，神と人とに対する態度を変え

る影響を及ぼすことができないならば，その人を永久に助け

ることはできないのである。

教会はまず個人．のことを老え，人の内なる思い， 自己尊重

の心１ど関心を向けるものである。教会は単に人々をキリス ト

に改宗させるだけではない。教会には信念を実行に移すプロ

グラムがあり，まず改宗 した人自身に変化が起 こり，それか

ら新 し．く見出 したその生 き方を他の人々に伝えるζとに，力

と熱意を注 ぐのである。

人生の喜びを奪われている人々や不正な社会の犠牲になっ

ている人々，病人や しいたげ られている人々に対 して，教会

内に関心は存在する。 しか し，いや しの業は １つであり，そ

れが全人類に説き伝えられているのである。そのいや しは，

イエスのもとに来さえすれば全入類だれにでも与えられる。

援助の手を伸べることを真剣に考えているあの青年は，人生

を生きるにあたって最も価値あるものは何であるかを知 りた

いと願 ったジョン ・ホィ ットマーに対する救いを，主のみ言

葉を， もう一度読んでほしい。

「さて見よ，われ今汝に告 ぐ，すなわち汝にとりて最も価

値あることは，汝今の代 の人々に悔改めを宣べて人々をわれ

に導 き，１以て彼 らと共に父の御国に休まん ことな り。」（教義

と聖約蝿 ：６）



’璽幅
ぢ

嚢

鑑

、
． ㌃

象

一 ’

．蓑

・’ず 」

，≧ ’壕

等
縦 距

・堅鱗 撒 ～

鷹
ノ 之

警糖 璽 、缶 ’劇

毒、｝

（どちらか片方を選んで下さい）

欝

教会に出かける服

一 女性のためのテス トクイズー

おもしろい買物にでかけましょう。なんでも

好きな物を買って下さい。さあどうぞ。

スポーツ行事の服

３ ．

Ａ

１欝 譲
鋤繍．冨 細 鴛

鱒霧
ジ夢・繍瞭

喜

・繍 ・ ・磁 ｂ

雀 ；■■ 」㌻

ノ 婚 〆！ ’

Ｂ

凱
購
綬題蒸ズ
嘆 曳
、翻響

㌔鄭 魂、噸、唱
か 勢 ノ携 諮 鮎

ム

舞
【’

蕪
鹸 ．譜 ぜ ．、 ，ホ瀞 、

覧拶
惣 艦
な



うま く上手 に買物 できたかど うか考

え る前 に，教会 の ３人 の大管長，予言

者 が，服装 や装身具 や ファッシ ョンや

慎 み深 さについて語 った ことを読 んで

みま し ょう。 これは第 ２代大管長 ブ リ

ガ ム ●ヤングが服装 について語 った言

葉 です。

「・ｆス ラエルの娘 たちは
，正 し くな

＼ 傭鱒藷嬢嫉壷

欝ｌｌ
論

劃

い汚れ た者 の真似をせず に， 自分たち

はどんな服 装をすべ きかを理解 しな く

て はな らな い。

自分 自身 の型 とい うものをつ くり，

外 部の影響 に左右 きれずに， あなた方

の心を喜 ばす服装 を しなさい。 そ して

帽子 や ボとネ ットで覆 いなさい。

私 はぴ った り体 についた衣服 を見 る

こと，女性 の形 を目にす るこ とを恥ず

か しく思 う。 ……

もし私が女性 で，洋服 を作 る布を持

っていたと した ら，私は 自分を小 ぎれ

いに美 しく包む ように裁断す るで あろ

う。それが流行であ ろうとなか ろうと

慣習がやがてそれを美 し くす るであろ

う。……

主は啓 示の中で我 々に，衣服 を質素

にす るよう教 えてお られ る。 『汝の着

る衣 服はすべて質 素な らしめ，而 して

その美 しさは汝の手 の工 に成 る美 しさ

な らしめよ』（教義 と聖約 ４２：４０）主

は我 々に， 「シル クやサテ ンの リボン

や美 しい ビロー ドの布 を作 ってはな ら

１３２

な い』 とは決 して言 ってお られない。

しか し， 『あなた方 の着 る衣服 を造 り

な さい』 と言 ってお られ るのであ る。

もしそ うしなければ，だんだんにその

ような衣服 を手 に入 れ ることがで きな

くな ってい くことに気 づ くであろ う。

一方私 は申 し上 げ る
。婦人 たちよ，

もし我 々が あなた方 に服 を少 し短 か く

す るよう言 った として も， とっぴな こ

とを して，長 くつ下 の上 が見え るほ ど

に短か くした りしな いよ うに，服 は靴

の一番上 までの長 さにお ろ し，足 の運

び に邪魔 にな らず，泥で汚れない よう

に，そ して体を露出 しな いように しな

さい。服装を こざっぱ りとみ めよ くし

厳密な意味で純潔 にあなたを導 くもの

と しな さい。」（ブ リガム ・ヤング説 教

集 Ｐ．２１４－ １６）

次 は，第 ６代大管長 ジ ョセブ ・Ｆ ・

ス ミスの もとに教会 の各補助組織が出

したある手紙へ の解答です。

「解答 の最初 の部分 は神殿 に入
った

ことのある姉妹た ちにあて はまる。そ

のよ うな姉妹た ちは権威 ある人々か ら

特別な教え を受 けたので あるか ら，適

切な衣服を身 につ ける義務を知 ってい

る。

この解答 の最後 の文は，神殿 に入 っ

た ことがな く，その多 くは服装 に関 し

て何 の制限 も受け ていない と考 えてい

る少女 や婦人 たちにあてはま る。彼女

らは思慮 がな く， 時世 の流行 に飛 びつ

く。 多 くの者 たちは， イブニ ング ・パ

ーテ ィーの時に袖 のないガウ ンや極端

に下 まで カッ トした胸衣 や，短 いスカ

ー トをま とって
，真実慎 みある男性を

当惑 させ る。 そのよ うな ガウンを着 る

こ とはある人々 の間で良 いと思われて

いるか もしれな いが，末 日聖徒の娘た

ちがそ のよ うに装 うことは似つかわ し

くな い。

イ ブニング ・ドレスの中に も， 美 し

く，着 る人 をひ きたて， しか も人 の 目

に快 くうつ るものがあ る。 それは肩 と

腕 の上部 をおおい，丸 かＶの慎 みあ る

衿 ぐりで，ス カー トは極端 に短 くない

ドレスである。非常に薄い生地はそれ

自体美 しくとも，下妃 体をよくおおう

下着をつけなければ，快いものではな

い。

不似合いな町着を着ている人をしば

しばみかける。極端に短かいスカー ト

や低 くカットされたＶ衿のブラウスな

どは，着る者の低級な好みや慎みのな

さをよく示すものである。ジョーゼ ッ

ト・クレープなどの透ける素材ででき

たブラウスは，それにあった下着をつ

けなければ形が くずれてしまうと，服

装専門家は考えている。

どの社会にあっても服装の型を決定

するのに大きな影響を及ぼす仕立屋や

裁縫屋の協力がなければ，それ らのこ

とについて望ましい結果を得 るのはむ

ずか しい。そのため，必要な進展を見

るために彼 らの援助を仰がねばな らな

い。

若 い女性 の うちの多 くが，その よう

な服装が魅力的で あるとの誤 った考え

の もとに，極端な服装を取 り入れ るの

は，驚 いたことで ある。世の中の立派

な男性 は，慎み ある服装の女 性を讃 美

す るもので ある。１９１６年 ６月 大会のＹ

ＬＭ ＩＡ役 員会で， ジ ョセ ブ ・Ｆ ・ス

ミス大管長は次の ような発表 を した。

「私 は
，この町お よび世界中で，立 派な

慎 みあ る男性の中には， あか らさまな

服 装を衆 目にさ らして町を歩 く女性 よ

りも，つつま しやかで こぎれいな体 を

包 む服 装を した女性 を選 ばない者 は，

１人 としていない と考 える。私 はこれ

を私 の信念 として申 し上 げる。私 はあ

る程度， い くぶ んか は，男性 たちを自

分 で判 断す るのであ’る。

ど こにあって も思慮 ある男女は，服

装 についての事柄 に多大 の 考 慮 を 払

う。 まことの慎み深 さの理想 は今や，

再び よみが えって きた。最近 ニューヨ

ーク市で開かれた女 性の会合では
，服

装が議 題の１つに とりあげ られた 。その

ような会合では，次 に例 をあげるよ う

な意見が述 べ られてい る。 「女性 のあ

なたは率先 して造 り主 の前へ行 き，着



ている服を審判 していただ くことがで

きるで しょうか。 あなたが身につけて

いる深 いＶ カ ッ トのブラウス，時代の

流行 のシンボルで ある短 い ス カ ー ト

は， あなたの人格 を表現 し て い ま す

か。今着 ているガウンや帽子 は， あな

たの深 い知性 を示 して いますか。

……立派 な婦人 は自分 の型 を持つべ き

です。 （私たちは）みすぼらしい身な

りや風変わりな格好をすすめるのでは

な く，女性の衣服は着る人の人格を，

その豊かな人格を表現するものである

べきだと主張するのです』。

末日聖徒の女性はこの運動のリーダ

ーとなるべきである。特に役員は模範

を示すべきである。各役員教師の双肩

には，正 しい理想に沿った服装を取 り

入れる責任が課せ られてい る の で あ

る。各人は自問するとよい。私はこの

ことにつき，キリス ト教会の一員とし

て慎みある高度の標準に一致 している

だろうかと。」

デビド・０ ・マッケイ大管長および
ほ

副管長たちが声明した標準は，若人の

力というパンフレッ トに載 って い ま

す。

「慎みある服装の標準について，一

言で言うことは困難である。泌 る人に

とって慎み深 く見える服も他の人にと

って必ず しもそうではないことがある

ので，厳密にきちんと決め られるもの

ではない。

教会 の標準 では，若人が学校や聖餐

会 や教会 の他 の集会， ダ ンス，運動，

キ ャンプにおいて， また家 にあって も

外 にあ って もふ さわ しい服装 をす るよ

う教 えてい る。慎 ま しさは教会 の若人

を守 る ものであ り，彼 らが清 く健全な

生活を営む ためにと，主 の備えた もう

た １つ の方法で ある。

女性 は自然の美 しさと女 性 らしさを

ひきたてて装 うべ きである。衣服 は体

自体 に注 目を集 めず に，快 い魅力 ある

ものでな くてはな らない。 た とえばス

カー トはほ どよい長 さに して， フ ィッ

トし過 ぎないよ うにすべ きであ る。 ド

レスは衿が橿端 に深 くカ ットされては

な らない。 ス トラップのない服 やスパ

ゲ ッテ ィー ・ス トラ ップの服 はサ ン ド

レスに も・ｆブニ ング ドレスに も適 当で

はない。背 中のあいた服 やス トラ ップ

のない服が似合 う女性 はまれな もので

あ る。 その ようなス タイルはその人 を

見苦 し く大 き く見せて， ごつ ごつ とし

た印象 を与 え ることが多い。

家の外仕事 を した り， ハイキ ング，

登 山， キ ャンプ，運動 をする時にス ラ

ックスをは くことはよい ことであ る。

しか しぴ った りしす ぎてはな らな い。

どんなス ラックスで も，膝 まで とど く

ものである とよい。無論，神殿 に入 っ

た ことのある人 は，ふ さわ しいス タイ

ルの服装 をす るはずで ある。……家庭

着 のよ うな服 は公衆 の前へ は着て行か

ず， 自分 の家や アパ ー ト内でのみ用い

るべきである。 ぴった りした セーター

や体 の線 を 目だたせ る服 は，末 日聖徒

が着 るには適 当ではない。

ビキニや腹部 を出す水着な ど体 を露

骨 に見せ るものは着 るべ きではない。

水 着は泳 ぐための ものであって，夏 の

日常着 ではない。水泳 の時にのみ着 る

べ きであ る。海岸 やプールの行 き帰 り

は，男女 とも着換 え るか，最低水着 の

上 に何 かをはお るべ きである。」

以上 の説 教がな された １３０年 ほどの

間 に服 装の流行 はさまざまに変化 して

きま した。洋服 の長 さは何年 もの間 に

変 わ りま したが，予言者 が言 わん とす

る精神 は， いつの時 も同 じです。私た

ちの体 は神 の宮 なのです。 それは神聖

で美 し く，世 間の入 々の前 にさ らすべ

きものではあ りませ ん。特別 の時 に着

る服 を もし毎 日着 た ら，特別 な気持 は

す ぐに消えて しま うことで しょう。 レ

コー ドや食べ ものに無駄 なお金 を使 わ

ず，倹 約 して 自転車 や車 を買 うお金 を

た めるのはなぜ で しょうか。映 画を見

た りで きる時間に一生懸命 ピアノの練

習をす るのはなぜなので しょう。桜が

いつ も灌開でな く， いつ も春 ではない

の はどう してで しょうか。 自分が働 い

て お金 をためて買 った車 は，特 別大切

で はな いで し ょうか。 ピアノに向かい

リス トの ピアノ ・コンチ ェル トを上手

に弾 けた ら， うれ しくはあ り ま せ ん

か。若 い時 に遊んで過 ごさなか った こ

とをよかったと思 わないで しょうか。

も し毎 日チ ェ リーを食卓 に 出 さ れ た

ら，す ぐにあきて しまいはしないで し

ょうか。 そ して， も し寒 い冬がなか っ

た ら，春の意味 はどの ように違 って く

るで しょうか。体 も，それ と同 じよう

に，季節 まで待 たな くては，靴 の底 ぼ

っちの崇敬 す ら得 がたいのです。主 は

あなたがその ことをよ く理解 し， いつ

か今 も永世 に もい っしょにな る １人 の

ため，清 く純潔 でい られるよ うに，助

けてお られます。

最近 ，大管長 会および十二使徒評議

員会の承認 を受 けた女性 の服装 につい

ての言 葉を以下 にあげま しょう。

「… …我 々はいつ も
，会員 たちが自 ’

分 自身 や親族，友人 ，交 際 してい る人

々を当惑 させ ることのないよ うな標準 ・

を保 って，慎 みのあ る服装 をするよ う

に と勧 めて きた。

我 々 は神殿 に参入 す る際にはス ラッ

クスや ミニス カー トをはいた り， その

他慎 みのな い服装を しない よう会員 に

勧 めてきた。 しか し教会 の集会へ の出

席 にあた っては， この件 に関 し，勧告

を与 えることは賢明で はない し，その

ユ３３



必要 もない と感 じているが，人々が主

の家 に集 っているこ と，従 ってふ さわ

しくふ るま うべ きで あることを心 に留

めるよ うに と願 って い る。 （「神 権 会

報」１９７１年 ６月）

何 センチで あれば よい とか， どんな

水着 な らば よい とか言 うことは必要 な

いのです。 すべての ことを命 じられね

’
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ば何 もで きな いと した ら， あなた は賢

い しもべ ではあ りません。思 いはか り

主に尋 ね， 自分で その ことの精神を理

解 して下 さい。 その精神を知 って，そ

れが 数 セ ンチ短 いか ど うかな どの ささ

いな ことで天 国か地獄か に別れ るとい

うよ うな誤解を捨 てて下 さい。 このゲ

ームで １点 もとれなか ったか らとい っ

て，洋服全部を あき らめ ることはあ り

ません。創造力た くま しく，古 い服 を

変えて， 新 しいものを造 り出 して下 さ

い。 そうすれば 「それが流 行であろ う

となかろ うと，慣 習がやがてそれを美

しくす ることで し ょう。」

あなたに似 合 うな らば， つつま しや

かな ミデ ィやマキ シも着 て下 さい。最

高 にすて きになって下 さい。で も， あ

なたの着 る衣服が， あなた の人格，外

見，価値観 を表 わす こ とを忘れ ないよ

うに。．

数年前 カ リフォル ニアで ファ ッシ ョ

シ ・コーデ ィネーターを し て い た 時

にド私 は洋服 の丈の ことで さまざまな

「１３４

感想を聞かされました．多 くの人は長

さをほめてくれ，母親は娘たちに同 じ

ようにしなさいと言うほどで したが，

どうして短 くしないのかと聞 く人たち

もいました。私は 「人気のあるのは，

みんな思い思いの服装をするというこ

とです。」 と説明 しただけでした。私

は自分の着ていた服の多 くを自分で製

作 しましたが，流行 と違 ったものがた

び牟びでした。でも，それは私の個性

の表現であり，私はそれを気持よく着

ていました。

キリス トの教会の会員であるあなた

は，霊的価値か ら注意をそらす衣服を

着たいと望むで しょうか。あなたの洋

服 は人々の注意をひ くもの で し ょ う

か。あなたにとって服装は一番の重大

事でしょうか。あなたは全部の時間を

洋服作 りに使ったり，全部のお金を洋

服購入にあててはいませんか。

では，選択について少 し学んだ今，

ゲームの結果を自分の答えと合わせて

みましょう。

１． ④

２ ． Ａ

３ ． Ａ

４ ． Ａ

５ ． Ａ

Ｂ

⑬

⑮

⑬

⑬

絵

６ ． ④

７ ． Ａ

８ ． Ａ

９ ， ㊨

Ｂ

⑬

⑬

Ｂ

１， Ｂは教会 には派手す ぎます。みん

な，心 を話 し手 に向 けた り礼拝の精

神 に集中 した りせず， あなたに注 目

します。

２，Ａの方が，生地 や アクセサ リーに

よって正式 なダ ンスや家庭での もて

な しにふさわ しい ものにな ります。

３， 「ビキニや腹部 を出す水着 など体

を露骨 に見せ る ものは着 るべ きで は

ない」 （大管長会，１９６７年）

４， ５，胴 の部分が あいて いた り， Ｖ

形 に くって ある服 は，刺激的過 ぎま

す。

６， ７， 「……短 いス カー トは，あな

た の人格を表現 していますか」 （大

管長会 ，１９１７年）

８， ９， 「私 はぴち た り体 につ いた衣

服 を見 るこ と，女性 の形を 目にす る

ことを恥ずか しく思 う」（ブ リガ ム ・

ヤ ング）「ぴ った りした セ ーター や

体 の線 を目だたせ る服は，末 日聖徒

の着 る服 と して適 当ではない」 （大

管長会，１９６７年）

もしもあなたが お金の全部 を新 しい

洋服 に使 ってい るな らば， この ことを

考 えてみて下 さい。 キ リス トが来 られ

る９０年前， モーフ ァ・イ人 は持 物 を貧乏

人 や病人 に施 していま したが， 「かれ

らは高価 な衣服で身を飾 らなか ったが

その服装 は見て も気持が良 く小ざ っば

りした服装で あった」（アル マ １：２７）

と記 されています。

また，主 は彼 らを非常 に栄 えさせ ま

したが， ８年 の うちに， 「教会の会具ξ

た ちは次第 に慢心を起 した。それ はか

れ らが勉 めはげんで得た非常 に多 くの

富 と，精良な絹布 ，良い リンネル， 多

くの家畜，金，銀， あ るいはあ らゆ る

貴 重な品物な どを持 っていたか らであ

る。 このよ うに してかれ らは非常 に高

価 な衣服 を身 に飾 るよ うにな り，上 に

述 べたよ うな財貨 を誇 ってよ うや く高

慢 な心 がつのった。 （アルマ ４ ：６）

こうして彼 らは他 の人を み くだす よ う

にな り，貧 しい人 々に背 を向 けるよう

にな りま した。

そのよ うなため， パウ ロは 「女 は適

度 に慎 み深 く身 を飾 るべ きで あって …

……金 や真珠 をつけた り
，高価な着物

を着 た りしてはいけない。む しろ，良

いわざをもって飾 りとす ることが，信

仰 を言 いあ らわ し て い る女 に似つか

わ しい」 （１テモテ ２ ：９－１０） と言

い， 「この世の有様は過 ぎ去 る」 （１

コ リン ト７ ：３１） と述 べています。

こ の記 事 の 原 案 は， ユ タ州 立 大 学 の

カ レン ・Ｓ ・ク リス チ ャ ンセ ン氏 の 博

士 学 位 論 文 か ら取 った もの で あ る。



この記事は，教会の教義を教えるためではなく，読者にとって

参考となり何らかの助けを与えるためのものである。

質 疑 応 答
解 答 バ ー 兄 弟

「学校の生態学のクラスで１人ロ過剰で，

しかもひど く汚染 された世界 に，子 供を ３人

以上も生む人は利己的だと激 し く非難 され ま

した。私はそれに対 してどのよ うに答えた ら

よいのでしょうか」

そのことが利己的であるか否かを決める前に，関

係 した人たちの価値観や動機 といったものを知 らな

．くてはな りません。あなたは社会学や社会科学のク

ラスで，民族的優越感の思想 （エスノセ ン トリズ

ム）という言葉について話 しあったことがあると思

います。エスノセントリズムとは，ある民族が自分

たちの価値感こそが正 しく妥当であり，他の価値観

や方法は誤った悪いもので，利己的であると見るこ

とです。

「子供を３人以上 も生む人は利己的だ」という言

葉は，エスノセントリズムの最 も良い例 に な り ま

す。 この言葉は， ３人以上の子供を生みたい人はみ

な利己的であるということになります し，きっと他

のどんなことでも，たとえ，教師や クラスの過半数

の入が考えても， 自分がそう思わないか らと言って

否定することでしょう。

あなたのクラスメー トの考え方をとれば利己的と

なるような例をいくつか見てみましょう。政府は，

事故が少なくなるようにハイウェイ安全運動を提唱

しています。医師は年老いた人たちの寿命を延ばそ

うと病気 と闘 っています。看護婦は未熟児や虚弱児

を成長させようと働いています。軍人は降参 した敵

を殺さず捕虜にします。ソーシャル ・ワーカーはス

ラム街の衛生状態を改善 して幼児死亡率を減少させ

ようと努めています。

このようなことはみな，人間が大切なものである

ということ，また人命の神聖さは過剰人口の問題よ

けも大 きいことを物語 っています。

もとの質問を考えると，以上に例としてあげた人

たちはみな，高度の価値観に支え られて，人 口をそ

のままに保つかあるいは増す行為を していることに

なり，利己的なわけです。

スチーブン ・クレインはそのような意味の詩を書

いていますが， 「私の考えるように考えよ。……さ

もなくば君はヒキガエルだ」という言葉の返答に，

「では，私はヒキガエルになろう」と言 っ て い ま

す。人口過剰になることが一番の関心事であるエス

ノセントリズム信奉者に対 して，それより大切なも

のを知 っている人々は，自分にヒキガエルの張 り札

をすることです。それは違っていること，すなわち

福音を基 として真に価値あるものを知っていること

の張 り札です。

私は， 「どのように答えたらよいでしょうか」と

いうあなたの質問に対 して，簡単な答えがないこと

を残念に思います。わかりやす く言えば，あなたの

価値観と彼 らの価値観は違 うということなのです。

大部分の社会では，自由に自分の信 じたいことを信

じる権利が保障されています。あなたには人命の神

聖 さを信 じる権利があるし，子供をすばらしいと感

じ自分の家族を持ってか ら，それ らの信念を行動に

移す権利 もあるのです。

そ して，それと同様に，家族数を少なくとどめた

い人や子供を生みた くない人々も，その人たちの価

値観に従ってことを行なう権利を持 っています。

汚染された世界と人口とはまった く無関係である

というのが事実です。何十年間か，社会は汚染の問

題を無視しド長い目で見れば多大の損失となる目先

の利益ばかりを優先 してきました。汚染を少なくし

あるいは汚染の全 くない社会を作るために必要な社

会機構の変革を，社会が率先 して行なうか ど うか

は，目に見える問題です。人口問題にその罪を着せ

るのは，逃げ口上で しかありません。汚染 は人々が

どのように生活するかによって生 じて くるのであっ

て，入口が多い少ないで起 きる問題では あ りま せ

ん。

社会生態学が広まったおかげで，人 口増に反対す

る人々も驚 くほど容易に主張を変えてきています。 ．

人口増加を抑止できなければ餓死するしかないとい

う主張が以前にあったことはあなたも覚えているで

しょう。子供を少な くしなければ，欠乏を待つのみ

と言われたので した。

そして，農業の 「緑地改革」論で，：地球は現人口

の何倍 もの人間を養い得ることが明 らかにされたの

ち，飢餓論は下火になって，汚染と過密の問題が人

々の口にのぼるようになったのです。

生活水準を高めるｇ）が徳とみなされていた時代に

家族のことを考えて，．子供 と豊かな物質のどちらを

選択 しようかと考える両親がいました。そのような
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時代に，何が大切なのか，そしてどちらの選択が利

己的な選択なのかを見定めることがなかなかできな

い人たちもいました。現在，その判断はずっと簡単

になっています。いわゆる人口問題 もしくは社会生

態学の専門家たちは，それが同時に現存の人類のた

めになる選択であると言いなが ら，私たちに物質主

義をすすめてきました。それは何という見えすいた

ごまか しで しょうか。

最適な人口がどれだけかということは，だれも知

りません。最適という言葉を詳 しく定義するには，

しっか りした価値基準を持たねばなりませんが，科

学は，このような最適条件をはかり出す価値標準を

提供できません。たとえばもしあなたが，大切なこ

とはできるだけ餓死を防ぐことである。すなわち餓

灘灘
薫

るのに， どん なことを考慮すべ きなのかな どの質 問

は，大低 の人が好意を もって聞いて くれます。

しか し， キ リス トに従 うあなたに とって，状況 は

い くらか異 な ります。 イエ ス ・キ リス トの福音 を構

成す る価値観 は，人 は何者で あって，地上 の生活 は何

のた めにあるのかについ てのキ リス トの教 えか ら生

まれた ものです。 その価値 をい くつか とりあげてみ

ま しょう。福 音は，人 は永遠 の存在 であ って，神 の

子供 であ ると教 えています。また， この人生 は大切

な勉学 の時期 で， しか もこの時期 は人 の全存在 のほ

んの一時代に過 ぎない とい うこと， この地上 に来た

主 な理 由は肉体 を得 る ことであることを教えて いま

す。 肉体 を受 けて この死すべ き人生 に伴 うさまざま

な機会 を得 る ことは，永遠 の報 いに向か って各人が

進歩す るための重大 な段階 なのです。私 た ちは神の

子供，永遠 の民 の一員 として， この世 はつか の間で

あ り，外見上，人 の限界 と見 られ る死や始め と終わ

り，悲 しみや苦 しみなどは，必ず しもこの世のの ち

に も存在す るわけで はないことを知 っています。

福音 は，神 の子供で ある人問 は神が創造 された他

のどん な生 き物 よ りも大切 であ ると教 えています。

木や川，空気，荒地，地球，そ の他 のものは，み な

人のため に創造 されま した。人 がそれ らの もののた

めにつ くられたのではあ りませ んで した。神 は述 べ

繋 てお られます・ 「これわが業に してわ力胱 すな

死するよりは生まれて来ない方がましであると考え

たとしたら，できるだけ大勢の入間が人生を体験す

べきであるということを大切に考える時と，非常に

違 った最適人口が割 り出されます。

また，あなたが最大多数の最大幸福を一番に置い

て， 「幸福」という言葉を定義づけるとしたら，ま

た別の人口数が出て来 るで しょう。

過剰人口についての話はみな， どれだけの人間が

養われねばならないか，どのように して養われるべ

きか，なぜ養われねばならないのかということにつ

ながっています。 しか しその問題の根本にある，何

が大切かということについて話 し合うこと，それに

ついて詳 しい話 し合いがなされることはまれです。

ある人々は時々，人「コ増加に反対意見を持つ人の

上手な言葉に惑わされて，その意見の根底をなす仮

説や価値観が矛盾 していることに気づかないでいま

す。過剰人口の問題は今日の問題であり，時勢に沿

った問題の １つでもあります。それがどういう問題

なのか，あるいは過密とか過疎とか最適とかを決め

わち人に不死不滅 と永遠の生命 とをもたらすなり」

（モーセ１：３９参照） この言葉は，人がそれらの創

造物を不敬に取 り扱ってよいというのではありませ

ん。反対に， あらゆる命あるものや感嘆すべき複雑

巧妙な自然に深い畏敬の心を抱 くことは，クリスチ

ャン生活を証明する一要素 と言えるでしょう。 しか

し，私たちが最優先すべきものは明白です。人間こ

そ，木や森や公園や，全世界の富をもって してもか

なわない価値 あるものなのです。

それ らの価値観に照 らせば， 「堕胎」などという

言葉は耳にするだけで寒気が します。地球が私たち

のために存在するのです。決 してその反対ではあり

ません。地球対人問という立場か ら見るのではな く

入間のための地球 という観点で見なくてはなりませ

ん。優先順ははっきりしています。地上 における人

生の恵みは，できるだけ大勢の同胞 に与え られねば

ならないのです。地上の生活が学ぶ時代であるとす

れば，私たちは，学んで得 られる益が，天父が地上

に送 りたいと思っておられるすべての人間に与え ら

れるよう備えようではありませんか。そ して，学ん

で得 られるものは，土地と人間の比率やすべての家

族が自分の土地を持つなどということによるのでは

ないことを理解 しましょう。家や冷蔵庫や車 は，：地

上でどんな経験をするかということに必要ではない



のです。

人は偶然にできた宇宙で偶然に何かの生物から生

じたと考える人や，人生はつかの間の汚濁に満 ちた

もので，死後は無になって しまうと考える人にとっ

ては，おそらく自分の子孫の世界をできるだけ楽 し

く苦労のないものに したいということが重大事なの

で しょう。そのように考えるなら，人間が多かろう

が少なかろうが，たとえ人間がいなかろうが，大 し

た問題ではなく，きっと，少なければ少ないほどよ

いと言 うことで しょう。

しか しもし私たちが，人は神の子孫で，地球は人

間のために造 られたものであり，地上の生涯は，肉

体 を得て他の人々と共に生活することであると信 じ

るならば，いわゆる人生の問題は，人生に伴 うチャ

レンジに変わ ります。

結局あなたはクラスメー トや教師たちがあなたの

価値観を受け入れるか尊重 してくれなければ，人口

問題や生態学の質問に対 して彼 らに満足のいく答え

ができないことを知 っていなくては．なりません。そ

れは，人類 というものに対するあなたの見解が彼 ら

と違 っているか ら，あなたの解釈 と彼 らの解釈が違

うか らにほかなりません。本当に，その相違は深 く

根本的なものなのです。話 し合いは，身近な友人と

人口問題についての見解よりも 「人は何で， どのよ

うにな り得 るのか」 といった問題から始めるべきで

はないかと思います。

しか し，人間社会の遭遇 している問題は本質的に

人 口とは関係がな く，社会組織の腐敗や無能性に帰

因することを知っておかなければなりません。専門

家の中には，子供を生まない方が，成人男女の生 き

方を変えさせるより容易だということで１違 った主

張をする人がいたかもしれません。

私たちも環境汚染 は重大な問題であると考えてい

ます。 しか し，それは人口数によって生 じるのでは

なく，悪習慣にならされ，現在の行為の将来生ずる

結果に注意を払わない，貧弱な社会が生み出すもの

です。私たちは，人類全体に正 しい原則を教えるこ

とができたなら，今想像することもできないような

立派な人間社会ができあがるに違いないと信 じてい

ます。

終わ りにあたって，即答を２，３あげましょう。土

地空間を憂慮する人たちには，地球の土地のほとん

どの部分はまだ開拓されていないか，ごく少数の人

間 しか住んでいない状態であることを指摘 して下さ

い。私たちは互いに殺 しあうことに力を注 ぐことを

やめて，地上の残 っている部分をいかに開拓 した ら

よいかを研究すべきです。それでも土地空間が足 り

ず，人口問題についてなされる企画が，無限に増加

する人口を世界の辺地に追いやるものであるとの印

象を与えるならば，海上都市や海底都市，空中都市

について論 じればよいでしょう。この１０年間に，そ

れまでの空想科学小説は現実となってき ま した か

ら，上にあげたような こともそ う遠い話ではないで

しょう。人間がどんな生活手段を利用できるかとい

うことに関して，入類はあまりにも既成概念にとら

われすぎます。質問者が地球は狭す ぎ る と言 うな

ら，宇宙に移住することができるし，宇宙を征服す

るという仕事に手をつける前に，まだまだ人口過疎

地帯があると指摘すればよいで しょう。つまり，空

間は問題とな らないのです。だれでもその意見をひ

っこめることになるはずです。英知，想像力，勤勉

が，目下必要とされるものです。

次に食糧について心配 している人たちには，知識

に欠けた り，生産できる状態にないために，未開拓

の土地があることや，使える土地をもっと有益に使

うことを提唱 して下さい。水栽培法の未開発分野，

海の開発，化学研究所での食糧生産なども考えて下

さい。また食糧の流通におけるむだや非能率性も考

慮 して下さい。食糧は問題でな くな ります。取引や

国の政策が問題なのです。

もし食糧 も空間 も問題でなくなるなら，何が問題

なのでしょうか。利用できる荒地がまだ足 りないと

いうのが問題でしょうか。では，充分な地域が利用

できるようなやり方で土地空間を組織計画 して下さ

い。それはできます。最後に，町か らキャンプや ピ

クニックにでかける場所を確保することと，子供を

大勢持つこととのどちらかの選択になるとした ら，

私は子供の方を選びます。

どうか，エスノセントリズムということについて

よく知 っておいて下さい。それがどういうことなの

かを認識 し，それにどう対処 していくべきかを学ん

で下 さい。キリス トの従者であることか ら生 じる事

態をまっす ぐ見つめて下さい。救い主は弟子たちに

迫害を覚悟せよと警告 されました。小家族の世にあ

って大家族主義を奉 じる私たちに 「利己的」という

レッテルを張 ることは，今 日の聖徒たちが耐えねば

ならぬ追害の １つであるか もしれません。

終 りにあたって，あなたはそのレッテルが根本的

な価値観の違いからつけられたということをはっき

り心に覚えておかねばなりません。友人 と，価値観

の一致が不可能であることがわかっても，心を乱さ

れないで下 さい。あなたは末 日聖徒 として，世の中

のある人々と異 っているのです。ですか ら，人間の

問題にどう対処するかについて相違があることは，

む しろ当然なのです。 ・

ハワード・Ｍ ・バー

ワシン トン州立大学

社会学助教授
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誇 事 三∫≡

纂

，輝 三灘

メ ア リー ・ エ ク ・ ノ ー ル ズ

ウ ォー トン駅 に は い った バ スの 窓 か ら， ジ ョー ・ア ン ダ

ー ソ ンは外 を眺 め， 祖 母 の 姿 を捜 した。 お ばの マー ゴは ジ

ョー に こ う言 っ たの だ った 。 「お ま えの こ とで は１０年 もが

ま ん して き た。 お ま え は も う１６だ し， ペ ンと う ま くや って

い け な い ん だ か ら， ア ンダー ソ ンの家 の 者 が 引 取 りに来 な

き ゃい け な い ん だ 。」

ベ ン ・ トラカ ス ター は お ば で あ る マー ゴ の新 しい夫 で あ

った。 彼 は ，初 め か ら ジ ョー を追 い 出す 口実 を捜 して い る

よ うだ った。 ジ ョー が髪 を伸 ば し，ふ さ飾 りのつ いた ジ ャ

ケ ッ トを 着 ， ジ ップ ・サ ベ ー ジー と近 づ き 始 め た の は ， べ

ンが 「長髪族」をあからさまに非難したあとだった。ペン

が 「出て行 け／」と言ったのもこの時である。

だからジョーは今ウォー トンにいる父親の母と暮 らすつ

もりだった。ジョーは空想にふけった。祖母は自分を見て

喜ぶだろう。そして生活も父母が死んだ６歳の時以前のよ

うに安全なものになるだろう。

バスが急停止した。彼はカーキ色のナップサックを取 り

あげ，バスを降りた。

祖母は彼を歓迎して くれないだろう。１０年もの間，彼が

生きているかどうかさえ知りもしなかった祖母である，彼
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のブロンドの長髪を見たとたんに異和感を覚えることであ

ろう。彼は祖母を覚えているだろうか。祖母はもうかなり

の年のはずである。彼の記憶にある祖母は，背が高く茶色

の目をしていた。祖母にキスをされると，おじけた気持が

消えたものだった。

彼の青い目は群衆の中に祖母をさが したが，歓迎の笑み

は見あたらなかった。不安が彼の胸をよぎった。 「なぜ，

自分は生まれたのだろうか。」「いったい人生 って何なのだ

ろう。」 彼は自問した。彼は祖母にとっても良い訪問者で

はなかった。だが，ジップ ・サベージが教えてくれた住所

はそこだけだったので，祖母の家へ行 くしかなかったので

ある。ジップが来たら，彼らはある大きな町へ連れていっ

てもらい，そこから他国へ出発するつもりだった。

ジョーは，ジップを恐ろしく思うことがしばしばあり，

本能的にジップから離れたいと感 じてはいたが，おばのマ

ーゴが結婚 して しまったため，相談相手はジップ１人きり

だったのである。

「ジョセブ／」自分の名を呼ぶ声に振 り向くと，そこに

は背の低い，暖かな茶色の目をした白髪の婦人がいた。急

にジョセブは父が 「父 さんの母親は父さんたちに厳 しく命

令 したものだよ。」 と言 っていたのを思い出した。 このか

弱 く小さな婦人が，人に命令などどうしてできようか。彼

女は背が高いどころではなかった。彼は祖母に最後に会 っ

た時は，小さな少年の時だったことを思い出した。 「こん

にちわ，おばあちゃん。」

「おまえはひどく背が伸びたね。でも私は，おまえがど

こにいても，ちゃんとわかるよ。かがんでおくれ。キスで

きるように。」

愛情のこもったキスだった。 ジョセブの心に一筋の希望

の光がともった。その時，彼はいつかおばのマー ゴが 「ア

ンダーソンのうちは， ２枚舌の偽善者だよ」と言 っていた

ことを思い起こした。

「ジョセブ，おまえのかばんはどこ？」

「これきりなんです。 トランクはあとで届きます。」

「じゃ，家まで歩こう。 ４丁位 しかないし，いいお天気

だからね。」

２人が角を曲がると， １人の男がぶつかってきた。 「す

みません。」男はそう言ってジョーを見，笑った，「どうも

すみません，御婦人たち。」

ジョーはその男をなぐってやりたいと思った。町を歩い

ていると，彼の耳に 「あれは男か女かどちらかね。あの長

いカールの髪を見てごらん。」と ささや く声が 聞こえてき

た。何 という田舎だ／ 彼はジップが急いで来ればいいと

思った。

ジョセブは祖母を見おろした。祖母の背骨は堅そうに見

えた。家に向かっている間，祖母はあちこち，興味のあり

そうな裁判所や公園などの場所を説明し始めた。しかし，

ジョセブは，彼女の説明もうわの空に，新鮮な空気を深 く

吸い込み，遠 くにそびえる，雄大な山々を見上げるのだっ

◎

た。

「新しい高校はこの町の向こう側にあるんだよ。いとご

のエ ドワー ドといっし よに通うことになるの。みんなは日

曜の夕食時に，あなたに会いに来ます。あら，こんにちわ

ピーク，この子はジャスティンの息子です。」

２人はピー ク薬店と看板の出ている店の前で立ち止まっ

た。白髪の老人がほほえんだ。 「そうか，君がジャスティ

ンの息子か。君の父さんはうちの配達を してたんだ。君を

見ると父さんを思い出すなあ。おばあさんと住むのかい。

今，ちょうど男の子をひとりほしいところなんだがな。こ

こで働いてくれないか。」

「はい，そうしたいです」主人はふっとジョセブのみな

りに目をとめた。おそらく，この子は髪の毛を少 しは短か

くして くれるだろう。」

「よかった。じゃあ，月曜ＥＩにおいで。その時いろいろ

説明するよ。」

「ありがとうございます。」 ジョーの足どりは 元気忙な

った。

「びっくりしたな，おばあちゃん，彼はぼ くのこと何も

知 らないというのに。」

「ピークはアンダーソン家の人たちを知 っているのよ，

正直者で評判だからね。」

彼 らは大きな赤 レンガの家の前で立ち止まった。昔の記

憶が少しずつよみがえってきた。ずっと昔に父や母とこの

家に来たことがあった。思い出に心をときあかせていると

１台の車が少年たちを大勢のせて通り過ぎていった。

「や一い，ブロンド美人，デー トはどうだい／」

ジョーはまわりを見回した。 「おばあちゃん，ぼ く髪の

毛を切ろうとは思いません。何と言われても。」

「私が髪を切ってほしいと言ったかい。ジョセブや。」

「いいえ。」 ジョセブは 足を踏みかえた。

「おまえがそうしたいなら，そうすればいい。その権利

があるからね。でも……」祖母は髪をかきあげて言 った。

「立派なひたいを隠すのは惜しいね。 さあ，中へ入 って食

事にしましょう。」

おいしそうな食べ物のにおいが彼を待 っていた。彼のお

なかは，空腹で今にも背中とくっつきそうだった。

「父さんが使っていた寝室を使いなさい。 こっちだよ。」
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それは大きな日当りの良い部屋で，勉強机 とランプがあ

った。 「手でも洗 っててね。１０分すればお昼 も用意できる

から。」

ジョセブは壁にかかっているペナントを見つめた。 ワー

トン高校。父は学校を中退したのだった。 そこは父の部屋

だった。急に彼は暖かい父の腕に包まれ， 「息子，かわい

い息子や」という声を聞 くような気がした。

「父さん」，彼はつぶやいてみた。涙が両の頬をつたわっ

た。ジョセブは乱暴に涙をぬぐうと，浴室の鏡の前に立っ

た。 「ひゃあ一」，彼は野蛮人のように見えた。前髪をかき

あげてみると，実にりっぱなひたいである。

「用意ができましたよ，ジョセブ。」祖母が呼んだ。

テーブルには食事が整 っていた。彼がハムに手を伸ばそ

うとすると，祖母がその手を止めた。 「ジョセブ，おまえ

が祝福をして下さいな。」

彼は祝福ということを知 らなかった。 しかし祖母は頭を

さげて，待っている。彼は父が食物を祝福 していたことを

思い出して，その場を救われた。 「天の父なる神 さま，私

たちはこの食物を感謝致 します。」記憶をたどって 言葉が

出てきた。 「食物が栄養となって，体を強 くし，あなたの

みこころを行なう力を与えてくれますように，アーメン。」

「父さんがしていたと同じ祈 りね。ジョセブや，お料理

してくれる人がいることも，とて もありがたいことです。」

彼は祖母に愛 されていることを知 った。 しかし，これま

で手紙をくれたことがなかったのはなぜなのだろうか ？彼

は思う存分食べ，満腹 した。小さな祖母は何 と少食なこと

か。

食事を終えた祖母が言った。 「ジョセブや，ちょっと休

ませておくれ。 それからあとかたづけをしたら，アルバム

を見ましょう。」

彼女が自室にひきあげてから，ジョーはゆっくりと部屋

を歩き始めた。彼は散歩に行きた くなった。 ドアをあけた

が，思い出したように立ち止まると，祖母に行先を告げに

引き返 した。彼女の寝室の ドアの前で，彼はそっと立ち止

まった。毛糸の掛けぶとんにくるまっている祖母が，ごく

小さな小山のように見えた。ジョセブの心に，急に祖母を

守ってやりたい思いがこみあげてきた。

彼は玄関前の長いポーチまで出たが，芝生が長くなって

いるのに気づいた。彼は芝生を刈ろうとせず，台所に引き

返 した。そしてテーブルの皿を見わたし， にっ こ り笑 っ

た。皿を洗って祖母を驚かせてやろうと考えたのである。

彼は音をたてないように気をつけて，全部の皿を洗いあげ

た。

「まあ，ジョセブ，お皿を洗って くれたの／」祖母が廊

下から声をかけて言 った。「おまえは父さんのようだね。」

ジョセブは，彼女のために良いことをしたいと感 じた。

「おばあさん，ぼく薬屋で働いたお金をためて車を買い

ます。 そして旅行 しましょう。 いろんなところに。」その

時，彼はジップのことをすっかり忘れていた。

「でも，ジョセブ，車はあるのよ。何年も使わなかった

けれど，私が乗れないだけでね。おまえの父さんは若い時
ら

に そ れ で タ ク シー を した こ とが あ る の 。」

「古 い車 が あ る んで す か。 見 せ て くれ ます か 。」

「ど うぞ
。 ガ レー ジの 中 の レ ンガ の上 よ。 新 しか っ た時

１９４２年 型 で と って もエ レガ ン トなバ ッ ク・ス タ イ ルで ね 。」

ジ ョー が シー トを 取 り払 う と，堂 々 と した セ ダ ンが 現 わ

れ た。 「トラ ン クに あ る タイ ヤ は新 しい んで す ね 。」

「そ うよ ， あ な た の お じい さ んが 車 に取 りつ け るつ も り

で い て ，病 気 に な って しま った も の だ か ら。」

「あ した動 か して い いで す か 。」

「ジ ョセ ブ， お ま え に車 を あ げ る よ。 お じい さん も喜 ぶ

で し ょ う。」

ジ ョセ ブは興 奮 して ， そ の晩 は ろ くに眠 れ な か った 。 翌

朝 彼 は プー ン とい う音 で 目が さめ た 。 祖 母 が 古 ぼ けた 重 い

芝刈 機 を動 か して い た 。「お ばあ ち ゃん 。 や め て 下 さい 。 重

す ぎ る か ら… … 。」 彼 女 の 目 は き ら っ と光 った 。「つ ま り，

ぼ くは芝 刈 りが 好 き なん で す 。 芝 を 刈 って か ら車 に 乗 りま

す 。」

彼 は朝 食 も そ こ そ こ に終 え， 断 固 と して ， しか しや さ し

く，祖 母 か ら芝 刈 機 を と り あげ た 。 庭 を 一 直 線 に刈 る と，

長 い髪 が 目 に たれ て きた 。 「おば あ ち ゃん ，ぼ くの 髪 の 毛 ，

少 し切 って 下 さ い ませ ん か 。」

「い い な ら， そ う します よ 。」

ジ ョセ ブ が鏡 の 前 にす わ る と， 祖 母 は 「よ く父 さん の 髪

を刈 った も の だわ 」 と言 っ た。

「ぼ く，父 さ ん に似 て ます か 。」 ジ ョセ ブ は尋 ね た 。

「そ っ く りだ よ。 ジ ョセ ブは父 さ ん を覚 えて いな い のか

い 。」
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「ぼ くの手 を握 った父 さ ん の手 の感 じ は覚 え て ます
。 父

さん と母 さ ん が い っ し ょに 笑 って いた の も 覚 えて ます 。」

ま た ジ ョセ ブは わ か らな くな った 。 おば の マー ゴか らは 父

と母 が うま くい って い なか っ た と聞 か され て い た か らで あ

る。

おば の マー ゴ は， 「父 さん は私 た ちを 引 き離 した の。 あ

な たの 父 さん は母 さん と私 が 仲 良 くな るの が い や だ った の

よ。 車 の ス ピー ドを あ げて 母 さん を 死 な せ た ん だ わ」 と言

って い た の で あ る。

「も う， い い ん で す。 お ば あ ち ゃん 。」悲 しい 思 い 出 は

も うた くさん とい う気 持 だ った。

彼 は 鏡 に 映 る 自分 が 気 に 入 った。

彼 は 一 日中 車 の 修理 に か か りき りで ，急 いで 夕 食 を と っ

た の ち に ，店 ヘ ガ ソ リン とス パー クプ ラグ を買 い にで か け

た。 そ して言 った ， 「お ば あ ち ゃ ん ，手 伝 って も らわ な く

ち ゃな らな い ん です 。 スパ ー クを調 整 して て 下 さ い… … 」

「あ あ ，や り方 知 って ます よ 。」 祖 母 は 頬 を ピ ンク に染

め ， うれ しそ うに見 え た。

古 い車 が生 き生 き と見 違 え る よ う に生 まれ 変 わ った の は

１０時 を ま わ る 頃 だ っ た。

「さ あ ，終 わ った ， これ で 動 き ます よ。 おば あ ち ゃん 」

「よ くや った ね ， ジ ョセ ブ。 す て き じゃ ない か い 。」

「あ した 一 番・に ， お ば あ ち ゃん を ドライ ブ に連 れ て 行 っ

て あ げ ま す ね 。」

「た ぶ ん ， 明 日の夜 ，聖 餐 会 の あ とだね 。 午 後 はみ ん な

が 夕食 に 来 る こ とに な って い るか ら。」

ジ ョセ ブが 自分 の 部屋 に 戻 る と， 白 い シ ャッ と黒 い ズ ボ

ンが 置 い て あ った。

「サ イ ズ が 合 うと い い ん だ が ね え 。」

「ぼ く，今 着 て い る の が好 き な ん です 。」

「色 が派 手 で し ょ。 主 の宮 に は ち ょっ と不 似 合 いだ と思

うで し ょ う。 そ う じ ゃな い ？」

「え え ， そ うです ね 。」 彼 は こん な か し こま っ た服 を着

た 姿 を ， ジ ップ に は見 せ られ な い と思 っ た。 そ して ど う い

う もの か ， ジ ップ に そ う会 い た い とは思 わ なか った 。 彼 は

ま た わ か らな くな った。

日曜 学 校 で ， ジ ョセ ブは 人 々が 「高 き に さか え て」 を歌

うの を 静 か に 聞 い て い た。 「わ が霊 か つ て は み そ ば に住 み

て … … 深 きみ む ね に て わ れ 世 に くだ し… … 仰せ の み わ ざみ

な 成 し とげ し と き， 受 け 入 れ み そ ば に住 ま わせ た ま え 。」

彼 の 心 は い っぱ い に な って きた。 そ こに ，彼 の疑 問 に 対

す る答 え が あ った。 自分 は 何 な の だ ろ うか。 な ぜ こ こに 生

きて い るの か 。 死 ん だ ら， その あ とは ど うな るの か。

１時 に， 父 の 親 族 が 集 ま った。 彼 は 長 く会 った こ との な

い入 々 を前 に して ， す み の 方 に離 れ て い た が ， み ん な は 暖

か く彼 の まわ りに集 ま って きた 。 彼 は み ん な の 名 前 を覚 え

よ うと したが ，無 理 だ った 。 祖 母 が 言 った 。 「この 人 が い

と この エ ドワー ド。 同 じ年 よ 。」

「こん に ち わ ， ジ ョー 。」 エ ドワー ドは彼 の 手 を握 って ，

に こ っ と笑 った。 エ ドワー ドは背 が高 く，黒 っぽ い髪 の毛

で ， 長 い首 に き り っ と した 髪 が よ く とい て あ った。 「これ

か ら， い ろ ん な こ とを い っ し ょにす る よ うに な るね 。」

「楽 しみ に して る よ 。」 ジ ョセ ブは い と こに親 しみ を覚

え た。 食 事 が す ん で か ら， ジ ョセ ブは い と こに 「外 へ 出 よ

う。 み せ た い もの が あ る ん だ」 と言 い ， ガ レー ジに連 れて

行 って車 を見 せ た。

「お ば あ ち ゃん が ち ゃん と しま って お い て くれ た ん だ。

ドラ イ ブ して い い って 言 って た か ら， ち ょ っ と待 って て 。

キー を と って くる 。」

彼 が 急 い で 家 へ 戻 る と， 何 人 もの 人 が 口 々 に 「そ の年 で

大 変 な こ とね … … 」 ， 「苦 労 だ よ … … 」 ，「私 た ち の言 う こ

とを 聞 いた 方 が い い … … 」 と言 って い るの が耳 に 入 った。

彼 ら は ジ ョセ ブの こ とを 話 して い た の だ った。 お ば の マ

ー ゴの 言 った こ とは 本 当 だ った
。 み ん な は 偽 善者 だ。 彼 は

きび す を返 して ガ レー ジ に戻 った 。

「キー ， 持 って き た ？」 エ ドワー ドが 聞 い た 。

「今 ， ドライ ブ した くな くな った ん だ 。」 ジ ョセ ブ は う

しろ を 向 いて 歩 き 出 した 。

「待 って ， ぼ くも行 くよ 。」

「ぼ く， １人 き りで い た い んだ 。」

ジ ョセ ブが 公 園 の ベ ンチ に腰 か け る と ，涙 が あふ れ て き

た。 あ ん な に 幸せ だ と思 って いた の に。 それ な の に今 は。

彼 は 暗 くな って か ら家 に帰 った 。 祖 母 が門 の と こ ろで 待

って い た。 「ジ ョセ ブど う して い な くな った の ？」

「そ の こ と，話 した くな いで す 。」

「そ う， そ れ な ら・・… ・」

彼 は ， そ の夜 ，父 母 を捜 して 霧 の 中 を歩 いて い る夢 を 見

た。 物 陰 の ガ サ ガ サす る音 で 目 を さ ま したが ， 見 る と ジ ッ

プ が月 明 か りの 中 に立 って いた 。 長 い髪 が肩 まで 垂 れ て い

た。

「ジ ップ ，来 た の か ．／」

「もち さ
。 行 く って言 って た ろ。 お い ， ２丁 ほ どの 所 に

羽 振 りの良 さそ うな薬 屋 が あ る ぞ。 や る か。 大 分 金 にな る

ぜ 。」 ピー ク薬 店 の こ とだ った。 月 曜 か らジ ョセ ブが 働 く

は ず な の。
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「これほど，やりやすい町はないぜ。」 ジップは，先々

のことを考えてほくほく顔だった。アンダーソンー族はジ

ョセブのことをどうとも思 っていないが，ジョセブは父の

名前に傷をつけることはしまいと思っていた。

「さあ，来いよ。明るいんだ。山

彼は部屋をみまわし，窓の戸を少しずらした。 しかし，

窓によじ登ろうとした彼は・強い手でえりをわしづかみに
　

され，ひきずりおろされてしまっ孝。月明かりに祖母が見

えた。

「真夜中に外へ抜け出すような孫を持 った覚 え は な い

よ。 ジップさん，孫に会いたいなら，ちゃんとした時間に

堂々と玄関からはいっておいで６」

「昔の仲間にゃ冷たい顔か，ジョー。」 ジップの声は荒

々しかった。

「おばあちゃんなんだ，ジップ。」

「そいつ もおれにゃ，関係なしさ。そうだろ。」 そう言

ったジップの顔が初めて見えた。みにくくゆがんだ顔だっ

た。

「おばあちゃんの言うことを聞けよ，ジップ。やめた方

力丸、し、。」

ジップは身をひる返して走り去った。

「さあ，私の部屋へ来なさい。歩いて／」

ジョーはその時，祖母はこうして背の高い息子たちに命

令したのだと合点がいった。 「歩いて／」と言われジョセ

ブは歩き出した。

祖母の寝室で，彼女はジョセブに向きあって腰かけた。

「さあ，おまえはどうして外に出ようとしたの」

「どうしてぼくが外へ出るって，わかったんですか。」

「私は６人もの息子を育てたから，ちゃんとわかるんだ

よ。私は……」祖母は突然ゆらっと前にのめった。 「青い

ビンの薬を……。 ２つ……」息も絶えだえにもがきなが ら

祖母はやっとのことでベッドに横になった。

彼は薬を手渡 した。祖母は非常に静かになった。彼は，

「どうか，おばあちゃんが死にませんように。ぼ くはおば

あちゃんのそばにもっといますから……」と祈った。

数分して租母は目をあけた。 「前ほどに若か った らね

え。でも，おまえ，私が発作を起こしたなんて，だれにも

言っちゃだめよ。今日もみんなして私に注文つけたんだか

ら。 「この家はおまえに重荷だ。 もう８０を過ぎてるんだか

ら』って。みんなは，大事にしてる花を見捨てて，アパー

トにとじこもらそうとするんだよ。」

それが彼の聞いた言葉だったのである。

「私はみんなにね，ジョセブが来て くれたか ら大丈夫だ

って言 ったんだよ。おまえがいるものね。そうじゃないか

い」

音 信 の な か った さび しい 年 月 を 思 い 起 こ し牝 ジ ゴセ ブは

言 った 。 「おば あ ち ゃん ， 前 は ぼ くの．こ・とい な い 方が 良 か

った んで し ょ う。」 、．・．一．：一．

「え え っ， 伺 だ って 」

「ぼ くなんていない方がよかったんでしょう
。」 ジョセ

ブの声は震えていた。 、

「まあジョセブ，かわいいジョセブや。私は手紙を書き

ましたよ。プレゼントも送ったし。けれど，みんな戻って

きたんです。お父さんお母さんが亡 くなった時，私はあな

たを引き取りに行ったけれど，あなたのおばさんが生前世

話をするように頼まれていたというんで，私はもっといて

あなたのために争いたかったけれど，何 しろおじいさんの

病気がひどく悪くてね。帰 らなくちゃならな かった ん だ

よ。おばさんの行方がわからなくなったで しょう。住所 も

知 らせないで引越 したものだから。」

ジョーは，何回も引越 したことを思い出した。

「マーゴが電話で，おまえを私のところによこすと言っ

てきた時には，私，うれしくて涙が出たんだよ。」

「で も，どうしてマーゴおばさんはぼ くに嘘をついたん

ですか。おばさんは父が母を死なせたと言ってました。」

「ジョセブ，よくお聞き。悲しみ１ま人を変にします。母

さんとおばさんはふたこだったのよ。母さんが教会に入っ

て結婚 した時，マーゴは教会や父さんを悪 く言いました。

彼女は厳 しい入になってしまってね。事故は父さんのせい

じゃありませんよ。道が凍っていて，ハ．ンドルの自由がき

かなかったの。でもマーゴを責めちゃいけませんよ。彼女

をかわいそうに思ってお祈 りしてあげなさい。今まで通 り

に接 してね。」

「それでぼくを呼んだんですか。ぼくに来てほしかった

んですね。」

「ええ，そうよ。そのとおり。ジョセブは私のところに

来て，ここからエ ドワー ドといっしょに学校に通うんです

よ。」

「いえ，ぼくにはできない。ぼ くはよそ者だし，遅すぎ

ます。」

「遅 くなんてありません。ジョセブ，おまえは勉強して

みんなに追いつ くんです。エ ドワー ドの家族がみんなして

手伝って くれます。 もう一度まともになるチャンスです。」

祖母は片手をあげた。 「お聞きよ，ジョセブ。」

ピーク薬店の方角からパ トカーのサイレンが聞 こえてき

た。 ジップは泥棒は．きわどい仕事だとよく言 っていた。ジ

ョセブは目を閉 じて，感謝の祈 りをした。もう少 しで自分

も悲惨な経験をするところだったのである。

「ジョセブ，わきにおすわ り。今 しばらく。」

「はい，おばあちゃん。」

彼はきちんと椅子に腰をかけた。彼は今やこの家の住人

だった。祖母が眠ると，彼は静かにふとんをかけた。そし

て，自分の部屋に帰り，ベッドに入った。 しかし，いつ祖

母が呼んでもわかるように， ドアを少しあけておいた。眠

りにおちるまでのおだやかなひとときに，彼は再び父親の

霊を身近に感 じた。彼はほほえみなが らささやいた。 「尊

れでいいんです。父さん。ぼくは今，家に帰りました。」



日 本 中 央 伝 道 部

八木沼セツ子姉妹急逝 される

１９６４年より北部極東伝道部，６８年から日本沖縄伝道部，７０年か らは日

本中央伝道部で，通算 ８年の長 きに亘 って，伝道部扶助協会，第一副会

長 として，日本に於ける扶助協会の発展の為に全力を尽 して働いて来 ら

れた，八木沼セツ子姉妹は， １月２３日，名古屋で開かれた中部地方部大

会で，力強い，信仰にあふれた証詞をされましたが，翌日の夜，突然病

にたおれ， １月３０日午前 ５時，霊界に召されました。彼女の残された立

派な功績の内には，彼女が沖縄や北海道の大会にも参加出来 る様助け ら

れた御主人の協力があったことを見過すことは出来ません。

遺族の方々は，御主人常三郎氏，長女慶子姉妹，悠紀子姉妹，修一兄

弟 （西部伝道部第二副伝道部長），信二兄弟で，上の ３人は夫々家庭を

持 たれております。住所は名古屋市千種区鍋屋上野町東山鍋屋上野住宅

４－ ２０４です。

全日本伝道部副伝道部長会議
ｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌＩｌＩＩｌＩｌＩＩｌｌｌＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ‘ＵｌＩｌ川 Ｕｌ１１１１１１１１川 ＩＩｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌＵ【Ｉｌ川 【【１川 ｌｌｌ川 川 ｌｌｌＩＩＩｌ川 ＩＩｌＩ川 川 川 ［田 【ＦＩＨ 川 川 １川 川 １１１１１１１１１１１１１川 川 １【［１【ｍ 剛 川 捌 １口【１【

１月１３，１４の両 日， 日本の４伝道部か ら６人の副伝道部長が参加

して，神戸の日本中央伝道本部で，初の会議が開かれました。

今後の日本に於ける教会の発展の為に，有意義な討論か，深夜迄

おこなわれ，翌 日は又予定時間をオーバーし，再会を約 して会議を

終えました。

名 古 屋 支 部 鍬 入 式
ＩｌＩＩｌｌｌＩｌｌｌｌｌＩｌｌｌｌｌｌＩ１川 １川 １１１１１１１田 ｌｌ【【ｌｌ【１川 １【川 川 ＨＩ且１【ｌｉｌ【【ｍ 川 川 川 ＩＩｌ【Ｕｌ田 阻 ｌＩ【川 田 ［１１１川 １ｍ Ｉｌ川 【［【川 １川 Ｉｌ川 ｌｌＩＩＩＬ剛 ＩｌＩｌｌＩＩＩＩＩ川 川 川 且Ｉｌｌ【１１ｍ 【１川 【１閥川 １１１

１月２２日，待ちに待った名古屋支部の鍬入式が ２００名 の 参 加 の

元，盛大におこなわれました。秋風の立つ頃には，立派な教会がこ

の地に建ちます。

現在の支部の集会場は，名古屋市中村区西柳町 １丁目１番地の ３，

愛三 ビノレ２階 織

１４３
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「な ご や か さ の 中 の 厳 粛 さ
、’

仙台支部献堂式挙行さる

年の瀬を迎えた十二月十六日，雪国には珍 らしい穏やかな

夕べ，待たれていた仙台支部教会堂の献堂式がジェームズ ・

Ａ ・カリモア十二使徒補助によって執 り行なわれた。日本人

特有の悲壮感 もな く，なごやかな雰囲気の中にも霊感 と厳粛

なよろこびに溢れた集会であった。

約十か月の工事期間を経て，昨年三月に完成 した新教会堂

は，四月三日に内外の名士，関係者を招いてオープンハウス

を行なった。 しかし，献堂式は，幹部の日程の都合でなかな

か機会を得ず，秋に予定された会 も，都合で延期され，．よう

やく今回のよろこびとなったものである。

仙台支部の建築は，宣教師館の建築を含めると約一年四か

月にわたったのであるが，従来の経験と異って，あんびりし

たムー ドに満ちていた。というよりは，切迫感や悲壮感にと

献堂式に集った幹部関係者たち

１４４

歴代支部長の勢揃い

向って右より，渡部正雄 （初代），福田濃 （二代），カリ

モア十二使徒補助，紙谷富傑 （三代），阿部順夫 掌（四代）

斎藤和雄 （五代，現）各支部長 ．．

らわれなかったといった方がより適切であろう。

これは東北人の性格というよりは，建築前の長い準備期間

で培われた余裕 と自信のようなものが全体を包んでいたため

であろう。

天候に苦 しんだことも殆んどなかった し，経済的な困難 も

大きくはなかった。いざという場合には全てをなげうっても

……と秘かに決意のほどを固めていた経験豊かな会員たちも

最後の切 り札を出すことな く完成を迎えたわけである。

しか し，振 り返 って考えてみると，そこには極めて大きな

神のみこころが働 いていたことを知 ることができる。

まず，労働奉仕 という面では，若い兄弟姉妹たちがよく働

いた』古い会員たちはどちらか といえば，１後押 しの役に回っ

た。若い会員たちは，自分たちの後に経験者たちがいるので

安心 して思 う存分働けた。 しか も，義務としてでなく，あく

まで自由な奉仕 として働いた。今，それは彼等の大きな誇 り

となっている筈である。

一方，経済的な面においては，家族数 も決 して多 くない不

利な’条件のもとで，友愛バザーの爆発的な成功と広く会員た

ちに訴えて寄せ られた芳志の数々によって一挙に目標額に達

し得たのであった。これは，支部創設以来の長年にわたる資

．金獲得のため⑳努力と奉仕 とがここ｝『至 って開花 したρであ

って，一朝一夕に して得 られる成功ではなか った。仙台支部

の歴史の深 さと幅の広さとを見 る思いがする。

支部負担額を全て達成 し，労働奉仕を全て終えて，汗ばむ

ほどの暖かさと，まばゆいほどの輝やきに満ちた会堂の中で

歌に祈 りにダンスに卓球に演劇に冬を過ごす仙台支部の会員

たちの心はさわやかである。 しか し一方，悔いも残 る。ギ リ

ギリの所まで追いつめられた感 じは少 しもなかった。自分に

はまだ余力があった。義務感で働いたのではなかっただけに

余力は悔いとなる。 トコ トン働きたかったと思 う。今，仙台

の会員たちは，時間を作 って松本へ京都へと手伝いに出かけ

はじめている。誰が勧めるのでもないのに……。

仙台の支部長会は他支部の建築資金獲得のため働きはじめ

ようとしている。

教会はひとりひとりのものであり，みんなのものである。

だか ら教会堂もみんなで建てみんなのものとなる。仙台支部

はこの簡単な教えを実行 して成功 した。 この経験を土台にや

がてより広い世界の入々のために働 く日が来るに違いない。
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図 書 案 内

福 音 を 勉 強 し よ う 一
汝 ら最 も善 き書 よ り智恵 あ る言葉 を探 し求 めよ （ＤＣ８８：１１８）

およそ， われ らのこの世に於て達す る英 智の一切 は，何 にて もよみがえ りの時われ らと共 に

よみが えるべ し。 されば も しある人あ りて，精励従順 によ りこの世 に於て他の人 よりも一層勝

れ たる知識 と英智 とを得 ば， 未来 の世 に於 てそれ だけ利 を得べ し。 （Ｄ Ｃ１３０：１８－１９）

新 しく教 会に入 られた方へ

教義 と聖約 ・高価なる真珠 ２５０円 回復された真理

信仰箇条の研究 ３３０円 福音の紹介

讃美歌 （ポケット版） ３５０円 奇 しきみわざ

末 日聖徒 とは ７２０円 やさしい福音

聖書 を学 びたい方ヘ

キ リス ト・イエス （上 ・下） 各３００円 わた したちの救い主

主の教会 ３６０円 われに従え

主の歩み ３６０円 家庭の夕べ （１９７０－７１年）

古代の使徒 ２２０円

モルモ ン経 を学 びたい方昏

昇栄への道 ３６０円 家庭のタベ （１９６９－７０年）

真理の泉 ３６０円 私はなぜモルモン経を神の御言葉と信 じるか

モルモン経の手引き ２７０円 モルモン経を証しする人々

モルモン経の新研究 ３３０円 モルモン経が世に問うチャレンジ

結婚 について学びたい方へ

結婚 ３５０円 主の宮居

結婚生活へのア ドバイス ３６０円 エラ神殿特集号 （英文）

親と して読んでお くべ き本

家庭の夕べ ２００円 家庭における神権の発揚

子供に教えるには ６０円 家督権の祝福

愛の福音 ７２０円 完成への道

福音とともに ７２０円 福音の教義 （１・皿）

成長する子供たち ４０円 扶助協会テキス ト

神権ｉとあなた ４５０円

教会を紹 介 したい方へ

絵でみる末日聖徒イエス ・キ リス ト教会 １６０円 背教 と福音の回復

モルモン経 ２５０円 万博 「幸福を探 し求めて」

家庭のタベ ２００円 世界の教会

予言者ジ ョセブ・ス ミスの証 ９円 モルモン経パ ンフレット

救いの計画 ９円 信仰箇条のカー ド

知恵の言葉 ９円 知恵の言葉のカー ド

どの教会が正しいか ９円 幸福への道 （英文）

ご注 文は代金 とともに東京 デ ィス トリビュー シ ョンセ ンターへ

雨１０６ 東京都港区南麻布５－１０－２５

ＴＥＬ ４４２－７４５９

１８０円

１７０円

２７０円

５４０円

５４０円

５４０円

１３０円

９０円

７円

４円

２円

４５０円

５００円

１５０円

１００円

．５００円

各１６０円

２００円

４円

８円

８円

８円

５円

５円

５４０円

や

，

．蔑
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